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空間コンテンツの検索と
プレゼンテーション

田中克己
京都大学情報学研究科

社会情報学専攻
ktanaka@i.kvoto-u.ac.io 

htto:/ /www.dl.kuis.kvoto-u.ac.io 

XML(e茎tensible出arkupLanguage) 

• W3C(World Wide web Cons。rtium）で採択されたWeb上で構造化
文書をやりとりするためのデータフォーマット

・構造化文書定義言語 SGMLを源流
• XMLの特徴

．新しいヲグを定穂することが可能
・徳造I主任意の形でネスト（問st)することができる
• XML文書I孟独自の文法の毘述ができる
• "HTML desoribtla prest1ntllth凹 XML晶soribtlsoontt1nt.” 

• XMLIまデー脅記述雷語であり表示能力lま持っていない．表示方法
には2種類λ世イJレシートが提案されている
• CSS(Cascadinz St)幅 Sht1t1白AXSL 

• XMLデータの格納
• Tamino，イゲドラシル， Objectstore,Oracle, ，” 

• XMLのGISへの適用
• GML, G-XML 

空間データの関連技術動向

XML 
Web3D 

地理情報標準（UML,XML) 
空間データの知的財産権

米国のデジタルライブラリ研究

XMLがもたらすもの

．機械可読な，データの意味表現

• XML＝データ． 応用によって生成されるXML． 応用によって消費（活用）されるXML． プラットフォームや組織を越えた容易なアクセス

・ Webのパラダイムシフト
・ 文書（HTML）からデータ（XML）へ． 情報検索からデータ管理へ

・データベースのパラダイムシフト． 関係モデルから半構造データモデルへ． データ処理からデータ／質問変換へ． 記憶から転送（transport）へ



HTMLとXML
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Web3D：空間的ハイパーメディア

日脚国
制加のJD由化＋渇去のピデオ睡．キャンパス雪量間ヂータ曙映像｝に

• Virtual New 過去のピデオ映像をリンク

Yoii<, V同ual

H・Jsinki
・京都デジ骨JI.-シ

子ィ（石田・京
大／Nπヲ

現実鍋市型聞の仮忽空間寝現｛判例L)

空間情報のXML化
GML (Geography Markup Language) 

http:/ /www.opengis.net/ gml/01-029/GML2.html 

<Featu同町ypeN副ne~”問ver＇『〉
<n副ne>

Cam 
<In田ne>

<descnption> 

The river that runs 伽 oughCambridge. 

</descript1on> 

<geometricProperty 

typeName=”centerLineOr’〉
<LmeStnng srsN副ne＝”EPSG.4326”〉
<coordinates> 

0.0,50.0 100.0,50.0 
</coo吋mates>

</LineString> 

</geometncProperty> 

</Fea国re>

• OpenGIS GML (OGC) 

• OGC simple features 

（空間鷹性．非空間属
性を規定 20
geomet叩）をXML＇で
codingしたもの

• XMLによる地理情報の
流通・司書積が目的

We3D: VRML 
(Virtual Reality Modeling Language ) 

#VRML V1/0 asロi
Separator{ 

Separator{ 

Material {diffuseColor 1 1 0 ) 

Sphere｛阻dius1) 

Separat。r{
Mate巾 I{diffuseColor 1 1 0 ) 

Transform {translation 0 3 0) 

Sphere {radius 1) 

Separator{ 

Transform (translation O 1 O} 
Cylinder { radius 0.2 height 8) 
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Web3D: VRML97 
http:/Iwww.web3d.org/technicalinfo/ specifications/ eai/index.html 

・30CGのテキスト表現

• 3次元物体（オブジェヴトの座標・形状・色や子クスチャ・振る舞い等｝の情報
を文字列で表現，実際の画像表現1ま，ヲライアント自端末側でこれを解釈して
生成画像デー告を送るのではないため．転送の負荷が軽減できる．

・ハイパーリンクの設定

・3次元オブジェクト毎l二，ハイパーリンヲをE量定することができる

・ウォークスルー（walkthrough)

・センサー機能

．仮想空間内にセンサーをソフトウエア的に埋め込めるユーザの綴る舞い
をモニ告ーし．それに応じたアクションを起こすことができる

・詳細度制御
．あるオブジェクトに対してあらかじめ詳細度の異なる複数のCGデ－；を用

意しておき．このオブジヱクトと利用者の距離に応じて，オブジェヲトの詳細
度を自動的に変更できる

・アニメーション機能

．仮想空間肉にアニメーションキャラ？；などを配置し，ニのキャラヴ習を動か
せる．

空間データ基盤と地理情報システム
．地理情報

．地E事上の位置と関係を持つ情報［空間デ－？］
地珠に関連した地点と暗示的又は明示的に関係のある現象に関
する情報（暗示的とは住所地名などによる参照の意｝

・地物（Feature)
・地理情報の最小単位．（河．山，植物園橋．鉄道，道路．建物．街

路灯，行政界など）

．地理情報標準
．空間デ－；交換欄準（SOTS)（米国連邦楓割凪1992)

• DIGEST (NA TOによる軍事的利用が目的｝
．デジ；ルマッピング標準フォーマット｛臼本1980年代）

・写真測量による数値地図フォーマット
・函際標準化機構(ISO）地理情報に関する専門委員会（TC211)作成

申の地理情報機準
・オブジエヴト指向モデリングとXMLの採用
・将来，ISO 19100シリーズと呼ばれる予定．
・これに畠づきJIS策定予定別途.G-XML (Goograph;c XMυJIS化予
定米国GMLと日本日－XMLの融合予定

Web3D: X3D (eXtensible 30) 

・ 3次元グラフィックコンテンツの

表現のためのXMLベースの記

述言語。
• http://web3d.org/x3d.html 

・ISO標準VRML97の後継
・ より高度なレンダリング、キーポー

ドセンサー， Nurbs

• XML符号化，コンポーネント化

• XVL 

• XMLペースの3次元CGデ一世犯
述．曲面近似でデー習量を圧縮
X30仕様には未対応
http・//www.xvl3d c。m/ja/demo/
assembly_l;ne/indox.xml 

ISO TC211の地理情報標準の概要（1)
国土地理院縄車．（財）日本測量掴董筏術悩金量行．「地理情報柵串白人門J.2001年同月

・骨格と参照モデル
．地理情報の参照モデル
・概念スキーマ雷筒（地理情報棟準の内容の表記書鱈）

・続ーモデリング宮路UMLの線用
・画像およびグリッドデ－11など

・地理空間モデルと演算子
．空間スキーマ（ものの形や隣後関係のモデルを記述したもの）
・時間スキーマ（イベント発生時刻，存在期間．これらの前後関係のモ

デルの胞述）
・地物は［主題属性）. ［~間属性］. ［時間属性］を持つ．

．地理空間データ管理
．座練による空間参照
．地理餓別子（住所，地名．施段名など）による:!e'.間参照
．メ告デ－51（表題，作成者．公表期日．額要．入手方法．表現形式等）
・クリアリングハウス（イン9ーネットにより．メ；デー舎を無事｜として地物

デ－1'の検索／野価を行う）

-3-



ISO TC211の地理情報標準の概要（2)

・地理空間サービス
．現I）位サービス

・位置情報（GPSや測量機鐸で獲得｝のネットワーヲ伝送手順

．符号化

• !Iii強マーヲアvプ宮店（XML）を錐奨

圃サービス

・地理情報用イン9フェース作成のガイドライン（CORBA,SQL等）

・プロファイルと既存標準
．プロファイル（各国，各地域毎の個別標準）

空間データの著作権

・著作物とは思想又は感情を創作的に表現したもの

・事実。ヂー哲，情報は著作物で怠い
・高度の創作性l主要求されない（若干の創作性）
・表現物でなければならないアイデアは保穫しないが表現物は保謹する

．住宅地図は著作物ではない
・1アイデア1::1表現の法理けつのアイデアに，つしか表現がない渇合．表現も
保臨しない，）. Sweat of braw （額に汗）の法理労働によって集めたデー告の
集積も単なる干一事なので保温しないー

・地図Iま図形著作物
・情報の選択又I主体系的な構成によって創作性を有するものは「デー骨ベース
著作物Jとして保隠する『デーヲベースJとは．輸文，敏値．図形その他の情
報の集合物で．検索できるように体系的に構築したもの．検索機能のある電
干地図1孟．デ一宮ベース著作物とされる

• r送信可能化繍』
・故E著作権法lま．著作者に公衆送信権を与え，この申で．自動公衆送信が
行われる禍合にl;I:.送信可能化纏を含むとした｛同法23条1項）．「送信可能
化権』とは．たとえば.WWWょのサーバーにアッブロードして。パソコンの鋪
末からアヲセスできる状態にすることができる権利（同法2条1項9の5号）し
たがって．著作者の許絡を得ないで7ッブロードした増吉lま．現実のアヲセス
がない場舎でも，著作者の「送信可椛化権」の侵曹となる
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道路網を表すUMLクラス図

I..‘ 2 
対応関係

空間データと特許権
．特併E量が保Bするもの

・特許法第1条『この2量得は、発明の保組及ぴ利用を図ることにより、発明を奨励
し、もって産業の発遣に寄与することを目的とする．』発明とは「自然法則を利用
した妓術的思想の創作のうち高度のもの』（特許法第Z条）

・新規性と進歩性（要件）

・新線性
・特許庁に出願する前1：：ー曲に岨られでL室つト唖悶は特齢にはならt.>い

（特許法第29条第t項新規性の要件）．
・たとえば他社で既に製品化されている滑合、他人（または自分｝の発明とし
て特許公報に掲織された筏街、自分で発明晶を履示会で見せてしまったり‘
新開発表してしまったりしたものは、一般に知られてしまった発明．

・進歩性
・今まで知られていない発明であっても、その篠術に縞過した人間ならば雄
でも容易に考えられるような発明｛たとえば今までにある鰻衡を単に寄せ集
めたようなもの）は特許にはならない（特釣法第29命箪2項進歩位の要件）．

．ビジネスモデル特許

・情報システムを使って実現したピジネスの仕組みについて与えられる特許
・広告情報の供給方法およびその畳録方法｛凸版印刷｛練）特許2756483
号(1998年3月日自））広告依頼者に．広告情報を入力させ．依編者の店を
地図上で特定させる広告を見るユーザlま，地図」己に表示された広告依頼
者の店を選択することでその店の広告情報を臨める



空間コンテンツの検索と
プレゼ、ンテーション

都市空間情報の統合：アクセス管理と詳細度
Info LOO：属性データの詳細度の制御

都市空間のランドマーク発見
都市空間への音の貼付
Webのローカル度発見

Info LOO：属性情報の詳細度制御

!!a窓~

蹴
<restaurant Id＝”XYZ"> 

〈町pe>Chlnese
</type> 
<rank>three s岡市＜／rank>

</restaurant> 

LOD 

叩輔副
<re坑aurantId＝‘XYZ”〉

<ehef>Chlnese</chef> 
<type>Chlnese 

<entree>C.nt。n</entree>
</type> 
< rank>three starち＜／rank>

</restaurant> 

Photo (FlashPix) 3DCG(VRML) 属性データ（XML)

一 5-

VRMLによる都市空間情報の統合

関園
・都市空間データの所有

．ばらばらな所有権，フォーマット

・統合がもたらす利益と危険性
．空間データの多目的利用

．詳細度制御によるアクセス権管
理の重要性

豆蓮宗 ！！！五盟

Info LOO：距離／方向による制御



Info LOO：視野内での差異情報表示

Virtual 3D City Virtual museum 

I ii; t;;:町園

ランドマーク量'flJ

反応したセンサー 視野肉で目立ち

珍しい属性をもっ
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都市空間のランドマークの発見

．属性情報による地域内のランドマークの発見

都市空間への音の対応付け

・インターネット上の仮想都市空間
．神戸市六甲アイランド

• VRML(Virtual Reality M。delingLanguage）のセンサー
機能を用いた音の貼付



ー

lit作システムの実装

観点温択

視野岡田オブジェクト回特定

曹

センザーに反応したものを対車に
ランドマーク計庫

ランドマークE置の高いも冊目
育情帽を特定

音情報付プレぜンテーション由生成

コンテンツベースローカル度

Webページpが特定地域・組織に依存（密活）している度合い
地理用語のWebページ肉容のカーパ一範囲に対する密度
地理用語（地理名調・組織名）の割合・詳細
国く組織＝府・道・県＜地織一般

ちJ地名の重み・地名の出現頻度
Local (p）＝ ムー 一一一一

1；；堅二

Webページのローカル度の抽出に基づく
ローカルな情報の発見

Webページのコンテンツがどの程度地域に依存しているか，

特定地様（組織）の人々がどの程度の興味持っか？
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・コンテンツベースのローカル度

地域依存（密着）
＜＝コ＞ Regional Content 

・コミュニティベースのローカル度

特定の地域・組織

(physical community) 

の人々のみ興味ある Cニコ Regional Interest 

予備実験
ーコンテンツベースローカル度一

・IJJBJHMめ地方版の400記事を評価

・再現率：0.624

12日午前10時10分ご
ろ、東京都千代田区有
．楽町2丁目の「有楽町マ

意｜リオン』前の纏え込みで、
例 l男性が浮包Tで自分の

首を切った。男性は病
院に還lまれたが、命に
別条はないという。現場
l立小泉首相が参議院選
公示のための演説中で、
約3200人の聴衆が・



コミュニティベースローカル度
Webページの特定地繊・組織の人々のみに興味持たれる度合い

・話題のUbiquitousness

何処でも．何時でもあり得るI!
悶（時間・場所が異なるが．内
容が同じ）

夏祭り， etc. 

亡二＝コ＞ その地域（組織）の住民
しか興味持たれないE可能性高い

地理用語・固有名詞を省いた内容類似度（VSM）の高いページが多
いほど， ubiquitous話題である可能性が高〈．ローカル度が高い

Localcam(P) ＝正三コ広三敏

講演者略歴（田中克己）
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尾張藩士・朝日文左衛門の生活行動空間
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-GISを用いた『鵜鵡寵中記』の分析一

Life action space of ASAHI Bunzaemon, the samurai of OWARI 

-Analysis of the 『OMUROTYUKI』 usingGIS-

村田祐介

MURATA Yusuke 

名古屋大学大学院環境学研究科地理学講座

干464・8601 名古屋市千種区不老町

Geography, Graduate school of environmental studies, Nagoya University, 

Furo・cho,Chikusa -ku, Nagoya ・shi, 464・8601,Japan

あらまし：

本研究では、元禄～享保頃の日記・『賜鵡飽中記（おうむろうちゅうき）』を対象とし、主人公・朝日文左衛門の長期間にわたる生活

行動を、 GISを用いた分析により解明する。また、地点が確認できない歴史史料を空間的に示すために、絵図史料、家系図等を併用し

ていくことによって、解決してし、く方法をも合わせて提示する。まず、『聖書鵡健中記』全文をデータベース化する。次に、同時代の絵図

史料であり、当時の屋敷割り図でもある『尾府名古屋図』に描かれる務士名をデータベース化する。そして、近世前期における尾張藩

士系譜集『士林訴澗（しりんそかし、）』ならびに、『賜鵡籍中記』内で記される 「屋敷替え」の記載を援用する。これによって、一時期

の情報しか持たない絵図に対し、長い時間の幅を持たせることが可能になり、実際に朝日文左衛門が行動した場所を特定することが可

能になる。その後、行動を地図にプロットすることによって、経年的に元禄～享保期のー武士の生活行動を把握する。以上のような分

析手順により、『賜鵡健中記』 27年分を対象とした結果、彼の行動は職務関係と親戚関係、に縛られ、繁華街に頻繁に繰り出すわけでは

ないことが理解できると共に、距離を持つ行動に関しては、同心円状に広がり、特に街道筋に影響を受けていたことが示された。

Summary: 

In this research, the life action over the long period of time of ASAHI Bunzaemon, a hero, is solved by analysis using GIS for the 

diary 『OMUROCHU阻』 atthe Genroku -Kyoho era time. Moreover, in order to show spatially the history historical records that 

cannot check a point, the method of solving is also united and shown by using together pictorial map historical records, genealogy, 

etc. First, a diary whole sentence is used as a database. Next, it is the pictorial map historical records of simultaneous cost, and the 

samurai name drawn on the pictorial map is used as a database. And the Owari samurai’s collection of genealogies in the first half 

of modern times and the publication of the mansion substitute described within a diary is used for to the pictorial map that is a 

section at the time. It becomes possible to give the width oflong time旬 apictorial map only with the information on temporary by 

this, and it becomes possible to pinpoint the place where Bunzaemon actually acted. Then, one samurai's of the Genroku -Kyoho 

era term life action is grasped in many years past by plotting action on a map. His action having been bound by the job relation and 

the relative relation as a result of carrying out for diary 27 years, and having spread in the shape of a concentric circle about the 

action which has distance while being able to understand necessarily not letting out to shopping quar旬rfrequently, and having 

received influence especially in the highway with the above analysis procedures, was shown. 

キーワード：『鵬鵡纏中記』，日記，『尾府名古屋図』，絵図，朝日文左衛門，生活行動， GIS

Keywords ：『OMUROCHUKI』，必ary，『BIFUNAGOYAZU』， pictorialmap, ASAHI Bunzaemon，協action,GIS 
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I.はじめに

近世期における生活行動については人口移動に着

目した研究の蓄積が数多く挙げられる（1）。しかしな

がら、人口移動研究は奉公や結婚といった大きなラ

イフイベントによる村内・村間移動は詳しく分析し

ているものの、個々の具体的な生活行動に関しては

論及されることは少なく、経年的に人々の行動がど

のように展開していたのかという点を論議するには

至っていない。本研究はこうした一連の研究に位置

するものであるが、特に日記史料を用いて近世都市

における生活行動を経年的に解明する点に特色があ

ると言える。

本研究では、『鶴鵡龍中記（おうむろうちゅうき）』

を用いる。特に、文左衛門自身が執筆されたとされ

る元禄4年6月 13日以降のものを対象とした。全

ての記載内容を扱うわけではなく、始めに執筆者・

文左衛門の行動および、彼に関連する事象・人物を

全て抽出した。そして、文左衛門の交友関係を把握

した上で、実際の行動を図示し、当時の武士の行動

を理解する。なお、分析を進めるにあたっては、 GIS

ソフト・MANDARA（谷謙二氏・埼玉大学）を利用

した。

文左衛門の生活行動の目的地確定に際して、地名

表記がない場合、次の方法により確定させた。

目的地として人名が判明した場合、『尾府名古屋

図』を用い、本絵図に描かれる藩士名を読み取るこ

とで確定した。『尾府名古屋図』は、『龍中記』と同

時代に描かれた絵図で、あり、「屋敷割引図の 1つで

ある（2）。すなわち、名古屋城下の絵図であり、 1区

画ごとにそこに位置する藩士名、寺社名等が描写さ

れている。ただ、時代的に1断面を示した絵図で、あ

り、人名が一致しない場合もある。そこで、目的地

として人名が判明しない場合は、『士林1斥洞（しりん

そかい）』という近世前半部の尾張藩士系譜集を用い

ると共に、『龍中記』本文記載にしばしば書かれる「屋

敷替え」の記載を入念に読み取り、それを先の『尾

府名古屋図』に適合させていくことで、同定を行っ

た。これらの資料を援用させていくことにより、訪

問先の武士の職歴を追うことが可能になると共に、

変容する武士の屋敷配置を可能な限り明らかにした。

これらの分析を踏まえた上で描かれた地図を中心に

据え、文左衛門の置かれる社会的状況に照合させて

検討した。

n.地図データの作成（図 1参照）

MAND ARAを使用するにあたってまず、文左衛

門が生きた当時の地理情報を示す 『尾府名古屋図』

の道路ネットワークをトレースし、縮小をかけ原図

を作成した。武士の屋敷配置は道路を門戸としてい

るため、道路形状を把握することが、屋敷位置を比

定するのに好都合である。こうして作製した名古屋

城下図をイメージスキャナで読み込み、画像ファイ

ノレで、保存した。

次に、 MANDARAの「白地図処理Jを実行し、

先ほどの画像ファイルに対してベクトル化をした上

で、「マップエディタ」を用い、名古屋城下図のライ

ン編集を行う。ここでは、先の 「白地図処理j でう

まくベクトル化されなかったラインを修正すると共

に、スケール・方位を設定する。そして、 I章で書

いた研究方法で同定した武士の屋敷や寺社等を、名

古屋城下図上に点オブジェクトとして認識させるた

めプロットしていくと共に、属性データ（後述）と

合わせるため、それぞれのオブ、ジェクトに対して名

称を付けていった。また、同時に道路ネットワーク

を、属性表示を持たないダミーの線オブジェクトと

して表示させた。

m.属性データの作成（図 1、表1,2参照）

MAND ARAでは地図データに照合させる属性デ

ータが必要となる。属性データは表計算ソフトを用

いる、あるいは MANDARAに付随する属性データ

編集機能によって作成できるが、本研究では表計算

ソフトを用いる。

まず、文左衛門の生活行動の目的地となる場所の

地理行列を作る。上下方向に、目的地の武家名、地

名を並べ、横方向に行動した回数、行動内容の回数

等をセルに入力する。ここで、目的地の武家名、地

名には地図データと同じ名称をつける必要がある。
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これは、地図データで作成した点オブジェクトと重

ね合わせるためである。次に、 MANDARAタグを

付けた上で、クリップボードにコピーし、

MAND ARA上で、属性データを読み込んでいくこ

とで図化される。

w.文左衛門の生活行動空間

1）文左衛門の交友関係（表1参照）

文左衛門の行動空間を考える前に、その行動を形

作る大きな要因となる交友関係を、はじめに明らか

にする必要がある（3）。文左衛門は 27年間にわたって、

同ーの友人群との関係があったわけではなく、時代

に応じて交友関係は変化していた。何よりも『寵中

記』内に記され、彼の行動と少なからず関係する人

物が 1400人ちかく存在した。特に、武士だけでな

く、多数の商人、町人、農民とも交友を持っており、

文左衛門の交友範囲の広さを如実に物語っていた。

ただし、それらの人物と全て懇意にしていたわけで

はなく、 1回限りの出会いとなった人物も多数いた。

表 1は『寵中記』全 27年分に登場した中で、文左

衛門宅が起終点となる、あるいは他家にて文左衛門

が顔を合わせた回数を示したものを例示している。

表 1からは、文左衛門と友人との親密具合を量るこ

とが可能で、ある。つまり、時期に応じて交友関係が

変化していることが理解でき、それに応じて文左衛

門の行動も変化していたと思われ、数年間のみ突出

して現れる人物や、交友が長期間継続している人物

がいたことも理解できる。

2）文左衛門の生活行動空間（表2、表3参照）

まず、文左衛門の行動空間を探るにあたり時期を

3分割し、それぞれ第 1期（元禄4～12年）、第2

期（元禄 13～宝永5年）、第3期（宝永6～享保2

年）とした。

①第1期（元禄4～12年）（図 2～8参照）

第 1期は、文左衛門宅周辺への行動と広井方面、

そして富永彦兵衛宅への行動が目立っている。また、

若宮、真福寺に出歩く姿がしばしば見受けられた時

期であった。書き出しの数年間は、『寵中記』を書く

スタイノレが統一されてなく、全ての把握はできない

が、それでも禄を食む前のー武士の行動を示してく

れる。

まず、元禄6年ごろまでは、若宮、真福寺、七ツ

寺に頻繁に出掛けている姿を見て取れた。例えば、

元禄5年9月半ばにおける若宮への行動は著しく、

15、16、18日と連続して「操りJを見に出掛けて

いる。また、元禄5年5月 13、14日の記載「十三

日晴、成の魁迄町を廻るj「十四日晴、子之魁迄遊回

すj などを含めて考えるならば、結婚、出仕前の武

士は相当程度時間の余裕があったことが理解できる。

時間の余裕は同時に好奇心旺盛な文左衛門の行動空

間を拡大させた。

広井方面への行動は、元禄6年における朝倉忠兵

衛の娘・けいとの結婚以降に急増した。結果、朝倉

忠兵衛宅への文左衛門の行動は、第 1期で 159回、

総計では 206回を数え、全目的地の4番目に相当す

るまでになった。当初は弓術を習得するための行動

だ、ったが、結婚後は親戚付き合いが主となった。町

を俳佃したり稀に遠出したり近隣の友人宅に限定さ

れていた文左衛門の行動は、結婚を契機と して新た

な展開を見せた。また、結婚当事者の朝倉家だけで

なく朝倉家親戚筋にあたる松井十兵衛宅、朝岡甚五

右衛門宅へも行動空間は広がった。

一方、城下外への行動は、熱田（24回）を筆頭に

以下、矢田（11回）、神宮寺（10回）と続いた。熱

田は参詣目的が主体であり、矢田は砲術で水野作兵

衛に弟子入りしていたことから鉄砲打ちに赴いてい

たものである。個々の回数は少ないが、その中で現

在の圧内川沿いの味鏡、山田、志賀への行動や、山

崎川沿いの山崎、川名などへの釣り目的の行動を把

握できる。ほかに、熱田同様参詣目的で、遠方の津

島や伊勢に赴く姿が数度確認できると共に、領地で

あった野崎村に検見を兼ねた行動を確認できる。

②第2期（元禄 13～宝永5年）（図2～8参照）

第2期における文左衛門の行動は、若尾政右衛門

宅への行動が顕著になる（59回）と共に、佐分源太左

衛門宅へも増加を見せ（49回）、文左衛門近隣の石

川瀬左衛門宅への訪問は急増している（132回）こと

が示されている。若尾政右衛門は、文左衛門と同じ
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御畳奉行の役職を持つ。しかし、 2人の関係は公用

だけに止まらず私的な面でも密接な関係にあった。

というのは、文左衛門の政右衛門宅への全行動 131

回のうち、公的な内容が書かれるものが 13回であ

るのに対し、酒食内容が記載されるものは実に 72

回にも及び、行楽行動だったとされるのも 10数回

ある。確かに、 2人は同じ職場の同僚だが、三味線

引きを呼んだり、浄瑠璃に興じたりする行楽行動の

頻度が他の人物と比べて多いことからも、人間関係

を密着化させ、行動を増加していったと理解できる。

さて、佐分源太左衛門は元来文左衛門の鑓術師範だ

った。実際、文左衛門は鑓術以外にも、手当たり次

第に武門に入門しているのだが、どれも長続きしな

く、それらに通うための行動も継続しない。ところ

が唯一、源太左衛門だけが、第1期からの行動が継

続し第2期に急増する。これは、源太左衛門が文左

衛門と共に、頼母子講グ、ループの一構成員た、ったと

ころが大きい。実際この時期での佐分宅への文左衛

門の行動は計 46回見られるのだが、うち頼母子が

含まれるものは 15固なのに対し、鑓稽古が含まれ

るものはわずか5回に過ぎない（なお酒食が記載さ

れているものはお回に及ぶ）。本来、鑓を習得する

目的での源太左衛門への行動が、時間の経過につれ、

頼母子や酒食が第1目的になったと考えられる。

さて、第2期における行動の変容で最大のものは

2つあり、 1つは石川瀬左衛門宅、 1つは朝倉忠兵

衛宅への行動である。まず、瀬左衛門宅は文左衛門

のほぼ斜め向かいに位置していた。当然、極めて近

距離に位置するため回数が多いことは推測できるが、

第2期後半における瀬左衛門宅への行動の増加は、

それを省みてもかなり著しい。それまでも瀬左衛門

宅への訪問は確認できるが、年間 10回を越えるこ

とは無かった。ところが、元禄 17年から宝永3年

までの行動は総計で 100回以上におよび、通常とは

言えない頻度になっていた。 一方の忠兵衛は、宝永

2年1月に文左衛門が先妻・けいと離縁したため、

以後の文左衛門の朝倉家への行動は一切見られない

ことはおろか、その後一切会ったという記載が無い。

それ故、第1期に旺盛を極めた文左衛門の堀川端方

面への行動は離婚を契機に激減したことが示される。

最後に、城下外への生活行動空間は、第1期と比

較して東に偏向していることが分かつた。これは、

竜泉寺（吉根村）、大森寺（大森村）、木ケ崎（守山村）や、

伊勝、丸山、末森等への行動である。行動の内容自

体も第 1期ではあまりなかった酒食目的が主体とな

って記載され始め、第1期の武士のたしなみに則す

るような目的から、純粋な遊興目的に基づいた城下

外への行動が目立ち始めた。一方で、第 1期に多く

見られた庄内川沿いへの釣りは継続され、むしろ味

鏡（15回）はこの時期が最大だし、志水、山田、矢田

等への同様の目的での行動も継続されており、さら

に地蔵池（北井戸田村）、まむし池（古井村）といった新

たな場所もまた開拓された。だが、第 1期に頻出し

た城下外への芝居・操り目的での行動は、激減した。

③第3期（宝永6～享保2年）（図2～8参照）

第3期の文左衛門の行動は、渡辺源右衛門（渡辺権

内）に代表される渡辺家、水野文四郎に代表される水

野家、古田勝蔵、垣沼甚左衛門、そして成瀬修理や

南寺町・橘町一帯に比重を移していた。一方で第1

期に目立った広井周辺への行動は甚だしく減り、富

永彦兵衛宅への来訪も少なくなった。水野家は、先

妻・けいとの娘・あぐりの嫁ぎ先である。婿の久治

郎は水野村在住のため、『寵中記』で多く顔を見せな

いが、久治郎父・権平と久治郎伯父・文四郎は城下

に居住した。水野権平（49回）、水野文四郎（148回）

に代表される水野家への行動の急激な台頭は、結婚

当事者同士だけでなく、嫁の父・文左衛門の行動を

増加させ新たな行動空間の拡大をもたらした。一方、

古田勝蔵宅への行動が飛躍的に増大し（154回）、勝

蔵の隣人・垣沼甚左衛門宅への行動も同時に増加し

た（74回）。文左衛門が後妻・すめと結婚したのは宝

永3年だから第2期に大きな傾向を見せてもおかし

くないが、顕著に表れたのは少し期間をおいた第3

期だった。これは正徳元年に文左衛門とすめの聞に、

娘・あぐりが誕生したことが大きな要因だと考えら

れる。他、勝蔵宅を中心に甚左衛門宅とは反対側の

1軒先に高田新蔵宅があり、新蔵に対する行動も甚

左衛門同様に突然増加した（35回）事が注目される。
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親戚以外に目を向けると、第 1期（218回）、第2

期（92回）と比較して富永彦兵衛宅への行動がほとん

ど見られない（ 1回）ことに気付く。これは宝永6年

3月 22日に成瀬修理が富永彦兵衛に替わり御城代

に就任した事が大きいと考えられる。つまり、御城

代組問心番としての出仕前、出仕後に彦兵衛宅に「対

面」することが多くあった文左衛門だが、あくまで

職務上の関係でプライベートでは密接な関係とは言

いがたかったと思われる。さて、第3期に入り寺社

への行動が増加していることは特筆すべきだろう。

第3期には、文左衛門の父母が相次いで死亡すると

ともに、正徳5年 8月晦日には伯父・渡辺源右衛門

も 74歳で死亡し世を去る者が多かった。この時期

の文左衛門は、血筋の近い者たちの菩提寺に葬儀、

法事等で数多く赴いており、例えば朝日家の菩提

寺・善篤寺（44回）への行動頻度の増加で、理解でき

る。ところで、第3期以前までに葬儀、法事等で赴

いた寺社への行動が持続する場合もあり、明らかに

寺社が持つ性格が異なっていることが分かる。

第3期における城下外への生活行動空間は、大森

寺（18回）を筆頭として第2期より一層東よりにな

った。他に木ケ崎、宝勝寺（守山村）でも顕著に示さ

れる。これは水野久治郎と、おこんとの婚姻による

と考えられる。それは文左衛門が、水野家在所の水

野村に行く際に通過地である大森寺、木ケ崎等でし

ばし休憩を入れてから水野に赴く記載がしばしばあ

ることからも理解できる。つまり、水野家との婚姻

は城下内だけの行動空間の拡大に止まらず城下外に

おける拡大にも一役買った。また、これまで釣り目

的が主であった庄内川沿いへの行動もその内実を変

化させ、主に酒食を中心とした行動になった。この

時期は文左衛門も 30代後半から 40代に入る時期で

あり、城下外への行動のあり方自体が変化していっ

たものと考えられる。この傾向は、沢の観音（熱田）

への行動でも裏付けられ、文左衛門の沢の観音への

行動8田中 7回酒を噌んでいる。沢の観音は単独の

目的地ともなったが熱田神宮への参詣と共に扱われ

る場所でもあった。

v.おわりに

本研究によって明らかになったことは次のよう

にまとめられる。

①酒食関連の行動は、基本的に親戚宅、友人宅そし

て自宅にて行われるものであり、時代劇等で言わ

れるように、武士が飲み屋で杯を傾ける姿は非常

に少ない。

②文左衛門の生活行動空間は、親戚筋と職務関連に

集約される。また、親戚筋の居宅を起点、として、

再び近隣に拡大傾向を示す。

③また、城下を中心として同心円状に広がり、街道

が存在する場合はそれに沿うように拡大する傾向

を示した（4）。

本研究にて、日記資料という長い時間軸の歴史史

料を時の断面の絵図上で表現するために、系譜集と

いう短い時間軸を持った史料で整合させて空間的に

示すといった新たな試みが適応可能で、あったことは

大きな収穫だった。同時に、日記資料は研究の主目

的だけでなく、データとして長短の時間スケールを

合わせる際にも有効活用できることを示せた。

｛利用 GISソフト］

谷 謙 二 作 成 『 地 理 情 報 分 析 支 援 システム

MAND ARA』（2002/11129現在）

httn ://www5c. biidobe .ne. in／～mandara/ 

［参考文献］

(1）例えば①速水融『近世濃尾地方の人口・経済・社会』創文社，1992.

②木下太志「江戸期農民の人口移動パターンー東北農村の宗門改

帳の分析からー」社会経済史学66・4,2000,3・22頁．など数多い。

(2）矢守一彦「城下絵図の類別ーとくに溶用図についてJ（藤岡謙

二郎編『城下町とその変貌』柳原書店，1983)29’40頁

(3）例えば①水本邦彦f近世の農民生活ー庄屋の交遊関係から」（日

本村落史講座編集委員会編 『日本村落史講座7 生活E近世』雄

山閣）1990,3-26頁．②塩川隆文 「『応響雑記』の性格一田中屋権右

衛門の交遊と思想を中心にー」富山史壇 135・136,2001,24-45頁．

など。

(4）山間部における生活行動と同様の結果となった。村田祐介「近

世末期奥三河・山崎家『日知録』にみる行動領域」歴史地理学

43-3,2001,36・52頁
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表， .『艶鵡寵中記』データベース見本

名前 総計 :n;4 :n;5 :n;6 元 7 フr;S :n;9 :n;10 :n;l 1 :n;12 :n;l 3 
相原荻右衛門 11 。 3 5 。。。 。
相原久兵衛 60 。。8 5 16 15 12 l 。
相原小左衛門 17 。。。。。。。。。。
相原敬之右衛門 142 。。11 5 3 11 12 17 5 2 
相原藤蔵 15 。2 5 。。8 。。。。． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

渡辺八郎右衛門 301 。 。。。 3 
渡辺平兵衛 98 。6 10 5 9 9 6 8 12 4 

注1：『輯鵡寵中記』（元禄4年6月13日～享保2年12月29日分）より、筆者作成
注2：表中の元は元禄、享は享保のそれぞれ略を示す
注3：ここでの総計は行動回数ではなく、出会った総計を指している

表2.『尾府名盲星図』・『士林活酒』データベース見本

！林頁 絵図 絵図名 絵図区画。1-268 ム 政之右 7門 1C同。1-397 ム 七兵 i 7-39 。 。政之右 trP『 10-6 。 。 藤蔵 65-10 
x × 。2-308 0 l弥五右衛門 I49-24 。4-138 x 。4-138 01 忠兵衛 I 21-11 ． ． ． ． 。1-298 × 。 。 10-8 。 。 18-9 。1-297 x 

注1：士林は『土林j斥澗』、士林頁は『士林j斥沼』の冊数と頁数を指
し、絵図lま『尾府名古屋図』を、絵図名は絵図の中における記載名
を、絵図区画1ま、筆者が任意に整理した区画番号をふつである

注2：表中のOは記載があるもの、Aは記識がないが場所把握が周
辺資料によって可能なもの、 xは記載がなく、場所を同定できないも
のを指す

表3.本発表中における登場人物略歴

百Tす
豆
店E亙
300石
2500石

盟2豆
200石

迂 監
200右

豆童i
些盟亙
並盟五
盗盟i
~ 
40右
（不明）

苅 14 ..• －茎L。 。。。 。
1 。 。

14 
22 ・・・ 0 

注1：『艶鵡籍中le』、『土林j斥潤』、『正徳年中分限帳』、『元縁八亥頃分限帳』、『金銭九十九之塵』および名古屋市博物館資料より
筆者作成

注2：人名lま『籍中記』にての通称を用いており、石高は年代によって異なることもある。
注3:illえば渡辺弾七の死亡日時（『籍中記』は宝永元年7月24日、『士林浜沼』Iま正徳5年7月23日）のように、史料によって記載が
異なる時は、『籍中記』を優先した。
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｜地図データベース｜ ｜属怯データベース｜

同調舗中毘のデータペース化lI•府名古屋国のデ－~ベース化l l：士林汚濁等周辺資科の鍾用

文左衛門の生活行動のデ－~ペース化

MAND ARA形式に変像、MANDARA~グの簿入

文左衛門の生活行動図の表示・分析

国1.本研究上での分析の流れ
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3次元空間を共有するマルチユーザcscw環境と

仮想考古遺跡ウォークスルーへの応用

A multiuser CSCW environment on a virtual 3D space and 

its application to a virtual ancient ruins walk-through system 

坂田義則八村広三郎

Yoshinori SAKATA , Kozaburo HACHIMURA 

t

，．
 

立命館大学大学院理工学研究科

〒 525-8577滋賀県草津市野路東 1-1-1

Graduate schoolう RitsumeikanUniversity, 

1-1-1 Noji-higashi, Kusatsu, Shiga 525-8577, Japan 

あらまし：

近年，コンビュータの高性能化により，アミューズ、メント，工業製品の設計・製造，医療や教育など，様々

な分野で，バーチャルリアリティが利用されるようになった．最近では，高速なネットワークの普及によ

り、インターネットを通じて世界中のユーザと 3次元仮想空間を共有することが可能となっている．その

なかで，インターネット上で複数ユーザにより，協力して作業をすすめる CSCW(Computer”Supported 

Cooperative Work）に関する技術が注目されている．提供者側が構築したコンテンツをユーザが個人で利

用するだけでなく，遠隔地の複数ユーザによって，協調作業を円滑に行うことがcscwの目的である．

本研究では， cscw環境を実現するためのマルチユーザシステムを構築し，その応用例として，仮想考

古遺跡への適用を試みる．仮想空間の共有は，ネットワークを介して互いの存在位置と視線方向を送受信

し，他のユーザをアバターとして表示することにより実現する．また，ユーザ聞のコミュニケーションは

チャット機能により実現する．仮想空間の共有によるウォークスルーとコミュニケーション機能は，特にイ

ンターネットを介した遠隔教育で効果的に活用できるものと考えられる．

Summary: 

Today, virtual reality (VR) technology has spread into various fields. Recently, it is possible to share 

a virtual 3D virtual space with users in the world via the Internet with a favor of the spread of high-

speed networks. The technology of CSCW (ComputerふipportedCooperative Work) which works by 

cooperating in several users via the Internet is watched with keen interest. It is the purpose of CSCW 

a user not only to use the given contents individually, but to do cooperative work smoothly by several 

users who are in a remote place. 

This paper presents a multi-user system for realizing the CSCW environment and its application to 

a virtual ancient ruins walk-through system. Sharing of virtual space is realized by transmiting and 

receiving the position and the direction of a look of each other through a network, and displaying other 

users出 avatar. Moreover, a chat function realizes communication between users. It is thought that 

walk-through and the communication function by share of virtual space are effectively applicable in the 

remote education via the Internet. 

キーワード：

仮想空間， CSCW,CVE，ウォークスルー，データベース，考古遺跡

Keywords: 

virtual space, CSCW, CVE, walk-through, database, ancient ruins 
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1 はじめに

近年，コンビュータの高性能化により，アミュー

ズメントや工業製品の設計・製造，医療や教育など，

様々な分野で，バーチャルリアリティ（VR）が利用

されるようになってきた．なかでも最近は，高速な

ネットワークの普及にともない，コンビュータを用

いた協調作業支援に関する分野 CCSCW）へのVR

技術の応用研究が注目されている.cscwは，複数

人での共同作業にコンビュータを利用することで，

作業を迅速，正確，効率的に進めるための概念や手

法である．

cs cw環境を利用して共同作業を行うことで，時

間と距離の差を埋めることができ，作業をより効率

的に進めることが可能となる．また教育の場では，

インターネットを通して情報や自分たちの意見を発

表することや，それに対する仲間や専門家からの

フィードパックや評価を受けることができ，知識や

思考能力を深めることができる．

本研究では，インターネット上でcscw環境を

実現するためのマルチユーザシステムを構築し，そ

の応用例として仮想考古遺跡ウォークスルーへの適

用を試みる．本システムにより，ユーザが同じシー

ンを見ながら議論したり，片方のユーザが教師役と

して説明するといったことがインターネットを介し

て行えるようになる．

2 仮想空間の共有による cscw 
2.1 関連研究

遠隔地問で共同作業を行うときに，映像と音声だ

けの通常のテレビ会議システムを用いた場合，身体

や視線の向きなどの情報が正しく伝わらないため，

多人数での会議になると会話や順番取りを円滑に行

うことが困難となる．また，テキストのみのチヤツ

トでは，誰が誰に話し掛けているのか分からなくな

るといった欠点がある．

このような問題は，複数ユーザによる共有が可

能な 3次元仮想空間（CVE : Cooperative Virtual 

En vieronment）を利用することで解消される.CVE 

では，アクセスしているユーザがアバターとして視

覚的に表示されるため，誰が誰に話し掛けているか

はそれぞれのアバターの位置や視線方向などから判

断することが可能である．

CVEでは，テキスト，あるいは音声によるチヤツ

トのようなコミュニケーション機能が必要となる．

また，ユーザ間で協調作業を行う際，仮想空間内の

特定のオブジェクトをインタラクティブに操作でき

ることが望ましい．

CVEに関する応用研究は，様々な分野において

行われている．たとえば，自然環境教育の支援を目

的とした CVEの研究がある［1）. これは，自然環境

の体験学習の現場をそのまま再現した共有仮想空間

に，ノート PCを持って実際に体験学習を行うユー

ザと遠隔地にいるユーザがネットワークを介して参

加するというものである．

また，外国語教育への応用として，ネットワーク

上に仮想大学“VirtualUniversity ”を構築し，その

雰囲気や臨場感を体験しつつテキストチャットまた

はボイスチャットを用いて外国語を学習するシステ

ムの研究［2）や，マルチメディアデータとしてデジ

タルアーカイブ、している博物資料をマルチユーサ。仮

想環境で提供する，仮想博物館システムの研究も行

われている［3).

さらに，都市の3次元モデルを利用して特定都市

をネットワ｛ク上に再現し，その中で様々なサービ

スを展開するデジタルシティの構築が世界各地で進

められている．デジタルシティは， 日常生活に役立

つ新たな都市の社会情報基盤の構築を目指しており，

圏内では， 「デジタルシティ京都」 の試みがある ［4).

2.2 CVEの構成手法

CVEの一般的なアプリケーションでは， 3次元仮

想空間において，各ユーザがアバターやオブジェク

トを移動 ・操作し，それらの位置や状態に関する更

新情報をネットワークを介して他のユーザに通知し

あうことで，ユーザ間でのインタラクションを可能

としている．

アバターやオプ、ジ、エクトの更新情報を他のユーザ

と共有する手法は，大きく分けて 2種類存在する．

ユーザ聞で直接データをやり取りするピアツーピア

方式と，ネットワーク上にサーバを設置し，サーバ

経由でデータをやりとりするクライアント・サーバ

方式である．

ピアツーピア方式は，ユーザの計算機関で直接や

り取りするため，データの遅延時間が小さくなると

いう利点があるが，仮想空間に参加するユーザ数が

増加すると送受信するデータ量が指数関数的に増え

るため，計算機の負荷が急激に増加するといった問

題がある．一方，クライアント・サーバ方式は，仮

想空間の状態をサーバが一元管理し，必要なデータ

をサーバが判断してクライアントに送信するので，

クライアント側での処理が少なくてすむという利点

がある．しかし，サーバが何らかの障害を起こして

しまうとシステム全体が機能しなくなる，ユーザ数

の増加によりサーバの処理量が急激に増加し，サー

バが過負荷になるとアフリケーションを円滑に実行

できなくなるといった問題がある．
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2.3 3次元空間の表現手法

インターネット上における 3次元仮想空間の表

現手法として，代表的なものに司 QTVR,VRML, 

3DMLがある．

QTVRは， Apple社が開発したVR技術で，数枚

の写真を用いて作成された 360°パノラマムービー

を利用して，仮想空間を表現する.QTVRで仮想

空間を作るには， Apple社の製作ツールが必要であ

り，表示には， Webブラウザへのフ。ラグインソフト

が必要となる．

VRMLは，インターネット上で3次元空間を記述

するための標準言語である．ユーザは表示された仮

想空間内を自由に動き回ることができる.VRMLで

は，空間内の特定のオブジェクトに対してアニメー

ションを設定したり，マウスクリックに反応するよ

うに設定することで，インタラクティブな仮想空間

を構築することが可能となっている．

また， VRMLでは，オブジェクトに URLを埋め

込み， webページとそのオブジェクトの間でリンク

を張る機能も備えている．この機能を使えば，例え

ば，特定のオブジェクトをクリックすると，リンク

されたwebページにジャンプし，そのオブジェクト

に関する情報を表示するといったことも可能である．

VRMLはテキストベースの言語であるため，特殊

なツールを使わず標準的なテキストエディタで作成

できる.VRMLによる仮想空間の表示のためには，

クライアントの Webブラウザへのプラグインのイ

ンストールだけで十分である．

3DMLは， HTMLのようにタグを使って 3次元

空間を記述する.VRMLより容易に仮想空間を構

築できるが，升目上にしかオブジェクトを配置でき

ないため，一般の地形を表現するには適さない．標

準的なテキストエディタで作成でき，表示にはプラ

グインソフトが必要となる．「デジタルシティ京都」

(4）は 3DMLにより構築されている．

3 マルチユーザシステムの構築

3.1 システム構成

本研究で実装したcscw環境を実現するための

マルチユーザシステムの全体構成を図 1に示す．シ

ステムはクライアントサーバ方式で実現しており，

マルチユーザサーバと各ユーザが利用するクライア

ントとで構成される．サーバはJavaアプリケーショ

ン，クライアントは Javaアプレットとして実装し

ており，仮想空間は VRMLで作成している．各ク

ライアントおよびサーバは，インターネット上にあ

ればどこからでも相互に利用できる．

各ユーザのクライアント画面の仮想空間の視野内

には，他のユーザを表すアバターが表示されている．

いま，たとえば，ユーザAがそのブラウザ画面の

上でウォークスルーを行うと，その位置と視線方向

の情報が，マルチユーザサーバに送出される．サー

バはそのとき接続しているすべてのクライアントに

その情報を送信し，各クライアントはその値を用い

て，仮想空間内のユーザAに相当するアバターの

位置と視線方向を更新してブラウザ画面上に表示す

る．

なお，本システムでは，通信負荷を抑えて快適

なウォークスルーを可能にするため，仮想空間を

同時に共有できるユーザ数を最大5人に制限してい

る．また，動作確認には， WebブラウザにMicrosoft

社のInternetExplorer6 .0を， VRMLプラグインに

Parallel Graphics社の CortonaVRMLClient4.0を

使用している．

User A User B UserC 

図 1：システム構成

3.2 JavaEAIによるJavaとVRMLの
連携

VRMLは単独で用いた場合，シーンの状態を調

べ，それに基づいて判断を下し，実際にシーンの状

態に変更を加える，といったイベント駆動型の動作

記述をすることができない．そのため，インタラク

ティブ性をもっ3次元空間を構築するには，他の言

語との連携が不可欠となる．

本研究では， VRMLと連携させるプログラミン

グ言語として Javaを用いており，その連携方法と

して JavaEAIの機能を利用している.JavaEAIは．

ブラウザを通じて VRMLとJavaアプレット間で

データの受け渡しを行うためのインターフェースで

ある.JavaEAIを用いることでVRMLの記述がシ

ンプルになり，ユーザインターフェースをすっきり

した形で構成することができる．
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本システムでは，ユーザの移動時，およびアバター

の更新時における JavaとVRML閣のデータの受

け渡しに， JavaEAIを使用している．仮想空間内で

あるユーザがウォークスルーを行うと， VRMLの

Proximity Sensorノードにより，ユーザの位置・回

転情報が検出され，それらの情報は， JavaEAIを用

いてそのユーザのクライアントのアプレットに渡さ

れ，さらに，サーバに送信される．また，サーバか

ら他ユーザの位置・回転情報が届くと，クライアン

トのアプレットは JavaEAIを用いて， VRMLファ

イル中で定義されているアバターのpositionフィー

ルドと rotationフィールドにそれらの値をセットし，

そのユーザを表すアバターの更新が行われる．

3.3 システムの機能

本システムでは，以下に示すような機能を実装し

ている．

・チャット機能

ユーザ聞のコミュニケーションには，チャット機

能を用いる．チャットシステムもマルチユーザシス

テム同様，クライアント・サーバ方式により実装を

行っている（図 1). 

チャットクライアントの GUIを図 2(a）に示す．

チャットサーバが稼動している状態で， Nameフィー

ルドに名前を入力し， Loginボタンを押すと，接続

要求がサーバに送られ，サーバとの接続が確立され

る．接続後は， Messageフィールドにメッセージを

書き込み，Sendボタンを押すと，そのメッセージ

がサーバを介して接続しているクライアントに送信

され，チャットクライアントの発言欄に出力される．

このようにして，仮想空間内を独立にウォークス

ルーしながら， 空間内にいる他のユーザとの間で，

文字による会話が可能になる．

・7バター

仮想空間における各ユーザを 3次元CGモデルで

アバターとして表示する．これにより，各ユーザは

他のユーザが存在する位置とその視線方向を識別す

ることができる．ことでは，システムへの負荷を抑

えるために，アバターは簡単なプリミティブを組み

合わせただけの簡易なモデルとしている．また，モ

デルの形状は同一であるが，胴体の色によりユーザ

の識別が可能となっている．

・ユーザ位置表示機能

仮想空間内に存在している全てのユーザの位置を，

平面図上に表示する．図2(b）では，自分を表す黄色

の矢印のマークと他のユーザを示す白い矢印のマー

クが表示されている．これにより，空間内のユーザ

の数，各ユーザの存在位置，およびその視線方向を

把握することができる．

．視点共有機能

自分の視点だけでなく，他ユーザの視点でウォー

クスルーを体験できる機能を実装している．空間内

に複数のユーザがいる状態でModeボタン（図2(c))

を押すと，他ユーザの視点に切り替わる．視点は，

Modeボタンを押す度に順に他のユーザの視点に切

り替わり，同じ空間内にいる全てのユーザの視点に

切り替わった後，自分の視点に戻る．この機能は，

例えば，今自分が見ているオブ、ジェクトを他のユー

ザに見てもらいたいといった場面で有効である．

一 …＿＿＿＿ , ___ _L ＿＿＿…一一一←ー ______ , __ l一一九
J N同： ！宵ー一一一出旦j 削除『； fiiO；；：－···訟守製製欝~
j 陥”＂・I .... Iii喧薗覇軍堕河』 可

i詰立刊誌が福田、 -11 I /j藍麓議龍、I
i l勺冊、昨引うと...，て，令子→’・.－；で，..，て..,,. 柄引｝曹匪誼夜軍指髭留置圏直！＜！ I ., 
'I 1隆二むそh 句tr可めたの弐吟＇＂な 人『 j 1・曜留聴盛百出福田 I 

¥. 1~誌 ;i;i謀説7誤認~~~；｛ ： z』！＼ 噛哩盤益JI 
Cb) 

図2：マルチユーザ化のためのインタフェース機能

．オブジェクトの操作

捜数のユーザが協調して作業を行う cscw環境

では，仮想空間内における特定のオブジェクトに対

して，たとえば移動させたり削除したりするような

操作を，インタラクティブに行えることが望ましい．

本システムと同様の構成で構築した仮想遺跡発掘シ

ステムでこの機能を実装しているが，独自の機能と

して実装しており，本論文で述べるシステムにはま

だ組み込んでいない．

4 仮想考古遺跡

4.1 考古学分野におけるコンビュータ利用

4.1.1 考古遺跡の復元

CG技術の普及により，さまざまな場面でCGが

広く利用されるようになった．考古学分野において

も，現在では見ることのできなくなった古代の住居，

古墳，あるいはその他の建造物などを含む古代景観

を，CG技術を用いて 3次元的に映像化する試みが

行なわれている．

一般に， 3次元 CGを利用して古代景観の復元

を行う場合，発掘調査報告書をもとに遺構や遺物な

どのオブ、ジェクトのモデリングと，航空測量などに
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よって計測された地形データからの地形のモデリン

グを行わなければならない．さらに，自然な情景と

して表現するために，空や雲，人物，草や樹木など

もモデリングし，配置することが望ましい．

このように，古代景観を復元するためのモデリン

グ作業には，多くの時間と労力，およびコンビュー

タや CGに対する専門的な知識や経験が必要となっ

てくる．このような，モデリング作業が容易に行え

る環境を用意することが望まれている．

4.1.2 遺跡データベース

考古学における最大の課題のひとつに，発掘調査

によって得られる膨大な出土情報の管理がある．た

とえば， 1995年の1年間の日本全国での発掘調査件

数は約 7600件，発掘届出件数は36000件にものぼ

る［5］.ひとつの遺跡の発掘調査が終了した時には，

遺跡名や所在地名などのテキスト情報，遺物の大き

さなどの数値情報，遺跡、・遺構・遺物に関する実測

図や写真といったイメージ情報など，その内容・形

態とも多様な情報が大量に得られることになる．

このような状況で，データの大量性に起因するさ

まざまな問題が生じる．すなわち，出土情報の総量

が人間の管理能力を越え，「どこでJ「何が」出土した

のか誰も正確に把握できない状態に陥っているとい

われており，こうした大量データの効率的な管理・活

用・流通を実現するため，考古学情報のデータベー

ス化が課題となっている［5].

4.2 考古遺跡ウォークスルーシステム

本研究室では既に，現在の立命館大学びわこ・く

さつキャンパス所在地で発掘された「木瓜原遺跡」

を例にとり，古代景観の復元を行っている．古代景

観のモデリングには，市販のモデリングソフト，お

よび本研究室で開発した古代景観モデリングツール

を使用している．具体的には，まず，発掘調査報告

書から得られる古代景観の構成要素となる遺物や遺

構，建造物などの「オブジェクト」と，測量結果に

よって得られた地形データから古代景観の 「地形」

を，それぞれ VRMLによりあらかじめモデリング

しておく．そして，別々にモデリングしたオブPジェク

トと地形を，本研究室で開発した古代景観モデリン

グツールを用いて地形上にオブ、ジェクトの配置を行

い，合成データファイルを VRML形式で出力する，

という方法でモデリングを行っている．作成された

合成データファイルを， CortonaやCosmoPlayerな

どの VRMLプラグインを利用して Webブラウサ寺

上に表示し，この仮想空間内をウォークスルーする

ことができる．

また，発掘調査報告書に基づいて遺跡データベー

スを構築し， Webブラウザ上での検索を可能とし

ている．さらに，古代景観に配置されたオブジェク

トと遺跡データベースの検索結果を相互リンクする

ことで，古代景観から遺跡データベースの検罪結果

へ，また検索結果画面から古代景観へと双方向の移

動を可能としている．

4.3 古代景観のモデリング

4.3.1 オブジェクトのモデリング

遺構，遺物，家などの建造物，および樹木などの

自然物のモデリングにはCyberWalker(TIS社製）

を用いている.CyberWalkerによるモデリングの様

子を図 3に示す．オブジェクトは VRML形式で出

力し，保存できる．モデリングを行う際には，木目

模様や壁柄など，それぞれのオプ‘ジェクトに適した

テクスチャをマッピングする．また，モデリングし

たオブジェクトには， Webブラウザ上でウォーク

スルーを行う時に遺跡データベースを参照できるよ

う，検索結果画面へのリンク先のURL情報を付加

している．

図 3：オブジェクトのモデリング

4.3.2 地形のモデリング

遺跡の地形形状は測量によって得られる．地形

データには，この測量結果をデータ化した等高線地

図データや，格子点ごとに標高値を持つ格子状標高

データの形式などがある．

本研究で対象とした木瓜原遺跡の地形データは航

空測量によって得られたものであり，各格子点の水

平面座標（x,y）と，その地点の高度（z）を列挙し

た書式になっている．この地形データから，本研究

室で開発した地形データ変換プログラムを用いて，

古代景観のモデリングを行う．地形のモデリングは，

VRMLの IndexedFaceSetノードを用いて三角形

パッチで行っている．
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4.3.3 古代景観モデリングツール

別々にモデリングしたオブジェクトと地形を，本

研究室で開発した古代景観モデリングツールを用い

て合成する．

図4：古代景観モデリングツールの GUI

モデリングツールの GUI画面を図4に示す.GUI 

画面の左半分には，遺跡の地形図が表示される．画

面右上に表示されている配置可能オブジェクトの一

覧からオブジェクトを選択した後，地形図上の任意

の場所をクリックすることで，その位置にオブジェ

クトを配置する．ユーザはこれらのオブジェクトを，

GUIで表示された地形図上に，発掘調査の結果をも

とにして配置していく．オブジェクトは，その位置

における地形データの高度を検出し，地形上に違和

感なく合成される．

地形図上には，配置されたオブジェクトのアイコ

ンが表示される．いったん配置されたオブ、ジェクト

もアイコンをドラッグすることにより，配置位置を

移動することができる．また，配置済のオブジェク

トの配置方向を変更することやオブジェクトを削除

することも可能である．このようにして作成した合

成データは，ふたたびVRML形式で出力される．

4.4 遺跡データベース

発掘調査報告書にもとづくテキスト情報や画像情

報を管理するための遺跡マルチメデ、ィアデータベー

スをPostgreSQLを用いて構築している．ここでは，

木瓜原遺跡の場合を例にとり，発掘調査報告書をも

とにして，発掘場所，遺構，遺物，位置の4つのテー

ブルを用いて，データベースを構築している．

・発掘場所

発掘場所に関する情報を管理する．各発掘場所に

位置番号を割り当てる．

・遺構

遺構に関する情報を管理する．遺構の情報には，

遺構の名称，位置番号，モデリングしたVRMLファ

イル名，発掘画像ファイル名，画像のタイトル，遺

構の説明がある．

・遺物

遺物に関する情報を管理する．遺物の情報には，

遺物の名称，位置番号，モデリングしたVRMLファ

イル名，発掘画像ファイル名， 画像のタイトル，遺

物の説明がある．

・位置

位置に関する情報を管理する．位置番号がどの地

区に属するのかを表す．

・画像データ

遺構や遺物の発掘写真をデジタルデータとして保

存したもの．遺構，遺物テーブル内で指定される．

4.5 古代棄観と遺跡データベースの連携

遺跡データベースはスクリプト言語PHPを利用

して， Webブラウザからアクセスする.Webブラ

ウザでの検索処理と古代景観との連携を図5に示す．

Webブラウザ

遺跡データベース
画面

リンクにより
双方向移動可能

Webブラウザ

古代景観
画商

図 5：検索処理と古代景観との連携

Webブラウザの検索インタフェース画面から検索

要求があった場合， WebサーバはPHPモジュール

を利用して遺跡データベースに問い合わせを行い．

検索結果をWebブラウザに返す．また，その検索結

果画面中に古代遺跡へのリンクがある場合は，これ

を使って古代景観への移動ができる．逆に，古代景
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観中の遺構や遺物をクリックすることで，検索結果

画面へ移動することもできる．このように，古代景

観中のオブジェクトと遺跡データベースの検索結果

画面を相互リンクすることで，古代景観と遺跡デー

タベースへの双方向の移動が可能である．

4.6 ウォークスルーによる遺跡データベー

スの検索

VRMLプラグインソフトを利用してVRMLによ

る仮想遺跡データを Webブラウザ上に読み込んで

表示し，これによって，ユーザはブラウザ上に表示

された仮想空間内を自由にウォークスルーすること

ができる．

ウォークスル一時に表示される画面の例を図6に

示す．画面は3つのフレームに分割されており，左

半分のフレームが仮想景観の表示画面である．同図

右上のフレームはデータベース検索用のフレームで

あって，ここに遺構名やキーワードなどの検索条件

を入力し，遺跡データベースを検索することができ

る．検索の結果はこのフレーム内に表示される．さ

らに検索結果のデータ中に画像データへのリンクが

あって，これをクリックした場合には，対応する画

像が図6の右下のフレーム内に表示される．検索は，

ウォークスルー画面の表示とは無関係に独立に行う

ことができる．

すでに述べたように， VRMLでの仮想遺跡のモ

デリング時に，仮想遺跡内のそれぞれのオブジェク

トに対して， VRMLの Anchorノードを用いて遺

跡データベースの対応するデータへのリンクを設定

しておくことができる．これにより，図 6左のフ

レームで仮想空間内をウォークスルーしているとき

にオブジェクトをマウスでクリックすると，そのオ

ブ、ジェクトに関する詳細情報をデータベースより検

索して表示することができる（図 7).

図6：ウォークスルーと検索の画面

木瓜原遺跡データベース検索結果
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図7：検索結果画面

5 仮想空間の共有によるウオーク

スルー

本研究で構築したシステムを用いて，複数のユー

ザが仮想考古遺跡内でウォークスルーを行っている

様子を図8，図9に示す．各ユーザは，チャット機能

を用いて，互いにコミュニケーションをとりながら

ウォークスルーを行っている．

図8は，ユーザAのウォークスルーの様子で，画

面には，ユーザBとその他のユーザを表すアバター

が表示されている．図9は，ユーザBのウォークス

ルーの様子である．ウォークスルー画面には，ユー

ザAを表すアバターが表示されており，また，別

ウインドウで遺跡データベースを参照している．

図8：マルチユーザシステムの実行例（ユーザA)
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図 9：マルチユーザシステムの実行例（ユーザB)

6 考察と課題

仮想空間の共有とチャット機能により，他のユー

ザと意見交換しながらウォークスルーを行うことが

可能となった．

本来ならば，ユーザの位置と視線方向の移動情報

を即座に他のユーザに送信し，アバターの位置を更

新するのが望ましいが，通信負荷の増大を防ぐため，

クライアント・サーバ聞の通信は，アバターの移動

に大きな遅延が生じない程度の一定間隔（500ms)

で行うようにしている．

同時に仮想空間を共有できるユーザの最大人数を

5人にしているが，この数はマシンの性能およびク

ライアント・サーバ聞の通信間隔により影響される

ため，実際には使用するマシン・通信間隔で実験を

行った上で適切なユーザ制限数を決める必要がある．

cs cw環境では，誰が協調作業に参加している

のかという情報が重要であるが，現システムでは，

ユーザの情報を表示する機能は備えていない．ユー

ザ名がリスト表示されるような機能を実装するなど，

より完成度の高いシステムを目指したいと思う．

7 おわりに

本研究では， cscw環境を実現するためのマルチ

ユーザシステムを構築し，仮想考古遺跡への適用を

試みた．本システムにより，ユーザが同じシーンを

見ながら議論したり，片方のユーザが教師役として

説明するといったことが可能となった．複数ユーザ

での仮想空間の共有によるウォークスルーとコミュ

ニケーション機能，さらにデータベースの参照機能

は，特にインターネットを介した遠隔教育で効果的

に活用できるものと考えられる．

今後は本システムの問題点を改善するとともに，

多くの人にシステムを使用してもらい，ウォークス

ルー速度や操作性といったシステムの評価を行いた

いと考えている．

謝辞 木瓜原遺跡の発掘調査データを利用させて

頂いた，（財）滋賀県文化財保護協会の横田洋三氏な

らびに本研究プロジェクトに参画された立命館大学

八村研卒業生諸氏に心より感謝します．
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高精細絵図画像データの利活用

一阿波国絵図・徳島城下絵図を例に一

E伍cientUseof日出Digi旬lPicture Data of the Maps in the Edo Period 

あらまし：

平井松午
Shogo E宜RAI

徳島大学総合科学部
干770-8502徳島県徳島市南常三島町 1-1

Fae叫tyof Integrated Arts and Sciences, the University of Tokushima 
1・1Minamijosanj町ia-cho,Tokushima-shi, Tokushima 770・8502,Japan

本稿では，徳島大学附属図書館が 1997～99年にかけて作成した所蔵絵図の高精細デ、ジタル画像，ならびにそうした

高精細絵図画像データを用いた歴史却鯉学的研究手法の一端を紹介する．徳島大学附属図書館には阿波国絵図や伊能図

などの大型絵図ぞ精徴絵図が所蔵されており，こうした貴重資料の保存を目的に高橋細絵図画像データが作成された．

絵図1枚のデータ容量が約300MB～2GBからなる高精細絵図画像データは，図中のすべての文字判読が可能なだけでな

く，閲覧したい個所・範囲を自由に特定し拡大することができることから，絵図研究者が寄せる期待も大きい．ただし，

データ容量の大きい高精細絵図画像デ、ータlこついては，通常の画像処理ソフトでは読み込みなどに時間がかかるため，

徳島大学附属図書館では閲覧にあたって高速ブ‘ラウジングソフトを用いている．しかしながら，こうしたソフトは画像

処理能力が劣るため，高精細絵図画像データの糊庁にあたっての課題で、もある．報告時には阿波国絵図や，高精細絵図

画像を基図として活用し， Illustratorや GISソフトを用いて作図した徳島城下図などを紹介する予定である．

Summary: 

百1eaimof出S戸阿isto in依由白色ehighdigi凶 picturedata of the ma戸intheEdo開 iodpr1仙 cedby the Library of the Ui町田：ityof 

Tokushima企侃11997 to 1999 and恥 caseぬfiliesof hi蜘 ricalp 伊 phyusing those picture da匂百1eLibrary of the University of 

Tokushima poss悶岱k maps of AWA-n合同日剖(provincialmap in the Edo period）組dthe INOH-zu (maps w吋ucedby Tad細胞

INOH as a famous罰町＇eyorin F.do peri吋佃dthe high digr凶 pictureda包werepr1伯 roedin c他 rto戸esぽ W 也osema戸・Asthe volume of 

恥 highpicture data of one sh出 ofthose maps is企佃1300畑 to2GB, we can read the sn叫l回 cha郎防and叩n加11and search企偲lya 

戸血c由 rpoint血 da puticular e羽田tinthe ma戸.Th田島re,many of res聞 chersofma戸印刷戸.tesuch high picture digi凶 da包 However,

as the access toせ1ehighdigi凶 picturedata by p叩叫arso伽 aresuch as the Pho蜘 h叩匂kea lot of time to view, the Li凶 ryof University of 

Tokushima is using the刷協1wsingso伽町（白gavi削 臼1the other hand, we are町並∞同aproblem that the so伽 m伽 tprocesses 

the high picture digital data may not yet be available. In repor判 Iwant to present the ma戸prochぉedus昭社1ehigh digi1凶 pictureda也asthe

base map by the Ill出国torand GIS so食ware(Arc View). 

キーワード：

徳島大学附属図書館，大型精微絵図，高精細絵図画像データ，高速ブラウジングソフト，地理情報システム

Keywords: 

Library of百1eUniversity ofTokus悩ma,large sized and fineness map, high picture digital da匂，fastbrowsing software, GIS 
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1はじめに

徳島大学附属図書館が所蔵する 200点余の「近世

古地図・絵図コレクション」 J）の一部については，

平成9年度よりデジタル化を進めてきた．徳島大学

附属図書館が古地図・絵図のデ‘ジタル化事業に乗り

出したのは，大学図書館における電子図書館機能強

化の動きを受けてのものではあるが，こうした資料

のデジタル化は，所蔵する貴重資料（絵図・文書など）

の劣化・保存対策として期待されているだけでなく，

コンビュータによる画働新品、う新たな時開手法

を提供してくれる点でも注目されている 2）.ここで

は，徳島大学附属図書館が導入した高精細絵図画像

データの鞘敷と，ユーザーサイドにおける高精細デ

ジタル画像データの利活用方法について紹介してみ

ることにしたい．

図中の網掛け部は図2の範囲

2 絵図調査と資料保存の問題点

歴史地理学を専攻している者は，地煽周査を進め

る中で絵図を取り扱うことが少なくない．また，絵

図自体を研究対象としている歴史地狸学研究者や歴

史研究者，古地図研究家も数多い．そうした研究者

たちが苦労するのは，絵図の閲覧や写真撮影による

研究対象資料（絵図）の収集であろう．小茎1絵図は

ともかく，現在の県域図に相当する一国仕立ての「国

絵図J（縮R*31 /21, 600～1/43, 200）と呼ばれる

ブ司絵図の場合，その領域がさほど広くはない阿波

国でも，元禄国絵図（図1，徳島大学附属図書館蔵，

整理番号「徳2J，以下同じ）は畳の枚数に換算する

と13枚分もの大きさになる．筆者も参加している国

絵図研究会では，全国各地の博物館や図書館などに

所蔵されている国絵図を実見しているが，これらの

機関の多くでは国絵図1鋪を広げるスペースすら十
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分に確保されていないのが現状であろう．そのため，

半折の状態での閲覧を余儀なくされることや，管理

上の問題から閲覧が許されないケースもある．

たとえ閲覧できたにしても，国絵図に記載されて

いる文字や図像情報をすべて読みとれる大きさで写

真撮影しようとすると， 35ミリフィルムを用いた場

合には数十カットあるいはそれ以上の分割撮影を余

儀なくされる．ましてや，閲覧スペースが限られる

場合，絵図を広げた全体図の撮影は断念せざるを得

ない．

そこで，こうした大型絵図を所蔵している関係機

関で同リ便性を配慮して，ブ司絵図を4×5もしく

は8×10インチサイズのフィルムを用いて写真複

製したり，展示会にあわせて図録等を作成したりし

ているケースもある．徳島大学附属図書館でもすで

に，阿波・淡路関係の絵図約50点については縮小複

製版を作成している．利用者にとって絵図の全体像

を把控ずるにはこうした複製版は便利であるが，そ

れでも製版時に縮小を余儀なくされるために，絵図

に記載されてしも文字が潰れて読めなくなってしま

うこともある．こうした場合には，やはり原本にあ

たって写真撮影するしか手がないのである．

このように，国絵図のようなオ型絵図の場合には，

閲覧・撮影に関わる種々の制約や，折り畳んである

厚手の絵図面を研究者一人で広げ，その1初ミな情報

量を正確に拒握するには多大な労力と時間を要する

こともあって，資料自引耐直が高いにも関わらず，こ

れまでその記載内容の詳細については十分な調査・

分析がなされてこなかったのが現状といえる．伊能

図のように，記載文字が小さく，精徴な中型・小型

絵図についても同様なことがいえる．

しかも，こうした調査研究自体も資料保存という

観長からすれば問題がある．すなわち，たとえ調査

研究のためではあっても，折り畳んでいる絵図を広

げるたびに，絵図は折り目部分を中心に劣化してい

く．絵図の中には虫食いや破損がひどく，なかには

広げることが困難なものもある．言うまでもないが，

貴重な絵図ほどこうした「被害」に遭っているので

ある．

3 画像データベース化の概要

徳島大学附属図書館が行った絵図のデ、ジタノレ化事

図2 元禄度の阿波国絵図拡大図倍体制サ近）

業の詳細については，平井3）および岡田4）の報告に

譲ることにするが，徳島大学附属図書館が作成した

高精細デジタル絵図画像データの最大の鞘教は，上

述したような資料の「保存」と「利用」とし、う相反

する要求を満たすべく，大容量の画像データを作成

した点にある．

本事業に着手した平成9年度には，学内特別教育

研究費によって阿波国丸絵図など6点のブ型絵図に

ついて， 1鋪 180～320MBのTIFF形式によるデジタ

ル絵図画像を作成した．これらの絵図画像データは，

1鋪の絵図を8×10インチサイズのカラーポジフ

ィルムで2～4カットに分割撮影したフィルム画像

をスキャニング、し，コンビュータ上で合成したもの

で，原本と同じような色調・質感で再現され，図中

の文字についてもパソコン上ですべて判読が可能で

あった（図2).

当時すでに絵図・地図画像のデジタル化は着手さ

れており，一部には市販されている CDーROM版もあっ

たが，こうした画像データの多くは当時のパソコン

の動作環境に合わせて数十回の容量で作成された

めに，閲覧時の画像が組く，また全体図と部分拡大

図とが別々の画像データとして組み合わされている

ものもあった．このため，図中の文字・記号の判読

が困難で、あったり，閲覧したい範囲が複数の画像デ
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ータに分割されてしまい，これまでの写真撮影と同

じ問題を抱えていた．これに対して，徳島大判付属

図書館が作成した高精品目絵図画像データは文字の判

読が可能なだけでなく，絵図中で閲覧したい個所・

範囲を自由に特定し拡大することができる点が大き

な特徴であった．

平成10・11年度には，科学研究費補助金研究成果

促進費（データベース）のもとに，とくに資料的価

値が高し伊能図や阿波国絵図，実測分間絵図，世界

図・地球図などの精細古地図明司絵図を中心に，

約 40点についてのデ‘ジタル化を進めた（後掲の表

1）.対象とした古地図・絵図は大判サイズのカラー

ポジフィルムによって2～15分割で写真撮影を行

い， 1枚のフィルムごとに約500聞の分割画像デー

タを作成し，それから合成データを作成した．ただ

し，最大15分割した元禄度の阿波国絵図（徳2）の

ように，分割画像データをそのまま合成すると TIFF

形式で約8GBものデータ容量になる場合には，デー

タ量（ピクセル数）を間引くことでDVDといった

高精細デジタルアーカイブのトップページ

電子媒体に収蔵可能な約2GB納 7億万画素）のデ

ータの大きさに加工している．

このように，平成10・11年度に作成した高精細絵

図画像データは，いずれも 300MB～2GBとしづ大容

量データとなり，広く利用されている Adobe

Photoshopのような画像処理ソフトではデータの読

み込みにかなりの時間（数分～数十分）を要したた

め，附属図書館では閲覧用の高速ブラウジングソフ

トとしてGigaview(PF U社）を導入している．

これとは別に，徳島大学附属図書館ホームページ

(http://www. lib. tokushima-u. ac. jp／）上の「貴重

資料デ、ジタルアーカイブ、」では，絵図の種類別に絵

図画像デ｝吋ースを掲載し，研究者・利用者への情

報提供を行っている（図3）.このデータベースには，

古地図・絵図ごとに50～300阻のデータ容量をもっ

全体画像とその一部を拡大した部分拡大画像，それ

に絵図の大きさや体裁，鰍氏作成年代，裏書き，

縮尺（分間），保存状態などについての書誌的情報，

および筆者による簡単な絵図解説や文献案内が掲載
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されている．

このうち書誌的情報は，本事業において筆者と指

導の学生が行った附属図書館所蔵古地図・絵図の悉

皆調査にもとづくものである．調査にあたっては，

これまでの絵図調査を参考に独自の絵図調査票を作

成して行ったが，デジタル化を前提とした絵図調査

にあたっては，これまでの調査項目左大きく異なる

点が一つある．それは古地図・絵図の大きさ（展開

法骨のみならず，図中に記された最小文字の縦・

横の大きさの測定が不可欠なことである．

すなわち，図中の最小文字の判読を可能にしよう

とすすLば，最小文字の大きさと絵図の法量との関係、

が不可分となり，それによって写真撮影時の分割カ

ット数がおおむね決定されるからである5）.もちろ

ん，この他にも糊貯手書き／木版刷といった絵図

作成立ア法，保存状態なども分割カット数に榔少に影

響を及ぽすが，そうした煽情についてはここでは

割愛することにしたい．

4 高精細絵図画像データの活用

原資料の忠実な復元が可能になった高精細デジタ

ル絵図画像の最大の長所は資料の保存にあるが，デ

ジタノレイ七されたことで画像処理ソフトを用いての絵

図画像データの加工キ有執斤が可能となっただ、けでな

く，他の地図ソフトやデータとの互換性を有したこ

とで，新たな分析手法の展開が期待できる．

図中の文字・記号等については，画像閲覧・処理

ソフトのズーム機能によってかなりの大きさまでの

拡大が可能であり，原本では確認できにくし情報も

パソコン上で詳しく検証することができる．濃い藍

色で塗りつくされた水部に墨書されている文字など

も，藍色を抜くことで半1慨が容易になる（図4）.場

合によっては，脱色することで絵図下書きを抽出す

ることも可能であろう．また，同じ縮尺で描かれた

隣り合わせの2枚の実測分間絵図を切り抜いてパソ

コン上で接合することも簡単にできるが，写真版を

使った作業の場合には相当な困難が予想、される．

筆者は最近，学生との共同作業のもとに，安政年

間における徳島城下の実測分間切絵図（「島分絵図」

個人蔵）を基図として土地例周囲を作成したが（印

刷中），これはAdobeIllustratorを用いて絵図画像

データ上に土i也利用別のレイヤーをかけ，地割ごと

に色分けしたものである．これにより，デ、ジタル絵

図画像と土土師rJ用図とを重ね合わせ，「透過」するこ

とで2枚の図を重層的に検証することができる．

また，徳島大学附属図書館には，藩政初期から幕

末期に至る約 l,700家，合計約 12,000人に及ぶ歴代

藩士に関する家系の由緒記である「蜂須賀家家臣成

立書井系図Jも所蔵されている．現在，附属図書館

ではこうした稀観資料のデジタル化を検討中である

が，その際，家臣（藩士）名が記載されているこう

した稀観資料画像データベースと，上述した土士併rJ

用図ヰ城下絵図高精細画像データを基図として作成

したGI S地図とをリンクすることで，文書史料・

絵図資料双方の結合が可能になり，藩政期における

苅己体制・職制変遷と城下町構造の関係、についての

解明が期待される．

元禄度淡路国絵図（洲本付近）の原図（左）と色調補正図（右）

徳島大学附属図書館蔵

-29-



5 高精細画像データの課題

しかし，こうした高精細デ、ジタル絵図画像データ

の利活用にあたっては，様々な問題や障壁もある．

その一つは，ハード、ウェア環境である．平成9年当

時は PentiumII，ハードディスク 6GB，標準メモリ

32阻のパソコンが主流であり，そうしたハードウェ

ア環境にあって 150～300MBの画像データは大容量

であった．しかしながら，ハード、ウェア環境がその

後著しく向上したことにより，徳島大学附属図書館

では，オ型絵図につしては分割画像データの基本容

量を約500MBに設定している．なお， Gigaviewでは

PentiumlII，ハードディスク 20GB，メモリ 256回以

上の動作環境が推奨されている．

他方で，高精細絵図画像データの作成には高額な

経費を必要とする．既主のように，大型絵図の高精

細デジタル画像の作成にあたっては，大判サイズフ

ィルムでの分割撮影，フィルムのスキャニング，そ

して分割画像データの合成作業が必要であり，こう

した寸車の作業は専門業者に依頼することになる．

それゆえ，すでに絵図の全体画像を撮影した大判

フィルムがある場合には，それをスキャニングして

画像データを作成することも，当面の方策としては

有効のように思われる．ただし，将来的にデジタル

化を想定して新たに絵図撮影を行う場合には，従来

のような全体一枚撮りの撮影対去だけではなく，デ

ジタノレ化を前提とした分割撮影なども必要になろう．

さらに，大容量の高精細絵図画像データを利用す

るにあたっての大きな問題は，ソフトウェアの問題

である．徳島大学附属図書館が導入した高速ブラウ

ジングソフトはstandalone形式のため，高精細絵

図画像データについては本学附属図書館内の専用ノミ

ソコンでしか閲覧できない．それを補う形でウェツ

ブ上での公開を行っているが，インターネット上で

の高精細絵図画像の閲覧を望む声も大きく，近し、将

来，配信可能なシステムを導入したいと考えている

他方，一般に画像データの編集に際しては

Photoshopあるし、は Illustratorとしりた画像処理

ソフトが用いられているが，大容量画像データの表

示・解析には処濫車度が求められてくる．現在利用

されているいくつかの高速ブラウジングソフトにし

ても，画像処理ソフトのように多機能ではないため，

画像鰍庁機能が限定されてしまうとし、った問題を抱

えている．さらに，高精細デ、ジタル画像データ化に

ともなう資料所蔵者やデータ作成者の所蔵権や著作

権の保護も大きな課題といえる．

〔出目本稿は，『史窓』第32号（徳島地方史研究会， pp.35

～43, 2002）に掲載された拙縞「絵図のデ、ジタル画像化と

その可能主jを大幅に加筆修正したものである．

注
1）「近世古地図・絵図コレクションjの由来・リストに

ついては，平井松午「徳島大学附属図書館蔵『近世古

地図・絵図コレクション』の来歴J徳島地狸学会論文

集， 4'pp, 179-191, 2001. を参照のこと．

2）『古地図に描カサもた内容のデータベース化のためのシ

ステム構築』（平成 10年度科研費特定領域研究『人文

科学とコンピュータ』公期断究成果報告書，研究代

表者 ：出回和久）' 1999. 

3）平財公午「附属図書館所蔵絵図の画像データ公開Jす

だち（徳島大朝3付属図書館報）' 59, p, 12, 1998.同「本

朝哨属図書館？府議絵図の画像データベース化事業」徳

島大学総合情報処理センター広報， 6,pp，下11,1999. 

同「超高精細デ、ジタルアーカイブシステムの構築一平

成10年度文苦階、科学研究費助成一，すだち〈徳島大学

附属図書館報）， 61, p, 10, 1999，および注1.

4）岡田恵子「徳島大明3付属図書館における近世絵図史料

の超高撤回画像化とその利用公開」大学図書館研究，

59, pp. 26-39, 2000. 

5）展開法量が縦1140×1515rnmで最小文字が縦横1聞の

「大日本沿海図稿南海（併旨図）J （全13）の場合に

は， 8×10インチサイズフィルムで9分割，同じく展

開法量が縦4256×横5088rnmで最小文字が縦lrnm，横

2mmの「阿波国鳩図（元樹部可波国絵図）J （徳2)

は15分割となった．

6）なお，国絵図研究会データベース作成委員会（代表：

J 11相等忠，幹事：小野寺淳）によって， CかR側版に

よる『江戸幕府撰国絵図の画像データベース正保国

絵図編全10巻』（平成13年度科研費研究成果公開費）

も作成されている．
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表1

w 

徳島大学附属図書館所蔵の画像デジタル化古地図一覧（抄録）
ム M 叫品川 λh  hι れ 叶 引 品 λ 山 .;,.fo,.C 恒＂＂＇＇＇＇~＇判

2 。。。0
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＠。
。

色

色

色

色

色

色

色

色

色

彩

彩

彩

彩

彩

彩

彩

彩

彩

書

書

書

書

書

書

書

書

書

手

手

手

手

手

手

手

手

手

1814 

不詳

1855 

1609 

1814 

1814 

詳

位

末

不

知

幕

B 

B 

B 

1700 

1641 

1529 

2290 

4000 

（慶長 10頃）

（元禄13)

（寛永 18頃）

文化 11

文化 11

文化 11

B 

A 

B 

1020 

770 

1200 

B 

B 

1750 

5040 

770 

1147 

7 

13 

14 

2625 

備

一

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

2272 

4250 

1012 

670 

2840 

2 

4 

5 

3 

2 。幕末B 789 420 

2 

2 

1 

2 

。
。

。
。。

。。。

。

。
。

彩色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

彩

彩

彩

彩

彩

彩

彩

彩

彩

彩
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書

書

書

書

書

書

書

書

書

書

手

手

手

手

手

手

手

手

手

手

不詳

不詳

1700 

1849 

1849 

1863 

1813 

1863 

1641 

不詳

文化 11

（元禄13)

（寛永 18頃）

（嘉永2噴）

（嘉永2頃）

（享保以後）

（享保 12頃）

寛永4年

文久3

文久3

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

3477 

2306 

1172 

1280 

1250 

2360 

1935 

1905 

2673 

2321 

392 

1287 

1454 

1573 

2460 

2160 

1179 

1940 

1820 

2051 

阿波国海部郡従橘村加波坂牟岐ご

福良絵図

勝浦郡分間郡図

徳島及周辺絵図

l徳島及周辺絵図

l淡路国絵図

l淡路国絵図

側｜｜灘之図

淡州灘之図

洲本御山下画図

御城下絵図

16 

39 

44 

46 

47 

48 

49 

40 

45 

42 

43 

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

徳

1727 

B 804. 3738 50 2 

2 。
1 

。
。

2 

。
。

色

色

色

色

色

色

彩

彩

彩

彩

彩

彩

版

書

書

書

銅

手

手

手

1627 

1770 明和7D 8519 190 

全国

全

1804 

1804 

木版
木版

1804 

1867 

文化1

文化1

文化1

慶謄3

慶謄3

B 

B 

2470 

1868 

1850 

2171 

上

由
l

6-1 

6-2 

全

全

B 

B 

2169 

830 

1855 

2070 

下6-3 

7 

全

全

2 。1867 B 2017 1573 

。彩色木版1867 慶謄3B 1430 1940 

2 。
。

彩色

彩色

木版

手書

1867 

1811 

慶臆3

（文化8頃）

B 

B 

1605 

1723 
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2270 

1292 

官被実測日本地図（山陰山陽南海

｜海）

！官被実測日本地図（畿内東海 東山 j

陸）

大日本沿海図稿（五畿東海）

8 全

9 全

10 

11 

50点中

P可波国大絵図

阿波国大絵図

｜阿波国大絵図

1：：~m>il"UI絵図
那賀郡古庄村絵図

；那賀郡岩脇村絵図

阿波国那賀郡古毛村川欠地図

長川及岡川絵図

阿波国那賀，海部二郡全図

8点中

大日本道中行程細見記

l沿海地図

沿海地図

沿海地図

官板実測日本地図（北蝦夷）

官板実測日本地図（蝦夷諸島）

全

全



大日本沿海図稿（南海）

全｜ 14 I大日本沿海図稿（西海）

諸国 48点中

諸 45-1 豊前国沿海地図 1 790 1660 A （文化8頃） 1811 手書 墨書

諾 45-2 豊前国沿海地図 2 845 1649 B （文化8頃） 1811 手書 彩色

諸 45-3 豊前国沿海地図 3 985 1660 B （文化8頃） 1811 手書 彩色

世界 16点中

世 7 地球全図 712 1365 B 天保4 1833 手書 彩色 。

世 8 地球全図増補 413 815 B 不詳 不詳 木版 彩色 。

世 9 高園地理細図 330 1800 B 嘉永4 1851 木版 彩色 。

世 10 万国全図，重訂 1151 1982 B 安政2 1855 木版 彩色 。

世 11 地球奥地全図 1429 1430 B 文化7 1810 木版 彩色 。

世 12 高国総界図 1286 579 B 宝永5 1708 木版 2色 。

世 13 土申輿全図 559 1171 B 享和2 1802 木版 彩色 。

世 14 和蘭新訳地球全図 553 921 B 寛政8 1796 木版 彩色 。

世 16 地球図 560 920 B 寛政4 1792 銅版 彩色 。

1）本一覧は，1997（平成9）叶9年度に行った所蔵由自図の基礎調査iこ基4 、ており，鮒冨の関係上，デジタル化が済んだ古地

図につしてのみ最小限の情報を掲載なお，高撤回デジタ川町象データを作成してしも古地図につしては，原本の一般公開を制

限している．

2）整理番号・図名は，『日本現代地図展目録付徳島大学附属図書輔裁古地図目制のものを原員慌用した．組図は1点と計算．

3）体裁（絵図仕立て）については，下記の分類記号で表記した．

A 一枚もの B一枚もの折り畳み C 図帖 D 折本 E巻物 F軸物 G立体図 H その他

4）徳島大学附属図書館では，古地図ごとに4×5もしくは8×10インチサイズの分輔彰フィルムから，約刷協の高撤回デジ

タルヂータを作成している．。印はそうした分割データから統合画像データを作成しているもの， 0印は分割データのものを示

している．

5）徳島大朝3付属図書館HPの 「貴重資料高撤回デジタルアーカイブ」 上で， 1999年度に公開した古地図につしては番号 「lJを，

2000年度中に追加公開した古地図については番号「2Jで示した．
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あらまし

分散型 GIS「GLOBALBASEJ の実装

森 洋 久

国際日本文化研究センター
〒610・1192京都府京都市西京区御陵大枝山町 3・2

Tel: 075-335-2165 Fax: 075-335-2090 
E-mail:joshua@nichibun.ac.j 

本研究では、空間情報の蓄積の目的や性質の違いで別々に選択された座標系同士を、分散環境で一つに

つなぎ合わせ、あたかもー続きの空間としてブラウジング可能な GLOBALBASEアーキテクチャについて

説明する．本研究では、まず座標系の聞の座標変換を記述したマッピングと呼ばれる記述を新たに導入し

た．また、このマッピングと座標系のブラウジングを可能とするプロトコルの実装について説明する。

以上の説明の後、マッピングを導入したときの効果について、国際日本文化研究センターで行っている

地理情報の蓄積の例より評価する。

キーワード GIS、座標変換、マッピング、 GLOBALBASE

Abstract 

An Imprementation of GLOBALBASE: 
the distributed GIS 

Hirohisa Mori 

International Research Center for Japanese Studies (IRCJS) 
3-2 Oeyama・ 10, Goryo, Nishikyo・ku,Kyoto 610・1192,JAPAN

Tel: 075-335-2165 Fax: 075-335-20切
E-mail:joshua@nichibun.ac.jp 

This study investigates and evaluates GLOBALBASE architecture that ties together 

coordinate systems that are selected individually due to different accumulation purposes and 

characteristics of the spatial information, so that they can be browsed through as if they were 

one continuous space. In this study, a new mapping describing the coordinate transfer between 

such coordinate systems is first introduced. Secondly, the protocol layers to browse the 

coordinate and mapping data structure are explained. 

At last, this study evaluates the effect of mapping technology for heterogeneous spatial 

information such as old maps and illustrated maps using some examples of IRCJS spatial 

information database. 

Key words GIS, Coordinate Transfer, Mapping, GLOBALBASE 
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1.はじめに

我々の住んでいる土地がどのように変化し

てきたのかという興味は古今東西変わること

はない。地理情報を重ねたり、つなぎ合わせ

たいという要求はかなり古くから栴宝する。

日本においては、我々の調べでは、 18世紀

の中頃、森幸安という人物がおり、日本全国

の地理情報を集積し、膨大な地図を残してい

る。「緯度経度」という用語を日本人に紹介し

たのは、伊能忠敬よりも古い。幸安は、収集

した様々な国絵図などの情報を、さらに長久

保積水らが作成したと思われる、調u量地図に

近い日本図により、位置精度を高めた地図を

作っている。各国に分割されているが、実際

に国の境界線で接続できるように構成されて

おり、おそらく、全部つなぎ合わせると、巨

大な一つの日本全図になると思われる。さら
には、韓国や中国といった近隣諸国の地図、

アジア地図、はてはマテオリッチ世界図など

も参照しており、森幸安の頭の中には、先の

日本地図の作製の延長線上に、地球が構成さ

れていたと思われる。

閉じような興味は、ヨーロッパなどでも存

在し、パスカルなどが良い例である。現代で
も、 Powersof Ten [1］といった作品があり、

地球全体と、自分自身の生活空間レベル、あ

るいはそれ以下のミクロな地域とを連続に結

ぶスケーラブルな空間感覚は、人間の基本的
な欲求のようである。

現代における地理研究古地図研究において

も、地図を重ねたり、つなぎ合わせる技術は

重要な技術であり、コシビュータを利用した

試みが行われている［2][3］。

この著しい成果の一方で、これらの試みの

限界は、一人、あるいはーグループで地理情

報を集めているということである。この限界

を超えて不特定多数、あるいは、それに近い

グループで地理情報を集積しようという試み
は、 ECAI[4］に見れられる。 ECAIは文系研究

情報を地理情報に結びつけ、ある一定の基準

を満たしていれば、だれでも、サーバに蓄積

することの出来るシステムを提供している。

また、 WM江5］は別々に作られた地図を一つの

クリアリングサーバを介して、共有、重ねあ

わせする実験であった。

しかしこれらのシステムは中心に一つのサ

ーパが存在するために、そのサーバのサポー

トする以上のことは出来ないという機能上の

ボトルネックが存在する。その限界の中で最

も重要な問題の一つは座標系の問題であろう。

これらのシステムでは、情報の重ね合わせを

統一的な基準で行おうとするために、座標系

を統一し、共有することを前提としている。

しかし、世界中に散らばっている様々な地理

情報は、それぞれ最適な座標系があり、それ

らはすべて異なっていると言っても過言では
ない。

この矛盾は古地図を集積する場合を考えれ

ば顕著であろう。古地図は以上の共有サーバ

には載せることの出来ない地理情報の一つで

ある。竹原好兵衛の京図という、江戸時代に

非常に広く流布した木版摺りの京都の地図を

例に取ってみよう。誰かがある竹原好兵衛の

京都図を多大な労力をかけて現代図に重ね合

わせ公開したとする。それに続いて、内容は

違うが、同じ系統の竹原好兵衛の地図を同様

に現代図に重ねた人がいたとする。しかし、

最初のひとが重ね合わせた結果の地理情報だ

け公開したのでは、次のひとは、おそらく同

じ労力を最初から払わなければならない。し

かし、もし、重ね合わせ方も同時に公開して

いれば、同じ系統の版木であれば、次のひと

はほぼ自動的に現代図に重ねることが出来る。

現代の測量図であっても、同じことが言え

る。サイバーマップジャパンによれば、マピ

オンによって公開されている日本全国図は、

各公共座標系の境界部分にあたる地域で、座

標変換が理論通り行かず、微妙にずれが生じ

ているという。それを補正する作業は結局人

間のアドホックな判断によるという。実際わ

れわれも、国土地理院の数値地図25 0 0を

日本全国つなぎ合わせるときに、既存の GIS
を使い、公共座標系を緯度経度に変換しつな
ぎ合わせると、微妙なずれを生じることを観

測している。現代図でもこのような理論に寄

らない部分があり、別々の系統の地図で集積

された地理情報を正確に重ねようとした場合、

人間の経験と勘によるしかない。しかし、そ

のような労力をもし共有する事が出来れば、

同じことを二度行う必要は無くなる。これが、

世界図や隣接する隣の国同士の地理情報とな

ると測量図であっても、どのような誤差が生

じるかはほとんど予想がつかない。しかし、

現在の座標系を統一、共有するシステムでは、

このような労力を二度三度行うこともやむを
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得ない。結果的にお互いに接続することのな

いいくつものサーバが立ち上がる結果になり、

また、載せられる地理情報にも制限が付いて

くることになる。

この問題に対する我々の解決方法はすでに

おわかりであろうが「座標系を統一し共有す

るのではなく、座標系間の重なり情報を共有

すする」ということである。二つの地理情報

の異なる座標系の同一地物や座標点同士の対

応表を公開すれば、二つの地理情報を重ね合

わせることが出来る。この情報を我々はマッ

ピング情報と呼んでいる。さらに座標系 A と

B、BとCの聞にマッピングが存在すれば、

その二つのマッピングをたどることにより、 A
とCもさほど苦労せず重ねることが出来るだ

ろう。マッピング情報によって相対化された

座標系とマッピングのネットワークの情報の

詳しい構造については、論文［6］で詳しく述べ

ているので参照されたい。

本論文では、複数のマッピングをたどり、

任意の二つの座標系を重ね合わせることを、

ブラウジングをしながらダイナミックに行う

ためのプロトコルとアーキテクチャである、

GLOBAIBASEの実装について説明し、その
定性的な評価を行う（図1)

本論文 2章では、 GLOBAIBASEのクライ

アントの動作がユーザにどのように見えるの

かを示す。そのあとで、その動作を実現する

ためのプロトコルを示す。 3章では、国際日本

文化研究センターにおきて、当システムを利

用して地理情報を集積している実例を示し、

GL<コ＇BAI.BASEのマッピングを基礎としたデ
ータ構造の効果と問題点を定性的に明らかに

していく。最後に、実装されたプロトコルの

問題点を示す。

図1.マッピングを基本としたデータ構造

2.クライアントの動作の定義

本章では、ユーザが GLO臥 LBASE上の地

理情報を検索する方法を示す。プロトコルは

この動作を実現するために存在すると考えら

れる。

ユーザは、まず、クライアントを立ち上げ

ると、地理情報における座標系の検索条件を

設定する。地理情報の持つ内容年代は条件の

中で必須である。これを受けプロトコルは、

現在ユーザが画面上で見ている地理的範囲と

見ている拡大率（ディスプレイに対する縮尺）

をAND条件でユーザの提示した検索条件へ

付加し、 GLO臥 BLASEサーバへ問い合わせ

に行く。どのサーバへ問い合わせにいくかは

後述する。

得られた検索結果、座標系のリストのうち、

クライアントは基準となる座標系を一つ選ぶ。

その後、リストの中にある他の座標系をこの

基準座標系へ変換するための、重ね合わせ情
報をサーバに取得しに行く。これに対するサ

ーバの返答は、複数のマッピングとなること

もある。つまり、基準座標系と、リストの他

の座標系の聞に直接張られたマッピングが存

在するとは限らない。さらに他の座標系が挟

まっており、複数のマッピングをたどらない

といけない場合がある。このマッピングの列

を二つの座標系の聞のマッピング・パスと呼

ぶことにする。

マッピング・パスがリストの各座標系に対

し、検索終了したならば、あとは、このマッ

ピングに従い座標変換し、結果をディスプレ

イに表示する。

ユーザが見る位置を移動し、見えなくなっ

た座標系があると、その座標系を表示対象か
ら除く。その一方で、位置が移動したために

新しい座標系が表示可能となって

いるかも知れない。そのため、見ている位置

や拡大率が変化するたびに、クライアントは

定期的にサーバへ問い合わせを行う。得られ

た結果を座標系のリストへ加え、基準座標系

からのマッピング・パスを計算する。

もし、基準座標系がユーザの見ている範囲

からはずれた場合は、現在あるリストの中か

ら別の座標系を新たな基準座標系として選び
直す。

ブラウジングの動作は以上の繰り返しであ

る。当然、ユーザは途中で検索条件を変更す

ることも出来る。

3.プロトコjレ

2章の考察から、サーバは分散環境上で、
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図2.GUコBALBASEプロトコルスタック

i.どのようにクライアントからの座標系の検

索要求をどのように検索するのか

ii.マッピング・パスを検索する方法はどのよ

うにしたらよいか。

というこつの問題を解決しなけれbならな

い。そのため、 GIDBALBASEプロトコルで

は、図 2に示すプロトコルスタックを提供す
る。

図2

まず、この二つの問題を解決する前提とし
て、座標系問、時にはサーバ聞をもまたがる

マッピングのネットワークをマッピングの正
方向からも、また逆方向からもたどれるよう
に情報を管理しなければならない。つまり、

各座標系はどの座標系からマッピングが張ら

れているのかという情報をすべて保持してい

る。もし、サーバや途中のネットワークがダ
ウンして、マッピングをたどることが出来な

くなった場合は、その状態を検知し、一時的

にマッピングを無効にする。再びネットワー

クが復活すると、マッピングを有効に戻す、

といった処理をしなければならない。この処
理を行うネットワーク層をマッピング層と呼

んでいる。このメカニズムについては論文［6]
を参照されたい。
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3.1.分散型検索エンジン（PartialSearch 
Engine) 

その上で、まず一番上層の PSE(Partial 

Search Engine）について説明する。これは、

クライアントからの座標系の検索要求を処理

する層であり、 i.の問題を解決する。検索エ

ンジンであっても、完全に分散している必要
がある。これは、クライアントが定期的に発
行するクエリを分散化し、サーバに対する負

荷を軽減するためである。

各サーバには小さな検索エンジンを持たせ

る。この検索エンジンは日頃からこのサーバ
の周りの座標系の情報を、マッピングをたど

って収集しており、インデックス化している。

この小さな検索エンジンをPSEと呼んでいる。

検索エンジンは座標系の位置、および縮尺

や解像度、内容年代は必須のキーとして持っ
ている。その他に様々な座標系に付加された

メタデータを検索することが可能になってい
る。

この検索エンジンはサーバ上の一つの座標
系に張り付いており、集められた座標系の位

置情報は、この張り付いている座標系の値に

変換されエンジンに登録される。この座標系

と検索エンジンのセットをランプ（固まり）

と呼んでいる。その座標変換方法は、張り付
いている座標系と、対象の座標系間のマッピ
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ング・パスが検索できれば良いので、日．の問

題に帰着できる。

次に各 PSEどの範囲の座標系を検索対象と

すれば良いかということであるが、これはか

なりアドホックに決めている。各座標系は、

自分の近くのランプがマッピングを何ステッ

プたと、って到達できるかという情報を保持し

ており、一番近いものからn番目を超えると、

その情報は破棄する。 nの値を最適に決定す

る方法が今のところ内ので、現在は5として
いる。この上で、各座標系はその n個のラン

プの PSEに対して、定期的に登録クエリを発

行する。このクエリにより、各ランプにはそ

の周辺の座標系の情報が収集されることにな

る。

ネットワーク上のランプの数については、

各サーバにーっと考えている。この数は、各

サーバが完全に周囲のネットワークから切断

されたとしても、自立的に動作できる最小の

数である。

以上のようにして各サーバに集められた検

索情報を、クライアントはたぐることによっ

て必要な座標系の情報を集めることができる。

まず、クライアントは立ち上がった瞬間にど

のサーバのどの座標系に接続するかは明示的

に指定しておく必要がある。その上で、接続

した座標系の周囲のランプの情報を取得し、

発見された PSEに対してクエリを発行し、座

標系のリストを得る。得られた座標系のリス

トの各座標系の周囲にある PSEも、同様に問

い合わせた対象へ入れる。このようにしてPSE
の数を増やしていくが、ユーザの見ている範

囲の移動や拡大縮小により、見ている範囲と、

PSEの対象座標系の範囲が重ならなくなった

PSEに関しては、問い合わせ対象から外して

いく。

以上のように PSEのアーキテクチャは、一

つのサーチエンジンが全世界、あるいはそれ

に近い地理情報を包含することが無いので、

小さく軽い実装が可能な反面、必要な地理情

報が検索できないのではないかという懸念が

生じる。実際その通りなのであるが、おそら

く、これで検索出来ない地理情報は重ねても

無意味であると考えられる。なぜならば、一

つの PSE、あるいは近隣の PSEに入っていな

い二つの座標系は、相当に長いマッピング・

パスをたどらないと重ね合わせ出来ないとい
うことである。短いパスがないということは、

それだ、け重ね合わせの需要が無かったという

ことであるし、また、実際にマッピング・パ

スを基に重ね合わせても誤差が大きくなって

しまうであろう。

もし、この二つの座標系を有効に重ね合わ

せたいと思ったユーザが現れた場合は、その

ユーザがあらたにマッピングを定義するであ

ろう。そうしたらば、そのマッピングの存在

により、二つの座標系は同時に検索可能な範

囲のPSEに収まることになる。

3.2.マッピング・パス検索

マッピング・パスの検索は、インターネッ

トにおける経路選択アルゴリズムと等価であ

る。各座標系に経路選択可能アドレスを割り

振る。インターネットで言えばコンビュータ

に振られた E アドレスに相当する。各サーバ

は、インターネットにおけるルータと同じよ

うに、日頃から経路選択テーブルを準備して

おり、その上で、二つの座標系聞のマッピン

グ・パスは、座標系間でトレースルートをす

れば検索出来る。

しかし、ここで問題になるのは、経路選択

可能アドレスを各座標系に振ることを、ほと

んど不特定多数となり得る地理情報発信者に

任せるわけにはいかないということである。

サーバの管理者などに任せても、マッピング

は上記不特定のユーザにより縦横無尽に張ら

れるわけで、管理不能となってしまう。これ

は、インターネットで言えば、ルータや国境

を越すネットワークを不特定多数のユーザが

日夜増設し続けている現象と似ている。そこ

で、経路選択アドレスを自動割り当てするメ

カニズムが必要である。

このためのアルゴリズムとして、我々が以

前にネットワークのルータをも含めたノード

の経路選択アドレスを自動割り当てを行うア
ルゴリズム ACRP(Auto -Configurated 

Rou出lgProtocoDが有効である［7］。このプ

ロトコルをインターネットで実現しようと考

えると、一つのマシンの E アドレスが時々変

換するので DNSの仕組みが大きな問題となっ

た。しかし幸いなことにGLO臥 LBASEでは、

座標系は固定された URLを持っているので、

この URLをもとにその座標系自身にアドレス

を問い合わせれば良いわけである。

4.座標系の重ね合わせと、マッピング導
入の効果

4.1.日文研におけるベースマップ作成
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日文研では、現在 GIDBAIBASEを利用し

た地理情報データベースのベースマップとし

て、世界地図および日本列島全域の地図の入

力を行っている。

まず日本列島であるが、国土地理院より公

関されている数値地図25 0 0 0と、数値地

図2500を利用している。前者は25 0 0 
0分の 1の地図より入力したビットマップの

地図である。緯度経度座標系に載っているデ
ータである。後者は25 0 0分の lの地図よ

り入力されたベクタデータであり、公共座標

系1～19にそれぞれ載っている。

以上の二種類の地図をそれぞれマッピング

によりつなぎ合わせ、数値地図25000の

シームレスな日本列島、および、数値地図2
500によるシームレスな日本列島を作製し

た。

最後に数値地図25000と数値地図25 
0 0同士をマッピングで接続し、あらい解像

度の時は、数値地図25 0 0 0による地図、

細かい解像度の時には、数値地図2500に

よる地図が表示されるようにする予定である。

次に世界地図であるが、これは実験的にメ

ルカトル地図をテスト用にスキャンし、緯度

経度座標系に張り付けた。

最後に世界地図、日本地図、および、以前

から日文研において蓄積してきた京都の地理

情報群をすべてマッピングにより接続する予

定である。

4.2.日本列島接続時のマッピングの導入

の効果

マッピングの導入における一つ目の効果は、

数値地図25 0 0における、公共座標系聞の

接続の問題がこれによって単純に解決出来た

ということである。通常の GISを利用する場

合、隣接する公共座標系上のデータを同時に

つなぎあわせて利用する場合には、いったん

両者のすべての情報を緯度経度座標系（この

場合ベッセル楕円体座標系）へ置き換えて、

つなぎ合わせる。しかし、実際にはつなぎ合

わせ時にには誤差が生じる。しかし、今回、

出来るだけ離れた地点の二つの地物を目標に、

回転と、若干の拡大縮小ですべての隣接する

公共座標系をずれなくつなぎ合わせることが
出来た（図3）。

図3.-1地球
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図 3.-225000分の l数値地図（国土地理隣近畿地

方

昌二
図3.-32500分の l数値地図（国土地理｜抱国際日本

文化研究センター周辺

当初の計画では、 3点あるいはそれ以上の

地物を目標に重ねる必要があると思われたが、

実際は2点で十分重ね合わせることが出来た

背景には、数値地図2500の基のデータは、

座標変換を自由に施すことの出来ない紙の地

図から作られており、実用性を考えると、も

ともと公共座標系間で単純に接続出来るよう

に作図されていたと考えることが出来る。こ

う考えると、理論的な座標変換をして、緯度

経度座標系へ持っていっても重ならないのは

当然である。

ここで、理論に寄らず、地図作製における

人間の手作業を忠実に保存する、マッピング

の効果が一つ示されたことになる。
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図4.古地図との重ね合わせ

4.3.古地図との重ね合わせ

京都市内にあたる部分の 1638年の様子を描

いた、宮内庁書陵部所蔵中井洛中絵図と現代

図の重ね合わせば、道の辻を目標点にして重
ねた（図 4）。現在は全部で300点くらいの目

標点である。目標点の聞はτ1N（三角パッチ）を
生成し、線形補完により補完している。もし、

重なり具合が不十分な場合は目標点を増やし

ていけばよい。同様の地図が京都大学にもあ
るが、現在重ね合わせは進行中である。

5.プロトコルの評価と諸問題

現在プロトコルに関しては最初の実装が終
了したばかりで十分な評価が行われたとは言

えないが、現時点で発生している諸問題を観

察し、制面に変えたい。

まず、あらゆるネットワークを超えた処理

に共通して発生している問題は、ネットワー

クレイテンシーの問題である。問い合わせを
発生させ、それに返答が来るまでに、 τ℃P/IP
のフロー制御などの低レイヤの問題をも含め

て様々なネットワーク処理が発生するために

かなり返答が遅くなる現象が発生している。

この問題を解決するためには、二つの方法が
考えられる。一つは、問い合わせは出来るだ

け多くの命令をまとめて送信すること。こう

することにより、命令に対するパケットの数

が減り、低レイヤの処理時間の問題も解決す

る。

次に、ネットワークがダウンした場合のプ

ロトコルの動作である。これに関しては、ま

だ様々な問題が存在する。ネットワークがダ

ウンしでも長時間たてば、サーバは、アクセ

ス出来ない部分は切り離し、残りの部分で正

常動作するように、各状態の修正が行われる

ことは確認できた。しかし、ネットワークの

異常にサーバが気づき、修正に要するまでの
時間が現在1週間程度である。

この時間の原因は、マッピングの両側の座

標系に保持されている、マッピングおよび対

向側の座標系の情報が、タイムアウトによっ

て削除されるまでの、タイムアウト時間がか
なり長くなるためである。タイムアウトによ

ってマッピングが切り離されないと、マッピ

ング・パス検索のための経路選択テーブルの

書き換えや、近隣ランプの情報の書き換えが

発生しないのである。

しかしタイムアウトを短くすると、マッピ

ングは短い間隔でポーリングせねばならず、

サーバに負担がかかってしまう。そこで現在

検討しているのが、クライアントからアクセ

スがあり、異常が発生した場合に、その発生

座標系の周辺で部分的にマッピングの接続チ
ェックを行う仕組みを導入することである。

これにより、アクセス頻度の多い場所は異常

-39-



が速く発見され、回避されることになる。

6.結論

本論文では、地理情報を分散環境上で有効

に交換するためのアーキテクチャ、

GLO臥 LBASEについて説明した。得に座標

系を共有せず、座標系聞の重ね合わせ、つな

ぎ合わせのための情報をネットワーク上で共

有することが重要であり、そのためのマッピ
ングと相対化された座標系について論じた。

このデータ構造を保持し、自動的な座標系の

検索、重ね合わせ、つなぎ合わせを行う

G以コBALBASEプロトコルについて説明した。

これらはまだ最初の実装が完成したばかりで

あり、まだ評価は不十分であるが、マッピン

グの効果、プロトコルの諸問題を、定性的に

観察した。

その結果、マッピングによるデータ構造は

重ね合わせ誤差の解消、古地図などの標準的

な座標系に重ならない図面の重ね合わせなど

に効果を発揮した。
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古環境復元のための考古学情報クリアリングハウスの構築

-JavaScriptとDynamicHTMLを使用してー

Constructing 血e Clearinghouse of Archaeological Information for Res加ring Ancient 

Environment-Using Javas凶ptand DynamicHTML-

河野一隆（代表） 塚本敏夫 魚津知克

Kazutaka KAWANO，’Ibsbio TSUKAMOTO，’Ibmokat.su UOD Z U 

九州、国立博物館（仮称）設立準備室，元興寺文化財研知用保存科学センター），大手前大学
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6-420chay回 yo・cho,Nishinomiya city, Hyogo prefl印刷モ，662・8522,Japan

あらまし 本研究は、古環境を復元するために不可欠な、環境考古学デ｝タを位置情報と関連させて検索するため

のクリアリングハウスを構築したものである。考古学研究において、古環境の復元の重安性については早くから認め

られているにも関わらず、分析データが分散してデータのアクセスが容易ではなかった。私たちは、まず、 1万件を

越えるデータの検索を行うための環境考古学データベースを作成し、それに位置情幸日を与えて古環境復元のためのク

リアリングハウスへとまとめた。その作成に当たっては、位置情報に合わせた地図画像を切り出し、所在地をアドレ

スマッチングさせてモニタ上で重ね合わせた。それは、防namicHTMLを使用して、 Javascriptによる検索結果を

ド、ツトで表示するようにした。このクリアリングハウスは、特定の GISソフトウェアキ機種による制限が無く、デ

ータベースもcsvで作成したものを直接取り込むことができ、抗周性が高い。これによって、市販のパソコンでも

位置情報を持ったデータを扱うことができるようになり、考古学情報データベースの可能性をひろげることができた。

Summary This research proposes to construct the clearinghouse for searching the data of由 e

environmental archaeologywi th its information of世1elocation, in order to restore the ancient environment. 

In archaeological research, in spite of having accepted much earlier the importance of restoration 

of ancient environment, analytical data of environmental archaeology are distributed and access of 

them were not easy. So, we created the database of廿1eenvironmental archaeology for searching the 

data exceeding 10,000 , gave it information of the location, and collected into the clearinghouse 

for restoring the ancient environment. The process of the construction is following. We first cut 

the picture out of Japanese map in relation to the latitude or longエtude,and next, we carried out 

the address matching of the location, and it laid one another on the monitor. To display the result 

of reference by the dot, DynamicHTML and Javascript are used. To browsing the database, only internet 

browser is necessary.This clearinghouse does not have any restriction for specific GIS software or 

a specific computer system, and CSV file can be taken into廿iedatabase directly and easily, and it 

is much flexible. By this clearinghouse, we can treatせieinformation data of location by the personal 

computer, and the possibility of an archaeology information database was able to be extended. 

キーワード

環境考古学，考古学データベ｝ス，クリアリングハウス，インターネットブラウザ

Keywords 
environmental archaeology, archaeological database, clearinghouse, internet browser 
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, . 考古学とGIS

埋蔵文化財についてのGISの利用は、現在、試

験段階から実践段階に達した。その契機は、自治

省主唱により各自治体が全庁型GISの導入がなさ

れ、行政の窓口業務がGISを核として統合されて

きたこと、GISのアプリケーションが安価で操作

性が向上し、個人でも購入・運営が出来るようにな

ったことを背景に、埋蔵文化財行政の現場におい

て氾濫する情報を統合する手立てをGISに求めた

ことが大きい。近年、国土交通省によってデ、ータ

ベースの共有を前提に、年次的にGISの実証実験

が行われているが、その中にも埋蔵文化財への応

用事例が散見される。しかし、日本の考古学研究

においてGISを軸とした分析事訓はやや低調であ

ったと言わざるを得ない。例えば CAAでは、 GIS

は分析の目的ではなく手段として位置付けられて

おり、近年は考古学にVRを利用することを射程と

した研究さえも披漉されている。日本でも『考古

学のためのGIS入門』という実践事例を集成した

好著が発刊され、 GISのもつ多様な可能性に通暁

することが出来るようになったが、しかし、いま

だGISの分析は個人的・寸品性的なレベルに止ま

っており、研究者が共有するGISデータベースも、

地狸学や自然科学の諸分野と比較すると発展途上

である。これは、 GISの分析がアプリケーション

依存度が高いことと、分散型よりも統合型デ｝タ

ベ｝スが志向されていて、考古学的情報の共有化

がなかなか図れない現状に問題があるよう尤

以上の問題意識にかんがみて、私たちは考古

学研究のためのGISを構想するにあたり、考古学

第1図近謝也方環境考古学分析地点ドット例

側apE却制使用：河野作劇

的な情報の構造を次のように整理した。

① 考古学における情報は、時間・空間を定義

する情報と不可分である。

② しかし、分析結果は分析者・分析機材等に

依存するために、抽出された2次情報の比

較には情報化の外部の制約州動く。

③ 膨大な埋蔵文化財情報を統合型データベ

ースに整理することは現実的ではない。む

しろ、必要とする情報の在りか、質などの

メタデータを格納して、位置情報との双方

向的なアクセスを図る。

④ データおよびデータベ｝スは拡張性の高

いものとし、インターネットのシームレス

な環境を前提として、特定の機種・システ

ム・ソフトウェアに依存しないものとする。

この原則に基づいて、いわゆる環境考古学のデ

ータの在り処を位置情報と結合した「古環境復元

のための考古学情報クリアリングハウスJを構築

した。

2. 環境考古学データベースの作成経緯

他の学問分野同様、考古学も近年とみに細分化

の一途をたどり、研究者個人の必要とする情報に

も各差が生じている。これは必撚的に時期・地域

の異なる研究者相互の対話の欠如を招き、硬直化

の遠因となりかねない。その場合、現足Eの考古学

研究において最も研究の余地がある領域は、古環

境の復元についての研究ではないかと考える。自

然科学的な手法を援用した古環境復元の研究は、

端緒は早いにもかかわらず、日本の考古学が麗史

学として位置付けられ、古典的な史的噌助言命に見

る進化論的な歴史観の呪縛に長く囚われてきたこ

とや自燃ヰ学と考古学とが協調的に研究成果を纏

めることをせず、独立した分析が長らく蓄積され

てきたことなどから、大局的に自然環境と人聞社

会の歴史性を捉える視覚は、等閑に付されてきた

といっても過言ではない。しかし、ポストプロセ

ス考古学の隆盛によって進化論的な歴史認識は影

をひそめ、考古学によって明らかにする対象は人

間社会の法則的な歴史発展から、環境との関わり

の個別性や場の復元にへとシフトした。その結果、

古環境の復元を主とする環境考古学の重要性が以

前にもまして高まってきたのである。

この，思潮は考古学だけではなかった。フランス

のアナール龍を中心とする歴史判問、社会史と

して気候、環境変イ己、動・植酬用などに早くか
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ら注目していたし、文献史学でも例えば、荘園絵

図に描かれた景観が核問t繁茂の実態を反映してし、

るか、またその季節はいつかという問題などから、

環境考古学の情報が援用されてきた。また、通史

的な生態学的アプローチの場合はむろん、レベル

の大小はあれ古環境の復元は不可避である。学際

的な研究が開拓されるにつれて、また、現代社会

における環境への注意がいっそう高まるにつれて、

古環境に対する関心はいや増して来た。

ところが、古環境復元のためのデータは大系的

に収集されたものではなく、その大部分が発掘調

査に付随する自僻伴的分析に伴うものであり、

その在りかも分散しているのが現状である。した

がって、ある任意の地域において古環境の時系列

的な変遷を追跡しようとした場合、膨七大な埋蔵文

化財調査報告書を検索しなければならなかった。

また、複数の分析方法の結果が単一の報告にまと

められている場合も多く、目的とする情報にたど

りつくためには、多大な労力を必要とする。現在

まで、古環境復元のためのデータがきわめてI紛て
に蓄積されていながら、十分な活用が図られてこ

なかったのは、自然界ト学的な難解さ以上に目的と

なる↑静Rへのアクセス方法が未整備だ、ったことに

大きな原因があろう。この問題意識を踏まえて、

考古学・埋蔵文化財研究者を中心とする任意の研

究団体、埋蔵文化財研究会で、はテーマに「環境と人

聞社会ー適応、開発から共生へーJを掲げ、平成

13年9月8・9日に京都府の立制官大学において

研究集会を実施した。これに併せて、全国の各自

治体・調査機関・大学の研究者へ協力を要請し、

環境考古学についてのデータ提供を依頼した。協

力者は総勢175人に達し、無償にて提供いただい

たデータは総数10,700件に遣する。また、 事務局

ではデータのクリーニング、と検索言搬を行って、

中西印席彬惇括討土にシステム開発を依頼し、デー

タベースにまとめた。紙上ではあるが、この古環

境復元のためのデータベース作成にご協力いただ

いた皆様方に改めて深謝の意を表したい。

3. 環境考古学データベースの作成過程

データベースに格幕内したデータは、 19項目のテ

キストデータであり、 MicrosoftExcelなどの表

計算ソフトウェアに直張入力する形で基礎データ

を作成した。また、各都湖守県の古環境復元のた

めの研究を通観することが出来るように、主な遺

跡や研究成果に対して概観する文章を作成した。

さらに、この概要紹介文とデータとがハイパーリ

ンクできるように、データ作成者にアンダーライ

ンを引いて明示してもらうこととした。また、写

真資料についても提供いただいたものはブラウズ

できるようにした。かくして、 47都道府県から概

観とデータが事務局に集まってきた。このデータ

は、当初、データ作成依頼時に、使用すべき語句

を限定していたが、実際の考古資料に当たってみ

ると多様な表現が返って来丸例えば、「構J・「溝

状遺構J・「環劃・「壌J.「周溝」などの表現が混在

し、「周濠か？Jというものもあった。さらに、「掘

建柱建物跡J・「豪族居館Jなどもあり、当初、事務

局が想定していた以上に多岐にわたる語句が入力

されていた。これらをそのままデ｝タベースに取

り込むと機能しなくなるため、データがある程度

集まりつつあった時点で、事務局によるデータク

リーニングを実施した。この作業の中で、考古学

のデータベース作成上の問題点が、学術用語が

「溝」などの即物的な指示語と「周溝Jなどの遺構の

意味をもたせた指示誇とが混在している点にある

ことを痛感した。データクリーニング作業と併行

して、データベースのアクションのシノブシスに

ついても討議を進めた。

まず、このデータベースは

① WindowsとMacintoshの双方のシステムで

動作すること。

②インターネットともシームレスな環境にあ

り、デ｝タに対する疑問点があればWeb上

のサイトへデータ紹介が可能であること。

③特定のデータベースアプリケーションに依

拠せず、市販されているコンピュータに標

準添付されているソフトウェアでデータベ

ースの検索の寸車の動作が可能であること。

の3点の方針に基づいて、インターネット用の

ブラウザ（InternetExplorerまたは Netscape

Navigator I Communicator）によって閲覧し、

Javascriptによって検索動作が可能なものとな

るようにした。また、検索については、フリ｝ワ

ードとプルダウンによる検索語棄の確定と同時に、

複数の紡み検索にも対応できるようにした。検索

条件は7項目であり、一部はプルダウンさせて語

集の絞込みが出来るようにした。この一方で通常

のノート・デスクトップパソコンでもストレス無

くブラウジングができるよう、レスポンスの向上

もシステム開発時の案件として依頼した。かくし

て環境考古学のデータベースが完成し、研実業会
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で発表要旨集に添付して市販することとなった。

第1表エクセルに入力した環境考古学データ（位置情報付与済みのもの）

遺跡名 都県道名府 所在地 車時期冊 理目種冊
制査

l伊 方分析法 分対析象 分点析数 対の級時期輸 Hのi土粗遺額構 結分果析
分析 報告

文献 発行所 発年行 Jll経 北緋
締

ID 機関 機関 41 ill: 

10001 尾白内貝lj!北判官道 茅部締森町F続細 貝原 ’ー 市立調 ＊ 動物f動物f 20続鯛文 貝lit 貝類・ 市立 石川園 r北i市立園自 1954 140. 5736 42. 0438 4 

10002 繁川町遺跡 北海道 函館市綾川’ 11¥lX その倒 4・ 市立匝 ． 昌也君・ 6縄文 包古層 ・ ． f昆盛 『繭 市立同自1955 1'0. 7481 41. 78531 3 

10003 繁川町遺跡 北精道 画館市綾川n純文 その柑 －・ 市立日 判島 純物F吻 2側主 包含府 市 a・ f楠4j 『函 市立厨自1965 140. 7481 41. 78531 3 

10004 神伴遺跡 北海道 時都抑樽岸4悶石2その帽 ’ー 市立胸 ． 地形・地形／$ • ． 咽陣 北梅1機正圃 『141市立函自 1956 1'0. 2311 42. 70506 2 

10005 サイベ沢温1北尚道 亀岡部亀田有 純文 JI!栴 ．， 市立両 ＊ 稲実R曹長 ‘ 縄文 包宮踊 . ． f植噌 『サ 市立圃’ 1958 1'0. 7264 41. 83886 6 

10006 サイベ沢遺E北梅道 亀岡加地図4純文 型且寵 四’ 市立関 ． 動物’動物・1喰 網宜 包宮周 貝類・;tffll 疋田盟 『サ 市立同宣 1968 140. 7264 41. 83886 6 

10007 ザイA沢拙B北悔道 亀岡ll¥111且田4純文 JI!務 ． 市立回 ． ヒト五 人骨 3純文 包肯周 成年世 北悔i児玉fl『サ 市立函’ 1958 1'0. 7264 41. 83886 6 

10008 チプスケ池S北梅道 斜且郡斜且R統制 その~ ーー 斜盟情 司ド 動物f動物f 112続純文 包古府 貝類・命 「自軒 『知 北悔道t1959 145. 0166 44. 09506 4 

10009 立JI！池跡 北海道 磯谷郡簡館” 旧布署 その側 ． 市立直 ． 地形生 地形， 司． 判院 ー・ 北f幅i瀬川費 『TAI市立函宮 1969 140. 5828 42. 73931 ' 
10010 多帯遺跡 北海道 士別市多得 純文 その他 ー・ 士n11司

‘’ 地形・地形I• • 4・ 咽・ 北柵i近藤割 『多・ 土BIJ市41960 142. 3984 44. 23869 3 

10011 射的山漉跡 北海道 上Jllll¥I永山’ ！日石割 その他‘ 永山R． 地質量 土犠・ ー－ 羽院
‘・ il<山I'f悶由 『射 永山町 1961 。 。。

10012 車銅｜路遺跡f北海道 釧脇市貝縁 純文 JI!楳 ． 釧路ii－・ 地形・地形I• ． 判ド 調脚 北梅． 岡崎Illnu 釧路市41962 144. 4132 42. 99086 3 

10013 車酬路遺跡j北海道 釧路市貝尿 純文 量昆司且 . 耐酷ii調隊 ヒト長 人骨 1細文 ゴ輔議 熟年半 札幌E山口相 f車 釧路市41962 144. 4132 42. 99086 3 

10014 高岡t桐制遺B北悔道 古宇都柏村4純文／ その~ ‘ 
'1、樽ii. 地形・ 地形／場 ． ヨ’ ー与 小樽， 早川稿 『革 小柄1市F1962 1'0. 6333 43. 03328 4 

10015 茶津洞和遣E北海道 古宇m泊村』 純文／ そ町制 ． 小締司． 積実f実 4縄文 包含駒 小樽F松木'if.『帯 小僧市f1982 1'0. 6333 43. 03328 4 

10016 茶ljl洞知遺E北海道 古宇郡柏村t純文／ その柑 －・ ，ト悦司 事 動駒f動物4・ 制文 包含騎 貝類 小樽 伊雌揖 『帯 小141市F1962 140. 6333 43. 0'328 4 

10017 茶津洞潤遺B北海道 古宇郡柏村8細工／ その倒 ー－ 小樽司 司除 ヒト五人骨 2 包含周 熟年E北海 伊雌昌 『帯 小樽市担1962 140.5333 43 03328 4 

10018 Loo31,32,31 北海道 紋DIJ1~白糖1 旧事品 その帽 ，． 自悩E‘ー 地形3地形 e 電陣
‘’ ー与 班北 若生盟 『由1自滅団41963 143. 0962 "・ 87726 4 

10019 L。031,32,3北海道 紋別部白幡4！日石島 そ町制 ー－ 白1屯E． 地形ま地形・ 司陣 ． ‘・ 北悔 近世制 『白 自t唱団41963 143.0962 43. 87726 4 

10020 ホロカ沢迎 北海道 紋別郡白尚1旧石Sその伺 ーー 白滝E． 地形全 地形＊ ． 司惨 ー－ Jll北一 若生酒 『白 自情団41963 143. 2274 43. 90814 ' 
10021 ホロカ択遺’ 北部道 紋別榔白筒1旧石署 その柑 －． 自尚日• 地形長地形・ • 唱修 ‘ 北海‘ 近世剖 r自1白滝団41963 143. 2274 43. 90814 4 

10022 栄ifl第一泊』 北構造 常呂郡1:1’呂日娘文 銀帯 . 店店ブ ‘除 地形 ・地形／市 ーー 判俳

“ 
東京 木内相 『オ 東京大t1963 143. 9763 44.12617 4 

10023 栄補第二遺E北情道 常呂郡常呂R飾文 集臨 ‘ 車五リ 司』 地形・地帯J・ －・ ． ＊ 東京 木内帽 rォ東京大き 1963 143.9163 44. 12617 4 

10024 瞳阜遺肺 北梅道 常呂l~常昌’ 醐文 集帯 ＊ 班Jj¥;jホ地形・ 地形I• ー凪 ‘＝ lO 東京 木内個 『オ 車京大空 1963 143. 9798 44. 10317 4 

10026 朝日トヨロ 北海道 常呂郡常呂H縄文 貝毎 ．． 車JIU・ 地形 ・地形／・ ．． 調院 . 車京 木内悟 『オ 車京大生 1963 143. 7863 44. 17763 3 

10026 朝日トヨロ 北海道 常呂郡常呂F網文 集栴 ． 東京ブ ・ 動物f動物’ 380 細文 員躍 貝額・早稲l鹿島帽 『オ 東京大さ 1963 143 7863 44 17763 3 

10027 朝日トコロ 北梅逝 常自郡常国F細文 銀臨 ーー 班別フ・ ヒトま人骨 2縄文 貝躍 成人ZJIO抗 鈴木被 rォ車京大a1963 143. 7863 44. 17763 3 

10028 シュンタシ 北海道 阿嘩榔阿嘩F！日石甜 その他‘ 開嘩＇~ ・地形・地形／事 ー与 ‘ー ． 北情i岡崎陶 『北 阿寒町t1963 144.1051 43. 17628 4 

10029 殉公碑公園、北海道 阿嘩郡阿嘩P純文／ その世 ． 阿海開 ・地形・地形／・ ． ． 
‘ 北栴i岡崎益 『北 阿損壊町41963 14<1.0441 43. 26622 4 

10030 発足指陰遺i;1:1幅道 指内郡共和1線網3その世 －ー ,J、博司 ＊ 地形・地形／事 明俳 ーー －・ 北i!Oi大島南 『揖 小樽市相1963 140.5798 42. 964'7 3 

10031 官硯貝原 北海道 稚内市宗谷 オホ 且底 ．． 柿内司・ ヒトま人骨 lオホー‘ 民府 熟年E札幌l山口嗣 『稚 稚内市車 1964 141. 5968 45. 22178 2 

10032 トヨロチヤ‘北梅道 常呂柿常呂’ オホ JI!構／. 車京1・稲実F強ヨ院 6オホー、 理E穴住居 ・ 早稲1臣E良樟 『オ 車京大『196oi 143. 7863 44. 17763 3 

10033 トョロチャ、 北悔道 常呂柿常昌明オホ 銀幕／ ーー 東京 事 樹 稲『自然 6オホー 型連穴住居＊ 早稲 i!i血II『オ 車京大号 1964 143. 7863 44. 17753 3 

10034 トコロチヤ‘北鴻遺 常呂l~常呂f オホ 1品購／ －・ 3』（f,{j摩 動物f動物 6オホー 骨量穴拍居 貝類・早稲 広島l!『オ 車京大号 1964 143. 7863 44. 17753 3 

10036 ウトロ梅郎 北海道 斜虫1m斜毘関オホ 銀帯 ． 車JI(・稲~作 lllll時~· オホ－ . ー民 早稲I理E且担 『オ 車店大星1964 145.0174 43. 99092 4 

10036 ウトロ榔岸 北海道 斜皿郡斜里開 オホ 集寝耳 ． 班前一・樹細F積書t・ オホー申 ． 早稲 直良帽 『オ 東京大司 1961 145. 0174 43. 99092 4 

10037 ウトロ梅倖 北海道 斜里郡14YU オホ JI!栴 ヨ劇 Jl!Ji( ・ 梱粗E楓実4・ オホー‘事 ーー 早稲 ilC良信 『オ 東京大『 1961 146. 0174 43. 99092 4 

10038 ウトロ海岸 北海道 斜里郡斜里線 オホ JI!緋 ． 車京ゴ. 繍実F相実t・ オホー・ ー－ 早稲 班員惇 『オ 車京大活1964 145. 0174 43. 99田2 4 

10039 ウトロ海岸 北海道 斜里lJll斜且個 オホ 銀事 百． 車京 事 動物干動駒市 オホー－． 烏頼・早稲 il'I良信 『オ 東京大『 1984 145. 0174 43. 99092 4 

10040 トピ＝－~イi 北海道 目梨榔艇問調オホ 集事臨 ．． 店南 事 動物干動物・ オホ一、事 貝額・ 早稲l直良惇 『オ 班京大号1964 145. 2382 44. 05208 4 

10041 トロロチヤ‘北梅道 常呂郡常呂’オホ 集臨／ ー－ 車京ー＊ ヒト虫人骨 lアイヌ 控穴住居 小児担 東京 船木前 『オ 車京大『1964 143. 7863 44. 17763 3 

10042 モヨロ貝車 北滞滋 網走市北lJllオホ 先輩 ‘ 
』UJ:(;$ ヒト五人骨 30オか一、 士噛益 老年』北海． 伊藤E 『オ 班京大司 1964 144. 3054 43. 95768 3 

10043 知床岬遺跡 北海道 斜毘l~斜里’ オホ 集時 ． 網走’ ・動物f動物 lオホー、侃石 梅献 北悔i小林柾 『知 網走醐 1964 144. 5965 43. 89608 3 

10044 知床岬遺跡 北海道 斜盟郡料且” 続純 銀栴／’ヨ’ 網走鉱・ ヒト五 人骨 1オホー、 土暗部 成人f札幌l·~ロー r知 網走輔 1964 144.5965 43句 89608 3 

100<15 オンネサル 北海道 阿嘩郡阿嘩R純文 その柑 ＊ 阿海情 喰 地形・地形J・ ． 
‘ －・ 北前i岡崎院 『阿 阿寒町4l!l65 144. 1005 43. 43033 4 

10046 下仁々志別 北海道 阿嘩判阿嘩関娘文 集略 ’‘ 
阿議拘・ ヒト長人骨 1アイヌ 士域I,¥ アイ3札幌I三橋4 『阿’阿；隼町唱 1965 144. 1753 43. 25242 4 

10047 弁天島遺跡 北海道 極室市弁天高 オホ JI!帯 司俳 極策刊 ・ 動物’動物f 1オホ一、電穴住居 魚類・ 国立 長持JI 『北 控室市事 1966 145. 581 43. 34022 3 

10048 西月ヶ岡遺3北海道 担室市西棋’ 被文 銀器 ーー 桜宣司 ・ 糠 実F稲実 e 線文 繋穴住居 モロ＝ 7砿E 場崎時 『北 植宣市自 1966 145. 5669 43. 32228 3 

10049 西月ヶ向遺S北海道 根富市西摂’ 餓文 集帯 司院 蝿笠H・ 樹稲F炭化4 l敏文 監穴住居 1属を 車京 組崎司 『北担宣市41966 145. 5669 43. 32228 3 

10050 西月!r岡遺B北海道 栂富市西浜’敏文 集車 司院 権揖司 ・ 1耐帽F木製A 3蝋文 Ill!穴拍居 3属を 班員I岩崎喝 何回植童市自1966 1'5. 5669 43. 32228 3 

10061 網走湖底追’ 北梅道 網走市湖南，前u文 その祉 ． 網走集・ 動物f動物・I・ 純文 包古胸 魚類－早稲＇＂＇干 r.t『網網走郷 1967 144‘0468 43. 916 2 

10052 第＂貝描E 北海道 千雄市美々 嗣文 JI!構 ． 千蹴司。地形 －地形／・ • 司俳 ． 北端i近堂本t 『千千融市41967 Ml. 7065 42. 77633 3 

10053 員 貝々塚 北海道 千歳市美＂ 純文 集落 －・ 千鶴司・地形 目地形I• ． ． ＝， ;1:1幅2近世帯t 『千千歳市41967 141. 7065 42. 77633 3 

10054 美々員塚 北海道 千蟻市美々 純文 1島稼 ． 千歳ii・積誕『実・ 縄文 貝府 司’ 北海i五十凪 『千千歳市41967 141. 7065 42. 77633 3 

10055 英々 貝塚 北海道 千融市集々 納文 i』S蕗 調脚 千歳ii・動物f動物I• 縄文 貝同 貝類 ・早稲1金子世 『千千越市自 1967 141. 7065 42. 77633 3 

10056 伊述山遺跡 北海道 石狩郡当別F純文 その他 ヨ’ 当DIJ何・地形・地形／$ ー－ 可也 ． ーー 三室曲 『伊当別町41970 141. 4832 43. 2368 4 
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4. 位置情報の与え方

しかし、このデータベース作成時の懸案として、

テキストデータばかりで位置情報が付与されてい

ないという問題が指摘されていた。確かに、考古

学↑静Eに位置情報が不可欠であるにも関わらず、

検索結果を地図上に表現するためには、上述の①

～③の方針を取る以上不可能であると考えていた。

それを可能にするためには、データ作成者から所

在地の精確な位置情報を入手し、それを特定の

GISソフトウェアを介して地図上に落とさねばな

らず、到底、インターネット用のブラウザでは無

理だと考えてきた。しかも、分析年次の古いデー

タは国土座標などの位置参照のための手がかりが

まったく無いものがほとんどであり、イ宇あるい

は大字レベルまでの町丁目から精確なアドレスマ

ッチング、を行うことはほとんど不可能に思われた。

しかし、考古学研究で必要とする古環境復元の

ためのデータは、それほどミクロなものは求めら

れていない。例えば、扇状地の基部や砂川、ほどの

微地形剣ヰの差が大きい部分ならともかく、現況

の字レベルの領域内の環境の差異はほとんど現状

第2表都道府県の東西南北の端点

ID 細道府県名
北西鋪，電車鰻置 m，匝幡緯置健置

北制純血 百蝋鍵E 甫制崎直 車輔経度

北海道 45・33・？’a 139・20’18’41・20’58・149• 53’68" 

2 膏蘇 41" 33’13" 139・30’01’40• 12’ 54• ’41・41’13’
3 量亭 40・21’52"1‘0・39’23’38・44’41" 142・04’34・
‘ 

宮繊 38・曲’00・140・18’42・37" 48’13" .... 40’ 44• 

' 戦国 40・30’30・13・.41’44’ 39• 52’13" 140・5・’ 5e・
． 山静 3・.12・ 21・ 13，・31'25" 37・43’51" 140• 39’oo・ 

7 福島 37• 58’25’ 139・10’05" 35• 47’18’ 141• 02’ 49• 
8 蓑城 36" 56’32" 139" 41’27" 35• 44’09’ 140・51’18’
． 栃木 37• 09’07’ ’39・1”47・39• 11’48’ 140" 17' 45• 
10 騨皿 37・ 03• 20・ 138・24’OD・35・58’55・139" 40’23" 

11 晦亙 39• 18’49’ 138・42’52" 35• 45’01・ 13・.54’13" 

12 予葉 38" 0・’ 03" 139・ 44’ 33• 34・ 53• ・e・ 140・52’33・
13 軍軍 38" 03’22・ 138・48’oo・ 35• 22’07" 140・04’57’
14 神膏川 35・40’10・138・55’os・ 35・07'32• 139・4γ58・
15 .号司邑 ,,. 33’02・ 137" 38’17帽 36・44’00・13・.5‘’ 12・ 

1・ 富山 38・＂’ 39• 138・46” 7” ,.. 18’17” ’37・・s’ 59•
17 右川 37" 51’01・ 138＇・ 14＇‘．－ 38・03’so・ ’37・22’08’
18 椙害事 38・17’33’135・27’08’35・20’25" 131・50’07"

1・ 山製 35• 58' 07" 138・11’oo・ 35・ 0・’ 54• 139・08’15"
20 晶 画 37・ 0γ39• 137・t，・ 20・ 35・11・ 43• 138・44’33・
21 植皐 38・ 2γ43• 138" 16’45’ 35・07'50’ 137・39’22・
22 静岡 36・ 38’ 34• 137・28’38" 34・34’13" 139・10’47・
23 量掴 35・25’18’138・40’26’3‘. 34• 28" 137" 50’28" 

24 三重 35・15’，e・ 135・51’22’33' 43’10・ 136. 59’28" 

25 濫置 35・42’02・ 135・48’。o・ 3‘. 47’15・ 136・ 27’ 29•
28 草郡 35・48°34• 134・51’23’34• 42’08’ 13・.03’30" 

27 京阪 35・02’53・’35・05’46’34• 18’07" 135・44’58・
28 兵庫 35・40’18’’34・15’19・34• 0・’09’’35• 28’17" 
29 畠庖 34• 48’・1’135・32’33’33• 51’ 20• ’35• 13’＇＇’ 
30 和取山 34• 22' 52’ ’35・00’or 33• 25' 47• 136" 00’，，. 
31 鳥取 35・却’ 41" 133• 08’15" 35• 03’w 134・31’os・

32 島楓 37• 14’33’ 13，・ 40’13’34・ 17’ 57• 133・23’23・
33 岡山 35' 20’ 59• 133・16’0・a 34' 17’42" 134・24’57’
34 広島 35・ 0・’ 09• 132" 02' 20’ 34・ 01 ’ 53• 133" 29’24" 

35 山口 3・..” 30" 130・41’42・33・41’53・132・28’12・

36 徳島 34• 14’58’ 133・38’48’33・32"10’ 134・48’28・
37 書川 34・33’41" 133・26’57” 34・凹’ 32• 134' 27’01・ 

38 量姐 34' 17’ 54• 132・00・5‘， 32• 52’ 53• 133• 41’... 
：岨 高知 33・ 52’ 49• ’32・28'56" 32・41’，，. 134・1・’ 00’
40 福岡 34・14'48’ 129・59’02’32・ 59’ 49• 131・，1’34’
41 佐賀 33・36’57" 129・44’21・ 32・56’so・ 130＇・ 32’ 40•
42 畢帽 34・・3’24’128・0・’ 21・ 31・＂’ 59• 130・23'21・ 

43 熊本 33・11’31"’29・58・33・32・Oo・21・ 131・1・’ 55・
a“ 虫骨 33・..’ ... 130・4・’ 37’32・42’40’132" 10’ 47• 
45 宮咽 目・田’os・ 130・42'20’ 31' 21’28’ 131' 53’18’ .. 鹿児島 32• 18’28’ 128" 23’50’ 21・ 00’日’ 131' 12’28’ 
‘7 沖縄 27・52’54’’22・55"59• 24" 02’28’ 131" 18’45’ 

では問題にはされていなし、そこで、都道府県や

日本列島レベル、およそ20万分のl以上の環境の

差異についてはこれを捨象できると考えた。した

がって、パソコンの1024×768ピクセルのモニタ

のほぼ半分に都道府県や日本列島が表示できると

して、その内部の領域にドットが明示できるよう

に設計した。次の間題は、アドレスマッチングで

ある。近年、町丁目から緯度経度や国土平面直角

座標へのアドレスマッチング、サービスを提併する

ことも珍しくなくなっている。本クリアリングハ

ウスの開発では、東京大学空間情報科学研究セン

ターの相良毅氏が公開するサービスを使用した。

ここでは、アドレスマッチング、の精度も表示され

るため、精度の低いものについては、町丁目につ

いて調べなおして正確な地番まで入力した。かく

して、字レベルまでの所在地というテキスト情報

に10進法の緯度経度による位置情報を付与する

ことが出来た。

第 2図相良毅氏のアドレスマッチングサービス

(http://fujieda. csis. u-tokyo. ac. jp/cgi-bin/geocode. cgi) 

？硲踊~＂属品証面凶ヨ...... ＂＇＂＇、

第3図 京都切明也図（カシミーノレ3Dで切り出し｝
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, . トップ画面

スタートボタンをクリック

2.検索条件設定画面

フリーワード／プルダウンによる検索

3.検索結果表示

例：樹種同定結果の表示

4.データの1つを選択したところ

データの位置が表示される

5.データ詳細の内容の表示

一覧表示

6.単一の都道府県を選択したところ

例：京都府

第4図古環境復元のための考古学情報クリアリングハウスの操作方法（1)
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7.解説文中の1遺跡を選択

データがドット点滅

8.遺跡を選択した時のテーブルの表示

例：雲宮遺跡

10.遺跡カードの表示

第5図 古環境復元のための考古学情報クリアリング、ハウスの操惟方法（2)

次は、位置情報を表示する地図を作成する作業

である。地図のデータは、国土地煙院が発f子ずる

数値地図50mメッシュ（日本測地系）を使用した。

これを杉本智彦氏作成になるソフトウェア「カシ

ミー／レ3DJの緯度程度指定による画像切り出し

機能を作成して、長方形の都溜守県画像を切り出

した。この場合、都湖守県の東西南北の端点は、

国土地君臨完によって公開されているデータに依拠

して切り出した。

この段階で、四隅の位置情報が判明している長

方形の地図画像とアドレスマッチングで位置情報

が付与されたデータを得ることになった。次の課

題は、これをモニタ上で重ね合わせることである。

この時に、 DynamicHTMLの機能を援用して、切り

出した地図をlヒ。クセルごとのグリッドに割り振

って、その該当個所にド、ツトを表示するというプ

ログラムを設計した。すなわち、 Javascriptによ

る検索の結果を、あらかじめ四隅の分かっている

マップ上の相対位置にドットで出力するというプ

ログラムを設定したのである。そのベージのソー

スは、

<html> 

<head> 

<meta http_equiv="Content-type” 

content='' 

〉<title>LDOOOOO一Prototype</title

くli出 href="INDEX.CSS"rel="StyleSheet" 

type="text/css"> 

</head> 

くframesetrows="28%，ν〉

くframesrc＝”DBL H別H name=”FirstFr醐 e">

<fram巴setcols＝＇’5倒，〆〉

<frame src="DBZ.H別H nar『1e="S巴condFra『ne"

<fr師 E src="DB3.HTM" name="ThirdFr醐 e"

</fr血巴set>

<!fr凹 eset>

〉
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第6図弥生附櫛物珪畿体分析遺跡

<no fr捌 e>

<body text＝’black" link="blue" vlink="blue" 

ali出＝’blue’bgcolor="antiquewhite">

</body> 

</nofr師 e>

</html> 

であり、フレームごとに検索結果と位置情報を分

けて表示させるようにしている。ただ、これでは

検索結果がどのドットに対応するかが不明確であ

るという指摘を受けた。そこで、検索結果を表示

するテーブル上の遺跡唱上に一定時間マウスのポ

インタを載せておくと、地図画像がリフレッシュ

して該当デ｝タのみがドット点滅するように改良

した。

5. 環境考古学クリアリングハウスの活用

今回作成したクリアリングハウスで、従来まで

のテキスト情報のみで、は得られなかった新たな研

知見角の可能性が広がった。その特長点は以下の

とおりである。

① 従来、位歯育報を可視化するためには

特別なGISソフトウェアを必要とし、

特にMacintosh機では対応するものが

少なかった。このクリアリングハウス

は、マシンスペックやシステムとブラ

ウザによってレスポンスの時間差は

あるものの、 Windows機・Macintosh

機の区別無く、インタ｝ネット用のブ

ラウザでJavascriptが走れば利用可

能である。

② データベースはエクセルに入力した

ものをcsvのテキストデータにして取

り込んでおり、データの入力や更新が

容易である。

第7図脂肪断析遺跡

6. 今後の課題

このクリアリングハウスについては、多分に改

良の余地もあるが、ほぽ初期の目的を遣すること

が出来た。最後に、今後の課題を列挙して、まと

めに代えたい。

① 使用語句などが多岐に分かれる結果

となり、クリーニングに労力を要した。

また、提供者に多大な負担を掛けるこ

とになり、網離句なデータ収集の方法

が確立していなかった。Javaを活用し

たアンケート形式のシートを置くな

ど、負担を軽減を図りたい。

② 地図画像はスケールを変えて表示す

ることが出来なかった。

③ 分析結果の内容については提供者か

らのデータに手をつけなかったので、

分析結果の検索ができなかった。

また、本クリアリングハウスのプログラムは、

環境考古学以外のデータにも応用が可能である。

位置情報の考古学研究への活用がいっそう推進さ

れる契機となれば幸いである。

なお、本クリアリングハウスの作成に当たっては、大

手前大学史学研究所オ」プン・リサーチ・センター整備

事業による研究の一環として、開発費ならびに実作業に

ついて大手前大学から多大なご協力をいただいたほか、

細川普太郎氏（関西大学文学部）から実作業の協力を受け

た。末尾ではあるが、記して感謝したi,'o 
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平安京における空間情報システムの整備と条坊復原
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Bunkyo Green Court21F,2-28-8 Honkomagome 
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本稿は平安京における条坊復原と空間情報システムの整備が今日に至る経緯を歴史的順に並べ，

ダイジェストとして記述したものである。また平安京の数値復原モデルを実際に作成した過程を、

条坊復原の当事者である内田賢二氏にお願いして当時の原稿を再録した。

Summary: 

Reproduction of the HEIAN Capital and a sp:J.tial infcrrnation system a町出1g出 hhistorical 

order the circwnstanc出 whichresult by the end of today, and describes this paper as a 

digest. 

Moreov町， Iasked of Mr. Ken.ii Uchida who is a p世soncone世間dwi血 HEIANCapital 

reproduction of the process which actually created the numerical model of HEIAN Capital , 

and the manuscript of th岱 edays w出 re-recorded.
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京都、平安京、条坊制、担lj量システム、基準点、最小自乗法、 G問、古代国家
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State 

-49-



1 平安京における空間情報シス
テムの整備と条坊復原

1 . 1 はじめに

延暦13年（794年）に遷都された平安京は、江戸

に幕府が聞かれるまで日本の首都であった。し

かし首都移転によりその政治的地位は低下し、

次第に「古都：皇都Jとしての性格を強めて行

く。そして、いつしか平安京を古都として研究

する流れが出来上がり、これが今日まで続く平

安京の研究の基礎となっている。

本稿は主に平安京の条坊復原について、それ

がどのように研究されて今日に至ったかを、京

都市内における発掘調査と遺跡調査基準点をは

じめとする空間情報システムの整備という側面

から先学達の足跡を辿るものである。

なお、ここで言うところの「条坊」とは「延

喜式」左右京職の京程に記述されている碁盤の

目状の区画のことである。

1 . 2 森幸安による平安京復原

平安京を歴史地理的側面から復原しようとす

る研究は、 18世紀半ばに森謹粛幸安によって始

めらた。その成果は、寛延3年（1750年）に製

作された「中古京師内外地図」と宝暦 3年

(1753年）に製作された「中昔京師地図」とし

て今日に見ることが出来る。特に「中古京師内

外地図Jは、平安遷都から応仁の乱以前の京都

が、当時の文献・資料などを使い、歴史地図と

して復原されている。平安京を歴史的地理空間

として復原する研究はここに始まったと言って

も過言ではない。

1 . 3 裏松光世（固禅）による大内裏図考証

宝暦事件に連座し、永塾居処分を受けた公家

である裏松光世（固禅）は、「拾芥抄」などの資

料と古図を用いて「大内裏図考証全55巻Jを

完成させる。その研究成果は天明の大火（1788

年）で焼失した御所を再建するための基本資料と

して利用された。さらに文化年間（1804～1818)

には内藤広前により更訂が加えられ、より完成

度の高い資料となった。

1 . 4 平安通誌と平安京全部実測図

明治27年（1鈎4年）の遷都110（洋の記念事業と

して湯本文彦を中心に「平安通誌」が編纂され

た。その付図として作成された「平安京全部実

測図Jは、京都市内を実際に測量して縮尺

1/8,300の地図を作製した上に、「延喜式J左右

京職の京程に基づいて復原された平安京の条坊

を書き込むという、これまでの条坊復原図と違

った近代的な手法が取られた。さらに重要なこ

とは、この作業過程において平安京を造営する

に際に使われたであろう「造営尺Jの実長

(30.29cm）が求められたことであり、近代的な

平安京の復原はここから始まった。

1 . 5 杉山信三氏による条坊復原（1977年）

杉山信三氏（当時奈良国立文化財研究所）は、

昭和35年から始まった西寺の発掘調査で得られ

た伽藍中軸線から現存する東寺伽藍中軸線の距

離を実測し、それを3,000尺で割り造営尺

(29.91cm）を求めた。さらに、後の調査で金堂

と南大門の遺構を検出し、それらの位置関係か

ら造営方位（真北より西に22～29分振れる〉を

求めた。これは、これまでの復原と異なり、実

際に発掘調査で検出された遺構を復原の基本に

した初めての考古学的復原である。この成果を

元にした杉山氏の条坊復原図は、後に京都市都

市計画図1/2,500上に書き込まれ、後の調査に

おいて使用され、ほぼ矛盾がないことが確認さ

れている。

1 . 6 平安京における発掘調査体制の確立

昭和45年（1970年）、京都市に文化財保護課

が誕生し、平安京内における工事に対して、行

政がチェック出来る体制が整備された。その結

果、発掘調査が恒常的に行われるようになり、

発掘調査件数は指数級数的に増大し、膨大な資

料が蓄積されることになった。そして昭和51年

になると、それまで平安京内で発掘調査を行っ

ていたいくつかの任意団体が統合・整理されて、

財団法人京都市埋蔵文化財研究所が設立された。
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1 . 7 増大する発掘調査と課題

平安京内で行われるほとんどすべての調査は

記録保存を目的とした「緊急発掘調査Jであり、

遺跡のほとんどすべては発掘調査後に消滅して

しまう。そこで遺跡の場所や形状を実測図とい

う形で保存される。現在の常識から考えると信

じられないことだと思うが、それまでの平安京

内における発掘調査のほとんどは、実現j図作成

に使用する原点や方向なと、の規格はほとんどな

く、各調査ごとに適当に設定していた。現在の

基準から見ると、何の基準もなしで作成された

実現lj図は、発掘終了後にその位置を正確に知る

のは不可能で、後述する田中・田辺氏の言葉を

借りるなら、「記録としては完全に失格」の状態

であった。 1 . 9 空間情報システムの整備

国土座標を導入する以前は、条坊遺構の位置

1 . 8 遺跡発掘精密基準点の設置 関係を論ずる際に、復原条坊図が書き込まれて

このような状況から、田中琢氏（当時、奈良 いる1/2,500の京都市都市計画図を利用するこ

国立文化財研究所）と田辺昭三氏（当時、京都 とが多かった。しかし、地図とは所詮紙の上に

市埋蔵文化財研究所）は連名で、「国土平面直角 描かれた絵であり、それ自身が持っている精度

座標系のなかで、遺跡あるいは発掘調査地点を は限界がある。縮尺が1/2,500の都市計画図の

位置づけるJという考古学史上画期的な提言を 場合、実寸での水平位置の標準偏差は±l.75m

京都市に対して行った。京都市もその提案を受 程度である。この数字が意味するところは、 1

け入れて、昭和52・53年度に平安京を中心とし 枚の地図中における位置誤差は、およそ68%

て京都市全域に国土座標に基づいた遺跡発掘基 が±l.75m、95%が土3.00mの精度の中に収ま

－
E

F

T
－
E
B
E
E
－－，、
1
t

準点（1級基準点） 35点を設置した。またそれに

呼応して、京都市埋蔵文化財研究所では、当時

非常に高価だった1級のセオドライと光波測距儀

を導入し、専従の職員を配置した。以後、京都

市内で行われる発掘調査には基準点を設置する

ことが常識となり、それ以降同一座標系（第6座

標系）のもとで調査記録の作成が可能となった。

遺跡発掘基準点の整備によって、広大な平安

京から見ると「点Jにしか過ぎない発掘調査を

積み重ねることにより、面として平安京を復原

する基盤が形成された。今から考えると、この

時点でようやく、平安京の造営技術を越える精

度での記録が可能になったとも言える。

〈〈〈〈〈 ソクリョウカート‘ ≫≫> 02/11 /29 

ー23960m -23956m 
-109912m ＋ーー－ーーー－－－－ー－－ーー＋ーーーーーーーーーーーーーーー＋N0=99HK-AB K-1 

SV=ND 64-3 A51DK 
X＝司109913.494m
Y＝ー23958.818m
Z= 35.438m 

＋ーーーーー＋ーーーーー＋・ーーーー＋

:A51CJ:A51CK:A51CL: 

-109912m 

1. 49 

＋ーーーー 1.18 －ーーー ＊ ーーー－ 2.82 －ーーー＋
＋ーーーーー＋ーーーーー＋ーーーーー＋

:A51DJ:A51DK:A51DL: 

＋ーーーーー＋ーーーーー＋ーーーーー＋

:A51EJ:A51EK:A51EL: 

2.51 

＋ー－ーーー＋ーーーーー＋ーーーーー＋ ー109916m ＋－－－ーーーーーーーーーーーー＋ーー『ーーーーーーーーーーーー＋ ー109916m 
-23960m -23956m 

図． 1 測量カードの例
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ると言うことである。また、当時の地図製作技

術は現在と比べると技術的な制限が多く、場所

や地形によってはこれより盗かに劣る精度しか

ないことが実地において確認されていた。この

ことから、地図上に描かれた条坊復原図を使っ

て精密な議論を展開することは、それ自体が無

謀であると言うことが明確になってきた。

遺構の記録に国土座標を導入して以降、統ー

した座標系において品質の揃った記録が蓄積さ

れるようになり、地図上では到底不可能な、精

度の高い遺構聞の空閥解析が可能になった。そ

してそれは、更に高精度かつ記述媒体に依存し

ない条坊復原モデルの登場を待望することとな

った。

1 . 1 0 内田・平尾による数値モデル復原

1981年、京都市埋蔵文化財研究所の内田賢二

氏（現ライカジオシステムズ）と平尾正幸氏は、

延喜式の左右京職京程から平安京の数値化され

た条坊モデルを作成し、発掘調査で発見された

確度の高い32カ所の条坊遺構を使い、数値化さ

れた条坊モデルによる平安京の復原を試みた。

その結果、これまでとは比較にならない高い精

度で、造営尺（29.83cm±0.67mm）と造営の

振れ（座標北に対してー0度14分32秒±48秒）を

得ることが出来た。その成果を元にした平安京

の復原モデルは、何回かの改訂（ほんの僅かで

〈〈〈右京 S粂 2坊 1町〉〉〉

M 0 D E L 60 
造営尺＝ 29.84708cm 
造営の振れ = -0・14・03・・
原点 x z ・109788.02m
原点 y S 蝿 23237.75m

X,Y は朱雀の中心と二条南築地の中心

二条大路

1 －－ー－11・－－－21・・・・31・ー・－41

2 ・・ー－12－ーー”22----32 ・・・・42

3 ・・ー・13・・－－23・・ー咽33－”・・43

4 ・・ー・14・・ー－24・・・・34----44 

西初負小路 5一一15----25一一35一一45 西大宮大路

6 ・・ー・16－－ー－26・－－・36・・・・46
7 ----17 ・－－－27----37 ・ー・・47

8 ・・・ー18----28 ・・・・38－－ーー48

9 ----19 ----29 ・帽・・39----49 
押小路

あるが）を重ねつつ、今日まで平安京における

発掘調査の最も基本的な資料として広く使われ

ており、後年の発掘調査における結果も、その

復原精度の高さを証明しており、平安京が今日

の基準から考えても、非常に高い土木技術を持

って、造営されたというこが容易に推測される。

1 . 1 1 空間情報システムの完成

1982年に測量システムと平安京の数値モデル

が完成したことと、視IJ量計算用にパーソナルコ

ンビュータ（NECPC-8801）が導入されたこと

により、測量作業の終了後は迅速に「測量カー

ドJと「条坊カード」が出力可能になった。

「測量カード」とは、発掘現場に設置した基

準点の空間情報である平面直角座標系（第6系）

における座標値XYと東京湾平均海水面からの

高さ（ジオイド）である標高Zが記述されてお

り、基準点測量が終了するとこのカードが自動

的に作成される。また、遺物の取り上げや図面

の整理のために、国土基本図の図葉番号｛ND54-

3）を更に細分化した4rnx4mのメッシュコードも

一緒に表示している。

「条坊カード」とは、平安京におけるの任意

のー町の四行八門を、平面直角座標系（第6系）

における座標値で表示したものである。プログ

ラムの内部では、平安京の数値モデルと条坊復

原で求められた造営尺と造営の振れがパラメー

l.X・・1・・7・I.DD・11.l•·ID871D.I，・.. ・・－・・・7・・.76・0)目l・・101790.・2・....・・ID871D.'1・
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図． 2 条坊カードの例
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タとして使われている。復原当時は32箇所のデ

ータによりパラメータを決定していたが、その

後発掘調査で発見された条坊遺構を加え再計算

を行い、現在は60箇所のデータから求めた値を

採用している。そしてそれらの空間情報が整備

されることにより、 1985年には日本で初めての

遺跡GISが開発されるに至った。

1 . 1 2 測地成果2000とGPSの導入

1997年に建設省国土地理院は「測地成果2000J

の構想、を発表した。これは明治以来、我が国が

10（洋以上にわたり使用してきた測地体系を大幅

に変更するもので、閉じ場所を表示する座標値

（経緯度）は大幅に変わることになった。さらに

これまで使用してきた旧測地系は、最新の宇宙

観測技術により構築された「調lj地成果2000Jと

比べると、長い間に地殻変動によるズレや測量

誤差、つまり計算では補正することが困難な非

線形な歪みが内部に蓄積されており、新旧の測

地問で精度の良い座標変換が可能か否かは不明

であった。

また、昭和52・53年度に設置した遺跡調査用

基準点も、京都市内における建築規制の緩和に

より高層建物が増え、基準点聞の視通の確保で

きなくなり、使用不可能な基準点が出てきた。

併せて、小学校の屋上に設置した基準点も、京

都市中心部のドーナッツ化現象により小学校の

統廃合が行われた結果、校舎自体が無くなり、

多く基準点が亡失した。そこで、京都市埋蔵文

化財研究所は、調lj量作業の効率化と高精度な新

旧の座標変換を目的として1998年にGPS(Global

Positioning System)を導入して独自の電子基準

点を設置、本格的な運用を開始した。その結果、

座標導入当時は、数名のスタッフで観測・計算

に2日ほどかかっていた基準点設置作業が、現在

では筆者一人でほぼ1日以内になっている。

1 . 1 3 新旧聞の座標変換

2002年4月1日から測量法が改正され、「測地

成果2000Jが施行されたことにより、旧測地系

と新測地系を高精度に変換する作業を開始した。

先ずはじめに国土地理院が運用している電子基

準点を使って京都市内に2カ所の新たな電子基準

点を設け、座標変換の係数を求めるために、新

測地系で旧基準点（13点）を計測した。

座標変換の方法は、平安京の条坊復原の際に

使用したヘルマート変換（直交座標変換）であ

り、座標変換に必要な4つの変換係数（原点X、

原点Y、座標軸の回転θ、縮尺入）も条坊復原

時と同じく最小自乗法を用いて求めた。新旧の

座標変換精度を比較する対象として、国土地理

院が公式に提供しているTKY2JGDと筆者の方法

を比較してみると、 TKY2JGDが±7.2cm、筆者

の方法が±2.7cmであり、我々の用途から考え

ると、十分な精度で新旧の座標変換が可能であ

り、過去のデータとの互換性が確保できること

が判明した。

1 . 1 4 まとめ

これまで述べてきたように、平安京における

空間情報システムの整備と条坊復原は、お互い

理想的な相関関係を保ちつつ、非常に長い時間

と多くの人々の尽力により今日まで発展してき

た。

0 •' ... 

図3 ヘルマート変換

ー守
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2 平安京条坊復原のための平均
計算

2. 1 目的

本稿は、南北約5.2km、東西約4.4kmを占め

る平安京を復原するものである。

使用するデータは、発掘調査で確認された条

坊の道路中心あるいは側溝の中心である。位置

情報は、平面直角座標系6系を使用する。どのよ

うな方法で復原するかは、後述するが、条坊は、

延喜式に記載されているある種の設計仕様の丈

尺を仮説とし復原する。永年、図上法で条坊復

原がされてきたがここでは数値法で行うものと

する。したがって、 1町の占地は、 4J点の平面

直角座標系6系の座標で表現できる。当然のこと

ながら、条坊方位、造営尺は求められる。

2. 2 平安京造営尺・条坊方位・位置の決定

大路・小路等は、すべて延喜式に記載されて

いる寸法である事を仮定する。なお堀川小路は、

八丈とする。平安京全体が、同じ造営尺、同じ

条坊方位で造営されたと仮定する。

これらの仮定に基づ、き最小二乗法を利用して造

営尺・条坊方位および、任意の一点の位置を求め

る。つまり 4つの未知数を求めることである。

なお、ここでは任意の一点の条坊での位置は押

小路・野寺小路南西築垣心とする。

平均計算は、手軽な方法をとった。一段目は造

営尺・条坊方位、二段目は任意の位置のVI座標

系でのX・Y座標の各2変数の逐次平均法である。

観測方程式は、ヘルマート変換式である。

KD＝（沼－XO)Cosθ ＋（Yi-YO)Sin8 

KD=(Yi-YO)C缶 Oー（沼ーXO)Sin8

但し、

。：条坊方位

上記の観測方式より誤差方程式を作る。

υ対＝（氾－XO)Cosθ＋（羽－YO)Sin8 -KD (1) 

υyi=(Yi-YO)C岱 O一（Xi-XO)Sinθ－KD (2) 

θとDを真値の近傍でテイラー展開すると（1）、

(2）は線型化されて次の様になる。

υi ＝υi( （） ’， D’）＋＜a u ii aθ’）ムe+<aυ

ii aD’）ムD (3) 

但し（1）は条坊の東西に走る道路、溝に適用し、

(2）は南北に走る道路、溝に適用する。

(3）より最小二乗法に基づ、いて、

a o：υi×υi) /a D=O 
a (2:υi×υi) /()()=0 

この二式により補正値であるムDとム Oを求め

最確値である、

D=D’十ムD

θ＝ （） ’十ム0

を計算する。

以上が一段目の平均である。その平均が終了後

に次の平均を行う。

二段目は一段で求めたD、。を既知としXA• 
YAを変数として、同様に

a (2:υi×υo / axo=0 
a cエυi×υi)/ oYO=O 

より、

D：造営尺単位は、 ml丈である。 XA=XA’＋ムXA

XO,YO：ここでは押小路・野寺小路南西築垣心 YA=YA’＋ムY

位置とした。

Xi.Yi: i地点の条坊の側溝あるいは道路中心の位 を求める。

置

K ：延喜式に基づく i地点とO地点の相互の距離 なお計算はSEIKOS-500によった。プログラ

単位は、丈である。 ム言語が特殊であるために、ここでは掲げない。

連立方程式は、ガウスの消去法によって求めた。
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＊ここでは2段階での平均計算を行ったが、造

営尺D、条坊方位。、任意の点XO,YOを同時

に平均計算する方法を、長岡京第31号（1984年

3月1日発行〉に「長岡京条坊復原のための平均

計算」と言う表題で発表した。

2. 3 計算結果

32個のデータより、

造営尺 D=29.83cm±0.67mm 

条坊方位 θ＝－0° 14’32" ±48" 

X= -109924.40m土0.39m

Y=-24251.29m土0.68m

＊条坊方位は座標北からの振れ、 X,Yは押小

路・野寺小路南西築垣心

2. 4 考察

計算結果の数値を使用し、押小路・野寺小

路・南西築垣心からの南北あるいは東西の距離

を計算した値と、延喜式に基づく値（理論値）

の差を図4に示した。この分布状態が正規分布に

なるか、カイ二乗検定によった。その結果は、

正規分布の仮説が採択された。遺構の時代の違

いがあるがそれを無視しでも、この分布の状態

は積極的に述べるならば、造営の際の土木技術

を想定出来る。この分布より推定される位置の

約±1.8mの幅の中に68%の確率で予想される道

路・溝の遺構が存在すると考えられる。ちなみ

に東寺の築地と一条戻り橋の位置は、平安京造

営当時の原位置を保っているといわれており、

計算結果から求めた位置は、現状の地点にプロ

ットされた。

図4 計算値一理論値

． 
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－．
 

’・
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2. 5 まとめ

昨今、考古学の必要とする条坊復原精度は、

建物、溝、柵等が条坊と知なる相関をしている

か、いいかえればー町の南北中軸線が建物の中

心に当たるかとか、数メートルの精度を必要と

するレベルでの復原であり、先学の1/2,500の

地図上での条坊復原図は、推定位置での溝、道

路の発見により、復原図の正確さ、条坊の精確

さが概ね認められるものの、この水準の論に対

して全く用をなさない。又、数メートルの位置

での論を展開出来る程、条坊が精確に造営され

ていたのかも判っていなかった。

条坊のような広い地域にまたがる遺跡に対し

ては、遺構聞の空間的関係も、せいぜい

1/2,500地図上での考察に止まり、言い換えれ

ば、条坊を造営した技術より低い技術をもって

して条坊を語っていたのでは無いだろうか。こ

れが平安京条坊復原の大きな障害であった。

条坊を施工した土木技術及びー町内の宅地割

りの条坊との関連を論とするならば、造営技術

以上の技術を持って推し計らねば、その実態は

おろか、なにもわからないし、地図上での分析

は可能であろうが、精確で定量的な分析はとて

も望めないのである。

今回行った条坊の復原は、昭和52・53年に京

都市精密基準点が市内に設置されて、各遺構の

位置が平面直角座標系6系に基づいて数値化さ

れ、遺構の空間的な位置を高精度に解析できる

基盤が整ったことで可能になったのである。

社会インフラとして基本的な空間情報が整備

されていない時代には、 1/2,500の図上に遺構

をプロットせざるを得ないことは理解できる。

しかし昭和52・53年の基準点の整備以降を考え

ると、数値によって条坊の復原およびその分析

をしていかなければいけない時代に突入したと

考えられ、それには測量、数学・統計学などの

基礎的な知識が必須である。

数値による条坊のモデルが、今後の発掘調査

による検証にかけられ、その有効性を立証でき

るならば、四行八門といわれるー町の区画も、

発掘調査によりさらに具体的なイメージがなさ

れるであろう。また、復原モデルは、より深化

した新しい視点に基づく完成度の高いモデルを

要求していくだろう。つまり、条坊の復原が終

わったのではなく、ここから始まるのである。
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2. 6 おわりに

余談ではあるが、平安京東京極大路と平城京

西京極大路は、 30数kmも離れているにも関わら

ず、東西にわず、か10αn程の位置にある。条坊の

方位も同値に近い。

3 あとがき

空間情報システムの整備と条坊の数値復原が

ステムの整備」と「2平安京条坊復原のための

平均計算平安京」の2部からなり、前者は宮原健

吾が担当し、後者は1982年当時に内田賢二が書

き記したものに、今回本人自らが若干の加筆を

したものである。
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表1 平均計算に使用した条坊遺構一覧

番号 条坊名 遺術 x座標（m) Y座標（m) 番号 条幼名 遣制庫 X座標（m) Y座標（m)

l大炊御門大路 南側溝 -109487.10 -23948.00 17 六角小勝 北側溝 ー110440.71 ・21677.04

2 押小路 道路中心 -109919.00 ・24249.00 18 樋口小路 道路中心 -111516.95 ・21676.85

3 西堀川小路 東側溝 ー111275.00 -24093.00 19 六条坊門小路 南側溝 ・111656.00 ・22522.00

4 勘解自小路 道路中心 -111528.66 -23965.22 20 楊侮小路 道路中心 -111781.40 -22478.50 

5 七条大路 南側溝 -112476.43 ・24337.78 21 楊傍小路 南側溝 ー111786.80 -22478.50 

6 七条大路 南側溝 -112475.70 -23870.94 22 楊梅小路 道路中心 -111780.37 -21667.24 

7 春日小路 南側溝 ー109327.93 -21129.10 23 六条大路 北側溝 -111910.59 ・21671.28

8 万里小路 東側溝 ”109327.97 ー21284.73 24 六条大路 北側溝 司 111910.80 -21649.00 

9 冨小路 西側溝 -109327.59 -21162.88 25 左女牛小路 道路中心 ・112054.85 ・21672.89

10 大炊御門大路 南側溝 -109475.45 -21685.59 26 七条坊門小路 北側溝 -112187.09 ・22258.94

11 富小路 道路中心 ー109578.00 ー21155.50 27 七条坊門小路 道路中心 -112186.35 -21670.54 

12 二条大路 北側溝 ー109736.00 -22498.00 28 七条坊門小路 北側溝 ・112182.51 -21599.79 

13 平安宮南限陸 帽109746.97 ・22973.37 29 北小路 道路中心 -112320.50 ・21668.78

14 朱雀大路 東側溝 -109855.00 ・23199.00 30 滋小路 道路中心 -112593.82 -21666.45 

15 二条大路 南側溝 -109776.34 ー21676.22 31 八条坊門小路 北側溝 -112721.70 -21735.90 

16 三条大路 北側溝 -110299.68 ー21677.92 32 樋口小路 道路中心 -111528.66 -23965.22 
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あらまし：

中世都市の構造と景観

the Structure and Landscape in the Medieval City 

鋤柄俊夫

Toshio SUKIGARA 

同志社大学歴史資料館

干610-0394京田辺市多々羅都谷 1・3

Doshisha University Historical Museum 

1・3Miyakodani,Tatara,Kyo阻nabeCity,Kyoto 610・0394,Japan

これまで、中世史研究の主要な課題は、荘園制に代表される農民と武士の対立の歴史であった。しかしこ

れに対して、中世の日本列島で重要な役割を果たしていたのは農民だけではなく、工人・商人・漁民・芸能

民そして宗教者たちでもあったことが、明らかにされつつある。そして中世の都市とはまさにこういった人

々が集住していた場所であり、それらは京都や鎌倉以外にも、多く存在していたことが明らかにされてきて

いる。中世都市の研究は、中世史を見直す大きな原動力となっている。

これを前提として本研究が対象とした地域は、京都府八幡市に所在する木津川河床遺跡と京都府京田辺市

に所在する普賢寺谷の中世館群である。木津川河床遺跡は平安時代後期から中世前半にかけて繁栄した石清

水八幡宮の境内都市であり、普賢寺谷の中世館群は室町時代におきた山城国一撲の拠点と推定されている中

のひとつである。本研究では、考古学調査によって普賢寺谷中世館群の景観復原をおこない、モデ、ルを作成

しシミュレーションをおこないたい。また考古学・地理学・文献学調査によって木津川河床遺跡とその周辺

の遺跡を総合化し、 GISの方法によって石清水八幡宮の境内都市の構造を明らかにしたい。

summary: 

So far, as for the main problem of the medieval history research, the farmer and the warrior were 

opposing.However, in Japan in the Middle Ages, the紅 tis加， themerchant, the fisherman, the entertainment people 

and the religion persons, too, were an important character. Then, the city in the Middle Ages is the place which wぉ

living in them.Then, a lot of cities in the Middle Ages existed at the people except Kyoto and Kamakura, too.The 

research in the Middle Age city is the big motive power to reconsider a medieval history. 

This research dealt with the Kitsugawa riverbed ruins in Kyoto Prefecture Yawata City and the Fugenji valley 

ruins at Kyoto Prefecture Kyotanabe City, presupposing this.The Kitsugawa riverbed ruins訂ea city in the 

Iwashimizu・hachiman-gushrine who is prosperous in the Kamakura times from血eHeian Period.Fugenii valley ruins 

( the residence group ）釘eestimated to be the base of ”Yamashiro Kuni lkki”（ the Muromachi times ) . 

In this research, a view is restored in the Fugenji valley ruins by the archaeology investigation, it creates a model 

and it wants to do a simulation.Also, it analyzes Kitsugawa riverbed ruins by the investigation of the釘chaeology,the 

geography and the philology, being general and it wants to clari今 the structure of the city in白e

Iwashimizu-hachiman-gu shrine by the way of GIS. 

キーワード：

中世都市、考古学、遺跡情報、数量化、写真測量、景観復原、 GIS、石清水八幡宮、普賢寺谷

keyword: 

A medieval city, archaeology, remains information, quantification, photograph measurement, landscape restoration, 

GIS, Iwashimizu聞hachiman-gushrine, hugenjidani valley. 
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1 はじめに 一都市研究の意義一 明である。本研究では測量・分布・発掘調査などか

ら、これら 2遺跡の景観復原をおこない、京都や鎌

中世史を見直すにあたり、今、最も注毘されてい 倉などの特殊な都市ではなく、中世において各地で

るのが都市研究である。これまで、中世史研究の中 みられた一般的な都市とはどのようなものであり、

心的な課題とされてきたのは、荘園制に代表される それは遺物と遺跡からどのようにモデル化され、そ

農民と武士の対立の歴史で、あった。しかしこれに対 して文献史研究の成果とはどのように関わり合うの

して、中世の日本列島で重要な役割を果たしていた か、それらを説明したい。

のは農民だけではなく、様々な職種に携わった工人、 さらに本研究では、対象とする村・町・都市など

大量で多岐にわたる品々を運び、それで利益を得て の遺跡を個別に扱うのではなく、それらが地域にお

いた流通業者と商人、日本列島を取り囲む海で生活 いて各々必要な役割を担いながら相対的な社会力学

していた人々、芸能民そして宗教者たちでもあった の関係において均衡的に配置されていたことを重視

ことが、網野善彦氏をはじめとする研究者たちによ し、その複雑な因果関係をGISの方法により多変量

って明らかにされつつある。 解析的に分析することを試みたい。一般的な村や町

一方中世都市とはまさにこういった人々が集住し に対する都市の特質は、この方法によって明らかに

ていた場所であり、それらは京都や鎌倉以外にも、 なるはずである。

日本列島のいたるところにあったと考えられ、それ なお本研究のモデ、ルとなった研究事例は、 Anthon

ゆえ中世都市の実態がわかれば、中世史研究はこれ y M. Snodgrass & Johon I. BintliffによるBoeotia

までと違った部分で飛躍的に進むと言われているの でのフィールド調査とその報告を代表とする。

である。実際この研究は、政治と文化の中心であっ

た京都や鎌倉などの代表的な中世都市で、多く残さ 2 研究の履歴

れている史料によって様々な視点からの成果が発表

され、中世史を見直す原動力のひとつとなっている。 先に述べたように、本研究にとって重要なポイン

しかし、これら以外の日本列島の各地にあった、 トは、ひとつには、遺跡情報の数量化とそれに地理

農村とは異なった多くの町や村や都市的な場につい 的な要素を加えた多変量解析であり、またひとつに

ては、その研究こそが京都や鎌倉などの中心的な都 はそれをシミュレーションして検討するための臨場

市以上に必要であるにもかかわらず、文献史料でこ 感溢れるプレゼンテーションである。

れ以上の研究を進めるのが困難なことと相侠って、 その点で本研究には、これに先行するものとして、

網野善彦氏の中世都市論に疑問が投げかけられるな 次に述べる遺跡情報の数量化による中世村落の復原

ど、混乱と停滞が各所で生まれてきている。 研究をもっている。本研究の基本的な考え方は、こ

そこで本研究の目的であるが、このような中世都 の研究にはじまる。

市研究の現状をふまえ、限られた史料から知られて 鋤柄俊夫1993『中世丹南における職能民の集落遺跡」

いる各地の都市的な場を、文献史料の乏しい地域に 『国立歴史民俗博物館研究報告』48集

おいても有効な研究成果を築き始めている中世考古

学の方法によって調査・分析し、あらためてそれら その研究の対象地域は大阪府南河内郡美原町から

が網野善彦氏の描く中世都市論とどのように一致 堺市におよぶ一帯で、記録によれば、この地域は平

し、また異なるのかを明らかにし、それによって従 安時代末期から鎌倉時代にかけて河内鋳物師と呼ぱ

来の中世史研究にもまた中世都市論にも新たな展開 れる、金属加工技術者の本拠地であった。

を促すところにある。 この研究では、このような地域の状況を前提にし

そのために、本研究では対象とする地域を京都府 て、最初に地理・文献・考古の整理によって古代か

八幡市に所在する木津川河床遺跡と京都府京田辺市 ら中世にかけての村落の大路の変遷を復原し、それ

に所在する普賢寺谷の中世館群に決め、それぞれに に加える形で、遺跡単位ではなく、一定の面積で区

おいて中世都市にかかわる問題を考えてみたい。 切った調査地点毎の遺跡情報を数量化し、その変遷

前者は平安時代後期から中世前半にかけて大いに から見えない中世村落の実態に近づこうとした。

繁栄した石清水八幡宮の境内都市であり、後者は中 そもそも従来よりおこなわれてきた遺跡分析は、

世後半の山城国一撲の拠点と推定されている中のひ 本来複数の性格・歴史的事象を含んでいる遺跡群に

とっで、地形は福井県の朝倉氏一乗谷遺跡と瓜二つ 対して、それらを質的にも量的にも共通にあっかつ

でもある。ただし文献が少なく、いずれも実態は不 てきたことと、それらの遺跡を評価するデータが調
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は集落に伴う場合と、耕作地の場合で大きく異なる。 る方法が適切であると考えた。

前者の場合は一組の建物群と同等の価値をもつが、 周知のように、最適配置の考え方は、任意の空間

後者の場合は集落に対して意味的な度合は低い。そ に持ち込まれた複数の因子が、一定の条件下で最適

れぞれ各調査地点の状況を検討してポイントを付与 に配置される状態とはどういったものか、それを導

した。 き出す方法である。岡部篤行 ・鈴木敦夫氏によれば

データリスト

土坑（2ポイント）はその性格が特定しにくいも

（阿部篤行・鈴木敦夫1992『最適配置の数理』朝倉

書店）、その具体的な事例は、たとえばある地域に

郵便ポストを最も効果的に配置する方法（平均距離

を最小にする施設配置）、移動図書館が最も効果的

に活用されるための方法（移動施設のサービス停留

点を歳適配置する問題）、定期市の場所が決定され

るための理論（周期的にサービスする施設の最適配

のであり、きわめて個別性の強いものであるため、 置）、海岸におけるアイスクリーム屋台の立地競争

数値の影響を少なくするため、ピットと同じとした。 または市場での立地競争（立地競争）などがあり、

なおこの分析の目的と運用についてであるが、そ 様々な前提におけるその活用が説明されている。

の目的はほかで、もなく村落が異動した状態（景観変 一方これを歴史的事象に置き換えてみれば、地域

化）の復原とそのメカニズムの解明にある。 の社会を構成する個々の集落は、一定の条件下にお

たとえばある村落が分散または集合した場合、当 ける相対的な社会力学によって結果的に最適に配置

然その村落の動産・不動産および人口・生産力など された因子であるか、またはある時期、その地域に

は減少するかまたは増加することになる。考古学デ おいて安定した均衡状態にあったー断面なのであ

ータの場合、それらは建物数または各種の遺構数お る。そして一般の最適配置の理論は、一度それが決

よび遺物量などで表現されることになる。 定されれば大きな外的な要因がなければ変更される

したがって発見される遺構や遺物をなんらかの数 ことはないが、歴史的事象である地域における町・

値に置き換えることができれば、村落の異動（変動） 村・都市は、それぞれの住人の思惑により、その内

の状況は数値の増減によって表現できることになる 部からいともたやすく均衡状態がくずれ、再び新た

はずである。 な均衡状態に達するまで最適配置を模索する。これ

しかし村落の異動は単に内的要因である人口の自 が村落移動の広義におけるメガニズムであると考え

然増以外に、外的要因として、他村との結合または るのであるが、今ここで最も求められるのは、その

周辺村落への分散を原因とするものも多くみられる ような村落聞の社会的な力学関係がどのようなもの

ため、ある村落の変化は、その村落固有の数値の変 であり、その内の何がその地域の均衡に重要視され、

動だけでなく 、その周辺村落の数量の変化と連動し その結果何が次の因子として均衡を破ることにな

て考えなければならないことになる。 り、村が移動したのか、である。それは農耕だけで

遺跡情報の数量化は、けっして無機質で無味乾燥 はないだろうし、流通だけでも説明には不十分、も

なものではなく、考古学のデータを歴史叙述に転化 ちろん政治的な問題や慣習や文化といったものも関

して、考古学用語としての集落遺跡を、歴史用語と わってきているに違いないのである。

しての村落に転化させるような、より実態に近い、 中世の地域社会とは、移動するに至ったそれぞれ

体温を感じて話し声の聞こえるような地域研究への 別の事情をもっている複数の村落が、それらを有機

重要なキーワー ドなのである。 的につなぐなんらかの利害関係の下で、そのそれぞ

れの個性にしたがって、地域全体に調和のとれる適

4 最適配置と均衡配置に対する遺跡情報の考え方 切な役割を果たすことによって成立していたと考え

鋤柄俊夫1999「狭山池と中世村落の変容J『狭山池（論 られるものであり、その変遷とは、このように多様

考編）』狭山池調査事務所 な価値観をもった村落が、当然予測される外的要因

としての例えば支配体制の変更または、内的要因と

さて、このようにして、仮にオーソライズされる してのなんらかの紐帯の崩壊によっておこる、個々

形で多彩な遺跡情報が数量化されたとき、次にはそ の村落の役割のバランスがくずれた時の現象を示す

れを総合化する方法が求められる。ここではそれを ものなのである。

先の村落異動の視点から、最適配置と均衡配置によ その意味で強大な権力構造と言われている部分
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も、広義においては相対的な社会力学で説明される になるはずである。しかし現実の村落配置はそれと

一つの因子にすぎないものと言える。これはこれま 異なり、それが農業生産以外でこれらの村落の位置

で考古学がおこなってきた集落個々の普遍的な類型 を規定した条件を示しているものと考えられる。そ

化作業とその変遷過程の整理だけでは、表現するこ れが何であるか。再生産基盤を含めたあらゆる異な

とのできない問題であり、その説明こそが、たとえ った社会環境がそれぞれどのような最適配置を生み

ぱ支配構造や流通経済、そして中世社会を律した制 出したのか、検討はまだ始まったばかりである。今

度的な部分を、より具体的で新しい形にして発言し 後条件が整えば、これらの図に水路・道・耕地・城

ていけるものであると考える。 －寺社・条里の施行単位・文献史料・民俗資料など

したがって、そのような地域における社会的な役 様々な要素をとりこみ、試行錯誤を進めてみたいと

割のバランスから結果的にうみだされた最適配置ま 考えている。

たは均衡配置は、それを起点とし、いくつかの条件

を整理する中でシミュレートして遡及することによ 5 中世都市京都調査地点情報データベース

り、そのような配置がいったいどのような条件によ 鋤柄俊夫2002「都都のあいなかJ『国立歴史民俗博物

ってとられたのであるかを、説明できるものになる 館研究報告』92集

と考えられる。たとえば郵便ポストの最適配置は、

人口密度を単位あたりの収穫高に、ポストを集落に

置き換えることによって、適切な収穫高を得るため

の集落の最適な配置を計算することができるであろ

うし、移動図書館を水路と潅慨に置き換え、読者を

耕作地に置き換えれば、結果的に現出している最適

な水路網に対して、それを生み出した耕作地の位置

が復原できるのではないかとも考えられ、立地競争

は、まさに村落が耕地と生産の拡大を求めて最も有

利な場所を求めて移動を繰り返した結果を分析する

作業なのである。

京都市内調査地点マップ

これまで京都市内の考古学的な研究は、その膨大

な遺物量に圧倒され、やむをえず特徴的な資料に代

表させるか、逆に統計的な処理によって全体的な傾

向を示すことにとどまり、なかでも遺構については、

総括的な分析を行うことができずにきた。近年、堀

など一部の遺構については積極的な集成により成果

をあげつつあるが、やはり明確化された問題意識を

前提として、位置情報に基づいた調査地点、毎のデー

タベースを整備し、それを活用した総合的な検討が

古代郷と近代集落のボロノイ図（部分） 必要な段階に来ていることは言うまでもない。

ここではその「例として、明治の仮製地図にみえ 本事例は、公開されている遺跡の調査情報を元に

る村落配置のボロノイ図と古代郷の配置のボロノイ あらためてその内容を検討し、それぞれの遺跡情報

図を作成してみた。明治の仮製地図の場合は、それ をデジタルマップ上に配置したしたものである。

ぞれの村落の村高と人口と範囲を加える必要がある 変遷をみると、 9世紀のドットは平安京の全域に

が、仮に農耕を基準とするならば、一定の収穫高を および、それぞれの調査地点、から当該期の遺物また

得たそれぞれの村落は、均衡した配置を見せること は遺構が検出されている。また右京の 7カ所で流路
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右京の北西部に残るものの、それ以外の右京の地域

には耕作地がひろがり、一方で左京を東へ越えた地

域にもドットのまとまりが認められる。

13世紀以降、右京からのドットの撤退は決定的で、

逆に分布は鴨東へも広がる。また左京内の分布は南

部への偏りがわずかにみえる。 13世紀後半の分布は

基本的に前代と同様であるが、三条以南と鴨東地区

で墓が散在する。また一条以北が前代より増加して

14世紀は一条以北でドットの集中が明瞭に認めら

れ、逆に一条～三条ではドットが減少して墓がみら

れる。三条以南ではおおむね六条までと八条周辺の

まとまりが見られ、墓は七条および四条でみられる。

15世紀は分布の南限が六条にあり、また三条から

四条と一条周辺にドットの集中がある。 16世紀は七

条から一条以北まで分布がつながり、特殊な遺構と

して、三条を中心とした地区で堀が多くみられる。

周知のように遺跡を構成する要素は遺構・遺物お

よびその出土状況であるため、調査地点の本来的な

評価は、遺物の出土状況を考慮した上での遺構の説

が確認されており、それらはわずかに北北東から南 明によっておこなわなければならない。

南西へ向いた軸によって一連のものである可能性が

指摘できる。

10・11世紀は、右京でも調査地点データの分布を

残してはいるが、 9世紀と異なり墓と耕作地が確認

されている。明らかに右京から調査地点データが撤

退するのは12世紀代でドットの一部は嵯峨野へ続く

図26-4 13世紀前半

いる。

そのため、検討が可能と思われる情報について、

それぞれのデータを関連付け、蓄積をすすめている

が、その一例を、一般に石鍋と ー一一一一，.__ 

呼ばれている滑石製の煮炊具にてー「 If 
注目してみてみたい。 ー~－－~・

石鍋は長崎県の西彼杵郡をその主要な産地として

鎌倉時代を中心に流通する煮炊具である。出土分布

をみると、 13世紀後半から14世紀代において洛中の

南部に比較的多く分布する状況がみてとれる。しか

し全体の分布をみると、とくに14世紀代は三条以北

千二
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石鍋の出土分布
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のデータが散漫であり、一方で一条以北と鴨東地区

は、調査地点数がそれほど多くないにもかかわらず

石鍋が出土しているため、結果として必ずしも分布

が三条以南に集中する訳ではない可能性もある。

しかしその一方で、六条以南の分布に注目すれば、

その多くは墓からの出土であることがわかる。ただ

し墓と思われる遺構に土釜が伴う例もあり、また東

日本で墓に土鍋や鉄鍋を埋める事例も知られている

ことから、これは石鍋というよりも、鍋・釜あるい

は鉢一般のもっていた呪術性に関わる問題が大きい

と考えられる。しかしそうで、あったとしても、土釜

も土鍋も普及している洛中において、とくにここで

は石鍋が目立つものであり、その点においてやはり

下京は、上京より石鍋を用いる機会が多かったと言

えるかもしれない。

遺物と調査地点とその時代情報を組み合わせるこ

とによって、大都市京都の地域的な特質にもアプロ

ーチすることが可能となる。

6 石清水八幡宮門前の風景

石清水八幡宮は、水陸交通の要衝である京都府八

幡市の男山丘陵北端の峰に鎮座する。『護国寺略記』

によれば、その創建は大安寺の僧であった行教が貞

観元年（859）に大分の宇佐官へ参拝した際、八幡

大菩薩からの託宣を受けたことによるとされ、鎮護

国家の神として天慶2年（939）には伊勢に次ぐ第

2の格を与えられる。長和3年（1014）には宇佐八

八幡市遺跡分布図

幡宮寺の弥勤寺講師元命が石清水の別当に就き、そ

の権勢を九州までのばす一方、源頼信により源氏の

氏神ともされ、康平6年（1063）には東国の相模国

由比郷に勧請される。さらに白河天皇は仏教に熱心

で毎年三月には石清水へ行幸をおこない、天承元年

(1131）に権大僧都に補された検校光清とその孫の

慶清の時代には、九州の弥勅寺・竃門神社・大隅正

八幡宮も管掌下におき全盛期を迎える。鎌倉時代以

降も時の権力者と密接な関係を維持するが、この時

期以降は、山崎の離宮八幡に拠点をおいた大山崎の

油神人に代表される神人の活躍もこの宮寺を諮る上

での大きな特徴となっている。

八幡市の遺跡

1～11は石清水境内の史跡松花堂地点出土の資料

である。近世の松花堂にかかわる露地遺構や井戸な

どが発見されたが、中世以前の遺物は1～9は土師

器皿、 10は瓦器碗、 11は中国製の青磁蓮弁文碗で、

1・4・10・11が13世紀代あるいは14世紀前半、 6

・8が15世紀後半から16世紀はじめに比定される。

23～26は平野山瓦窯跡出土資料である。 7世紀代

を中心とした瓦窯であるが、 4号窯内から 9世紀後

半から10世紀はじめの土師器類が出土している。

12～22は西山廃寺跡出土資料である。中世の包含

層から13世紀代を中心とする瓦器碗・土師器皿およ

び土釜・鍋類が出土している。なお22は大和で15世

紀代に出土する資料に類似している。

＝ヨ一一7 宣言＝・ =・ ‘ ， Eヨー’健
三子弓’亡エ毛司之 f 1~l 掴 ~：： 

~~ろζ弓「「 t..ミ~司温、， I I I 

判 ＼ノ書て二五五Y

X二」／

モヨ二Y

烹~二7
一 一 てエ弓．

てエ弓てエ三F園てエ弓 で~割マ~鑓て>7.,

宅弓てP ム七：之で工7副司フ”で弓

三三三三号でご？三崎 n=r瞳

~－ペ．守弓ぐす7引 F守~－
亡二店コ刷 17."雪＼） '・ ; F且

歪て主主惚え： 物園也君ー~
・・ ん・抽肉・・の幽土．． 

27～38は奥ノ町遺跡出土資料である。淀川に面し

た男山正陵の北側に位置し、「行基年譜」・「天平13

記」にみえ、延暦13年（784）の記事で知られる山

崎橋の推定地にも近く、この遺跡周辺が中世におい

ても交通の要衝であったことがうかがわれる。

出土した遺物は、14～16世紀代を中心としており、

多量の備前窯撞鉢と土師器皿がみられる。土師器皿

は16世紀前半代の資料も多いが、 15世紀代の特徴を
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もつ資料もみられる。 中心に、多くの館が建ち並んでいたことが記されて

39～53と58～60は今里遺跡出土資料である。木津 おり、現地でも館の郭と推定される平坦面が確認さ

川氾濫原に形成された微高地上に立地する集落遺跡 れている。

であろう。溝状のSX02などから13・14世紀代を中 これまでこのような京都以外の地域における都市

心とした遺物が出土している。瓦が出土している点 的な景観は、福井県福井市に所在する一乗谷朝倉氏

から、溝で固まれた寺院の可能性も考えられる。 遺跡によって代表されていたが、普賢寺谷遺跡群の

57は志水廃寺出土の瓦器碗である。昭和10年代の 場合は、一条谷朝倉氏遺跡が戦国大名である朝倉氏

採集で時期は13世紀代に比定される。 を中心としたいわゆる戦国城下町だったのに対し

54～56は石清水八幡宮出土の資料である。昭和9 て、山城国一撲に関係した国人達の館の集合体で、

年の室戸大風水害の直後に、八幡宮の本殿付近から しかもそれらが普賢寺という宗教施設をその中核に

土師器・瓦および陶磁器類が採集された中の一部で おいていた可能性がある点で、これまでの見方では

ある。 55は糸切り成形で、 56は瓦質に近い焼成と言 とらえきれない社会構造をもっていた可能性があ

う。時期の比定はできない。 る。本研究では、このような都市的な場の復原研究

なおこれらの遺跡情報以外に、男山丘陵の北東を を個人研究のレベルで容易におこなうための方法と

流れる木津川河床からも、遺構と遺物がみつかって して、既存の地形測量データを基礎にした、新宗谷

おり、おぼろげながらも中世において繁栄を遂げた 遺跡のデ、ジタルカメラを利用した写真測量データと

石清水八幡宮門前の姿をうかがうことができる。 の連結によるシミュレーションの試みをおこなって

現在、条里地割りと街道および！日地形の復原をお いる。

こなった上で、調査地点の数量化をもとにした遺跡

情報の地理データベース分析をおこなう準備をすす

めている。

普賢寺教法寺田至肉之図

同志社大学京田辺キャンパスの所在する普賢寺谷北

斜面は、古代・中世の大動脈で、あった木津川に流れ

込む南山城最大の支流、普賢寺川によって形成され

た東西に長い谷である。正長元年の年号持つ絵図に

よれば、天平期の十一面観音をもっ普賢寺大御堂を

普賢寺谷北斜面の地形測量図（部分）

新宗谷遺跡の地形測量図

なお本研究は、 2001・2002年度科学研究。 基盤研

究（C）「中世都市の考古学的研究一石清水八幡宮

門前と普賢寺谷中世居館群のGI S分析一Jによる

成果の一部である。
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．公開シンポジウム「人文科学とデータベースJ1995年プログラム

1995年 12月 25日（月曜日）、26日（火曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

古地震データと活断層（pp.1・4)

寒川旭（通産省地質調査所）

特別講演

一般講演

Intelligent Padシステムを用いた歴史学研究支援データベースの構築（pp.5・12)

赤石美奈・中谷広正・伊東幸宏・阿部圭一・田村貞雄（静岡大学）

4次元歴史空間システムにおける地理情報処理について（pp.13-18)

小林努・加藤常員・小沢一雅（大阪電気通信大学）

視点に依存する属性付け機構をもっ木簡研究支援システム

ー構造化型データベースの概念一（pp.19-28)

森下淳也（姫路濁協大学）・上島紳ー（関西大学）・大月一弘（神戸大学）

古典籍と JIS漢字

ーテキストの本文校正とのかんけいについて一（pp.29-36)

嘗山日出夫（花園大学）

手書き文字時系列筆跡パターンのー解析と今後の計画（pp.37・42)

東山孝生・山中由紀子・津田紳ー・中川正樹（東京農工大学）

絵画DBとイメージ検索

一浮世絵の線画表現とデータ圧縮効果一（pp.43・48)

漬裕光・志賀直人（大阪市立大学）

画像データベースの自然言語インターフェースについて（pp.49・54)

伊東幸宏・中谷広正（静岡大学）

多視点距離データを用いた 3次元形状モデリング（pp.55・60)

横矢直和（奈良先端科学技術大学院大学）・増田健（電子技術総合研究所）

ハイパーメディア・コーパスの構築と言語教育への応用について（pp.61-66)

上村隆一（福岡工業大学）

「歌物語J語嚢の数量的分析と研究（pp.67-74)

西端幸雄（大阪樟蔭女子大学）

高次辞書データベースのための語嚢知識自動獲得システム（pp.75・82)

亀田弘之（東京工科大学）・藤崎博也（東京理科大学）

社会調査結果の視覚化データベース（pp.83-88)

吉田光雄（大阪大学）

「間Jに関するデータベースの構築（pp.89-98)

中村敏枝（大阪大学）

方言音声データベースの作成と利用に関する研究（pp.99-104)

田原広史・江川清・杉藤美代子・板橋秀一（大阪樟蔭女子大学）

-65-



圏第2回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

1996年 12月21日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

三浦梅園の主著『玄語』のデータベース化と解読の試み

一江戸時代のハイパーテキストを読み解く一（pp.1・10)

赤星哲也（日本文理大学）・北林達也（三浦梅園研究所）

江戸図データベースの作成と今後の課題（pp.11・22)

黒川隆夫（京都工芸繊維大学）

一般講演

Shape from motionを応用した什器類の立体データ作成（pp.23-34)

中島重義・岡本次郎・漬裕光・細川省一（大阪市立大学）

古地図に描かれた内容のデータベース化の試み（pp.35・44)

出田和久・正木久仁・小方登・山近博義（奈良女子大学）

考古学のためのデータベースシステム（pp.45・54)

宝珍輝尚・中田充・白井治彦・都司達夫（福井大学）

インターネット・イントラネットにまたがる分散型図書館目録データベースの構築と運用

(pp.55・56)

芝勝徳（神戸市外国語大学）

音楽における印象語検索システムの開発とその有用性（pp.57-66)

原田章・吉田光雄（大阪大学）

『方言認知地図』プログラムと統計処理地図（pp.67-78)

タやニエル・ロング（大阪樟蔭女子大学）
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・第3回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

1997年 12月20日（土曜日） 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

「邪馬台国大和説を科学する」

倭人社会と卑弥呼の王権（pp.1-10)

吉田晶（岡山大学名誉教授）

前方後円墳成立の歴史的意義

一『邪馬台国時代』における首長と農民層の共同幻想ー（pp.11-17)

広瀬和雄（奈良女子大学）

一般講演

歴史学研究支援システムの構築（pp.19-30)

三浦崇・伊東幸宏・小西達裕・田村貞雄（静岡大学）・赤石美奈（北海道大学）

中谷広正・阿部圭一（静岡大学）

地理情報を利用した遺物データベースシステムについてー（pp.31・38)

宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）・河合秀夫（大阪電気通信大学）

木簡研究支援データベースとシステム

一知見と仮説に基づく再構造化ー（pp.39-46)

森下淳也・大月一弘（神戸大学）・上島紳ー（関西大学）・大庭惰（皇事館大事）

杉山武司（姫路濁協大学）

短編推理小説の論理構造の分析（pp.47・54)

西島恵介・神山文子・藤田米春（大分大学）

形状分析ツールの開発とその応用

一浮世絵に描かれた役者の同定と分類一（pp.55・64)

モハメド・アミラン・ブイヤン・阿古弥寿章・漬裕光（大阪市立大学）・松平進（甲南女子大

学）

3次元形状入カへのおさそい

一人文科学の道具として一（pp.65・72)

漬裕光（大阪市立大学）

技術紹介
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・第4回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

1998年 12月9日（土曜日 大阪電気通信大学（寝屋川キャンパス）

招待講演

邪馬台国は北九州甘木市付近にあった（pp.1・22)

安本美典（産業能率大学）

選挙研究とデータベース（pp.23・24)

三宅一郎（関西大学）

特別講演

一般講演

中期インド・アリアン聖典のデータベース（pp.25・34)

逢坂雄美・山崎守一（仙台電波工業高等専門学校） ・宮尾正大（室蘭工業大学）

高地性集落遺跡データベースからみた弥生時代の情報通信（pp.35・42)

加藤常員（大阪電気通信大学）

データベース倫理について（pp.43・52)

江津義典（関西大学）

階層構造グラフによるデータモデルの適用例：木簡データベース（pp.53・59)

杉山武司（姫路猫協大学）・森下淳也・大月一弘（神戸大学）・上島紳ー（関西大学）

遺物破片の計測

一照度差ステレオ計測装置の製作と計測一（pp.61・70)

結城宏和・宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）・河合秀夫（大阪電気通信大学）

技術紹介

地場工芸品立体展示システム

一人文科学の道具として一（pp.71・78)

橋本隆之・青木功介・釣裕美（インテツクシステム研究所）
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・第5回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

1999年 12月18目（土曜日） 関西大学総合情報学部

招待講演

顔の認知研究における顔データベースの利用（pp.1-10)

加藤隆（関西大学）

Recent Research on Paleolithic Arts in Europe and the Multimedia Database (pp.11・22)

Cesar Gonzalez, Roberto Cacho Toca (University of Cantabria, Spain) 

一般講演

Photo VR考古資料データベース『北スペインの旧石器洞窟美術』

一日本・スペイン産学共同プロジェクトの実現と諸問題ー（pp.23・34)

深沢武雄（テクネ）

バーチャルリアリティによる遺物探訪 3DArchaeo・Copter(pp.35・38)

中村健・小沢一雅（大阪電気通信大学）

照度差ステレオ法を用いた遺物の表裏形状の計測（pp.39・46)

結城宏和・宝珍輝尚・都司達夫（福井大学）

文字データベースのための文書の構造化と意味管理（pp.47・58)

横田一正・三宅忠明・国島丈生（岡山県立大学）

劉溺江（岡山理科大学）・田槙明子（リョービシステムサービス）

相対インデックス法を使った文構造分析（pp.59・66)

雄山真弓・岡田孝・黒崎茂樹（関西学院大学）

仮想電子辞書システムの設計と構築（pp.67-78)

芳野学・都司達夫・宝珍輝尚（福井大学）
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・第6回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」プログラム

2000年 12月20目（土曜日） 静岡大学情報学部

特別講演

「ええじゃないか」研究を振り返って（pp.1-2)

田村貞雄（静岡大学）

一般講演

文化資源情報における TopicMapの適用と評価

一『源氏物語』画像DBを使ったモデル作成の試み一（pp.3・10)

長瀬真理（静岡大学）

文字冗長度による日本文学分析（pp.11・16)

福田宏（静岡県立大学）・山下泰弘（科学技術振興事業団）・勝矢光昭（静岡県立大学）

広領域分野資料の横断的アーカイブ、論に関する基礎研究（pp.17・26)

八重樫純樹（静岡大学）

ジャイナ教聖典のデータベース

一特殊フォントで表現されたデータの PDF-(pp.27・34)

逢坂雄美（仙台電波工業高等専門学校）

パスカルデータベースシステム（ 1 ) (pp.35-42) 

白石修二（福岡大学）

吾妻鏡データベースの構築（pp.43・52)

安道百合子（国文学研究資料館）

全国遺跡データベースの構築（pp.53・62)

森本晋（奈良国立文化財研究所）

地理情報システムを用いた城下町の復元的研究

一彦根城下善利組足軽屋敷地図を中心として一（pp.53-72)

生方美菜子・漬崎一志（滋賀県立大学）

考古学データベースにおける検索エンジンの研究（pp.73・80)

三浦宙明・小沢一雅（大阪電気通信大学）
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・第7回公開シンポジウム「人文科学とデータベースJプログラム

2001年月目（土曜日 関西学院大学情報メディア教育センター

特別講演

感性情報研究の動向とデータベース（pp.3・10)

井口征士（大阪大学基礎工学部）

一般講演

広重の版画と江漢作らしい油絵

一二つの「東海道五十三次jについて一（pp.11・27)

荒木啓介（科学技術振興事業団） 資料提供、大畠洋一（東海道研究家）

古文書文字列に対するキャラクタスポッティング（pp.29-38)

橋本智広・梅田三千雄（大阪電気通信大学）

日商簿記検定問題の電子化（pp.39・46)

福田宏・小津稚加子（静岡県立大学）

米国におけるテレビニュースデータベース構築の歴史的・法的経緯と現状について

(pp.47・50)

魚住真司（関西外国語大学）

画像・音戸の超高再現性PCの開発（pp.51・63)

片岡裕（大谷大学）

全国遺跡データベースの構築 2001年度の動向（pp.65・68)

森本晋（奈良文化財研究所）

日本語キエルケゴール文献データベース（pp.69-72)

平林孝裕・橋本淳（関西学院大学）

前方後円墳データベース検索システムと地理情報処理（pp.73・80)

西上昌治・小津一雅（大阪電気通信大学）

員類のマルチメディアデータベースの構築（pp.81-88)

高田茂樹・雄山真弓（関西学院大学）
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